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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「すごいっ。初めての旗よ！　見て、ナッシル」

　船長を務めるバルク号に掲かかげられた旗を見上げ、ジャリスは青い瞳ひとみを輝かがやかせた。旗に縫ぬい込まれているのはタバラン国の紋もん章しようである鷹たかだ。甲かん板ぱんの上では、唯ゆい一いつの乗組員で船医でもあるナッシルが、腕うで組ぐみして帆ほ柱ばしらを見上げている。

「様子を見に首都のエオージュに来ただけなのに、国王スルタンから旗まで貰もらえるなんてな。お前の二年前の努力が報むくわれたな」

　二年前、海かい賊ぞくを目指し故郷であるカトゥーナ国を出発したジャリスは、初めて訪おとずれたタバラン国で奴ど隷れい制度に苦しむ人々を目まの当たりにした。彼らを助けようと無断で長期滞たい在ざいしたせいで、所属する海賊同盟から謹きん慎しんを言い渡わたされてしまった。

　だが自分のやった事は間ま違ちがっていなかった。タバラン国では奴隷制度が完全になくなり、不正を行っていた大臣達の証しよう拠こを見付けたと感謝され、国王から旗を貰ったのだ。

　港に戻もどって、まず一番に旗を掲げた。海風に翻ひるがえる旗を見つめていると、胸が一いつ杯ぱいになる。

「謹慎も解けたし、これから海賊を目指して旗を集める旅が始まるのね。頑がん張ばらなくちゃ！」

　新たな旅の始まりに胸が高鳴った。ナッシルがふいに肩かたを竦すくめる。

「ああ、だがその前に色々と準備がいるだろう？　その為ためにタバラン国に来たんだから」

「判わかってる。今度はちゃんと滞在許可がある間に準備しないとね」

　二度と謹慎はごめんだ。一年以上カトゥーナ国に足止めされていた。その間は、医者であるナッシルの手伝いをしていた。やりがいはあったが、したい事は別にある。

　初めて手に入れた旗は、どれだけ見ても見み飽あきる事はなかった。夢の為の第一歩だ。国王から与あたえられる試練を乗り越こえ、すべての国々の旗が集まる光景が脳のう裏りに浮うかんだ。

「国王からの書状をもって参りました」

　そこへ、静かだがよく響ひびく声が聞こえた。聞き覚えのある声に、慌あわてて甲板のてすりに駆かけ寄り見下ろすと、長い茶色の髪かみを持つ片かた眼鏡めがねをかけた青年が立っていた。

　二年前より髪が伸のびた。だが冷たい印象を受ける美び貌ぼうは少しも変わっていない。滅めつ多たにないが、微笑ほほえむと優やさしい表情になるのはよく知っている。嬉うれしさの余り手すりから身を乗り出す。

「シャルマ！　久しぶりっ。元気だった？」

　タバラン国の元奴隷シャルマとの、約二年ぶりの再会だった。




「国王スルタンからの書状です。あなたが初めての旗を手に入れた祝いの宴うたげを、王宮で開くそうです」

　ジャリスは甲板に上がってきたシャルマから、書状を受け取り首くびを傾かしげた。

「祝いの宴？　さっき王宮で旗を頂いた時には、陛下は何も仰おつしやってなかったけど」

「急きゆう遽きよ決まったんです。陛下の今日の予定が中止になりまして。お忙いそがしい方なので、今晩しかお時間がとれないとか。それでもあなたの祝いをしたいと仰おおせです」

　ただの見習いに、そこまで心を砕くだいてくれるのはありがたい話だ。微笑んで大きく頷うなずく。

「喜んで出席させてもらうわ。……それよりシャルマ。あなたに会いたかったのよ。元気そうでよかったわ。王宮の仕事をしているの？」

「ええ、二年前に捕つかまった大臣達の取り調べの手伝いをしています」

　無む駄だな事は一いつ切さい喋しやべらず、滅多に表情も動かない。相変わらずだ。思わず苦く笑しようしてしまう。

「会えて嬉しいわ。実はあなたに話が……」

「すいません。ゆっくりお話したいんですが、私も忙しくて。これで失礼させて頂きます」

　ジャリスの言葉を最後まできかず、シャルマがさっときびすを返した。

「えっ？　ちょっと待って、シャルマ……」

　目を丸くして止めようとしたが、シャルマは振ふり返らない。そのまま梯はし子ごを降りてしまう。二年前、奴隷制度を止やめさせようと、不正を行っていた大臣達の証拠を一いつ緒しよに調べていたシャルマ。あの時は二人で同じ目的の為に命すらかけた。今まで知り合った中で誰だれよりも信しん頼らいできると思った人物だ。再会できたらきっと同じように喜んでくれると思っていた。

　去っていく背中を見つめながら、ふと寂さびしさがこみ上げてくるのを感じていた。
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　タバラン国の王宮は、廊ろう下かの端はし々ばしに金細工や金こん剛ごう石せきが埋うめ込まれた調度品で溢あふれている。昼間見た光景なのに、ジャリスはまたしても珍めずらしげに辺りを見回してしまう。

「陛下がこの部屋でお待ちです」

　立ち止まった従者に、思わず姿勢を正す。先さき程ほど王宮を訪れ、まずは船長であるジャリスが国王スルタンに挨あい拶さつをと言われて連れてこられた。一緒に来たナッシルは別室で待機中だ。

　重々しい鉄てつ扉ぴの前で気を引き締しめる。顔には笑えみを浮かべて従者が開けた扉とびらを潜くぐった。

「んっ……！　何、これっ」

　だが笑みが一いつ瞬しゆんで引きつった。部屋の中は広く、正面の壁かべには見上げる程大きな肖しよう像ぞう画ががある。そこに描えがかれているのは、金色の髪と青い瞳を持つ少女だ。優しげに笑う少女にはよーく見覚えがある。何しろ毎朝鏡で見ているのだから。

「何でわたしの肖像画があるのっ!?」

　見回すと、小さな物から大きな物まで壁一面がジャリスの肖像画で埋め尽つくされていた。中央にある大理石の机の隣となりにはジャリスの等身大の彫ちよう像ぞうまである。思わず後ずさるような光景だ。

「俺の部屋へようこそ、この世で一番美しい女性で溢れているだろう？　まあ、本物の君には敵かなわないが」

　部屋に響いた艶つやのある声に、思わず顔が引きつった。恐おそる恐る声のした方を見ると、壁かべ際ぎわで男が一人腕組みして立っていた。顔には至福の表情を浮かべて。

「クアイ皇子!?　ネイレス国に遊学中のはずじゃ……」

「君の謹慎が解けたと聞いて帰ってきたんだ。きっと我が国に様子を見にくるだろうと思ってな。謹慎中は君に会う事は出来なかったが、手紙は届いていただろう？」

　頭に山と積まれた手紙が浮かんだ。謹慎していた間、毎日のように送られてきた手紙には、まともに読むのも恥はずかしいような求愛の言葉が綴つづられていた。最初は丁てい寧ねいに断りの返事を書いていたが、さすがに送られてくる手紙の多さに根負けして放ほったらかしになっていた。

「断りの返事を書かなくなったのは、俺の求愛を受け入れたという事だろう？　恥ずかしがり屋の君の事だから、俺に愛してると書いて送るのがはばかられたんだな。大だい丈じよう夫ぶだ、全部判っているから。さあ、俺の腕うでに飛びこんでおいで」

（ぜんっぜん違ちがうし！　どこをどうしたらそんな勘違いができるのっ）

　腕を広げたクアイに内心で叫さけぶ。だが相手は一国の皇子だ。何とか穏おん便びんにすませたい。

「あ、あのクアイ皇子。そうじゃなくて……」

「ああ、会えて嬉しいよ。次に会えた時こそ君と結けつ婚こんする時だと決めていた。誓ちかうよ、ジャリス。君だけを愛し、守り抜ぬくと。もちろん側室は持たないしハーレムも作らない。一生君だけを愛する。それが恥ずかしがり屋でか弱く、この世で一番美しい君を妻に迎むかえる俺の務めだ」

　どうやら聞く耳は持っていないようだ。奴隷制度をやめさせる為、クアイは協力してくれた。頭がきれて見み目め麗うるわしく、正義の心を持つ人物だと思っていた。二年前にタバラン国を出る際求きゆう婚こんされたが、冗じよう談だんだとばかり思っていた。だが毎日送られてきた手紙と、今の言葉からすると本気らしい。しかもしばらく会わなかったせいか、かなり間違ったジャリス像を抱いだいている。

「あ、あの、とりあえずその話はまた今度っ。わたし、陛下に呼ばれてるので……」

　さっときびすを返して扉に手をかけた。クアイを説得するのは厳しいだろう。逃にげるが勝ちだ。だが、扉には鍵かぎがかかっているのか、押しても引いてもびくともしない。

「父上は君を呼んだりしていないよ。君を呼んだのは俺だ。恥ずかしがり屋の君が王宮に来やすいように理由を作ってあげたんだ。君が信頼しているシャルマに書状をもたせてね」

　すぐ近くで声が聞こえて、背筋がぞわっとする。慌てて振り返ると、間近にクアイの自信に満ちた顔があった。その表情がふいに真しん剣けんなものになり、鋭するどい光が目に宿った。

「危険な旅なんて絶対に許さない。このまま俺と結婚して妃として何不自由ない暮らしをすればいい。いくらでも贅ぜい沢たくをさせよう。俺が持っている物すべてを捧ささげる。俺の命さえも」

　跪ひざまずいたクアイがそっとジャリスの手を取り口付けた。その仕草は手慣れていて、甘い顔立ちから匂におうような色いろ香かが放たれている。どうしていいか判らず、ジャリスは呆ぼう然ぜんとしてしまった。




「うーん！　開かないっ」

　ジャリスは扉の取っ手を何度も動かして声を上げた。先程クアイに連れてこられた部屋は広く、見事な調度品と天てん蓋がいつきの寝しん台だいがあるが、窓には木でできた柵さくがあり、扉には鍵がかかっている。渋しぶ々しぶ部屋について来たのは、ナッシルが牢ろう獄ごくに捕とらえられていると聞かされたからだ。一人で逃げる訳にはいかなかった。

　仕方なく寝台に腰こし掛かけてため息をついていると、扉を叩たたく音が聞こえた。慌てて見ると、入ってきたのは料理を載のせた盆ぼんを持ったシャルマだ。

　目を見開いていると、扉をさっと閉めたシャルマが机の上に料理を置いた。

「シャルマ、わたし、捕まって……」

「判っています。ここからは出られませんよ。扉の外には見張り。それにここは二階です。窓から出られたとしても、落ちたらただではすみません。大人しくしているのが賢けん明めいです」

　片眼鏡を押し上げたシャルマに思わず唇くちびるを嚙かむ。クアイに言われて知ってはいたが、シャルマが自分を騙だますなんて信じられなかった。

「……あなたを信頼してた。二年前、この国であなたと一緒に命がけで戦ったわ。あなたを疑った事はなかった。どうしてこんな事したの……？」

　声が震ふるえた。堪こらえていたが、涙なみだが溢れそうだ。彼とは目には見えない絆きずながあると信じていた。

「シャルマ、わたしには夢があるの。海かい賊ぞくになる為ために旅を始めたばかりなのよ。二年前の出来事で、アラバーナ大陸で苦しんでいる人達がたくさんいると知ったわ。もっと色んな国にいって、わたしに出来る事をしたいの。だからクアイ皇子と結婚はできないわ。お願い、助けて！」

　寝台から降りてシャルマの服にしがみつく。必死に見上げたが、シャルマが視線をそらした。

「……私には何もできません。クアイ皇子が結けつ婚こん式しきの手はずを整えるまでここにいて下さい」

　ジャリスの手をさっと振り解ほどくと、扉を開けて出ていってしまう。追いかけたが、がちゃりと鍵のかかる音がした。その音が、シャルマの心にも鍵をかけてしまったかのように思えた。
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「シャルマ！　こっちこっち」

　客が来ていると言われ、王宮の裏門にやってきたシャルマは、明るい笑顔を見付けてそっと微笑んだ。手招きしている小こ柄がらな少年は、同じく元奴ど隷れいだったリクだ。港で働いていて、たまに会うと親しげに声をかけてくれていた。

「どうしたんですか？　王宮に来るなんて」

　門番から少し離はなれた所で、話しかけてみる。リクが心配そうな表情になった。

「バルク号が入港したって聞いたんだ。それで昔の仲間とジャリスに会いに行ったんだけど、誰もいなくて……。王宮に行ったらしいって聞いたんだけど、帰ってこないんだ。もしかしたら何かあったのかもってみんなが騒さわぎだしてさ。シャルマなら何か知ってるかなって」

　元奴隷達は全員がジャリスを慕したっている。名前すら持たなかった奴隷達。人間としての尊厳を持たせる為、彼女はみんなに名前をつけた。シャルマもリクも名付け親はジャリスだ。

「……彼女はクアイ皇子と結婚するんです」

　目を伏ふせて小声で呟つぶやいた。リクが目を見開く。

「どうして？　だってジャリスは海賊になるんだろう？」

「クアイ皇子がそう決めたのなら、私達は逆らえません。……正直に言います。彼女を捕まえる手助けをしました。クアイ皇子は奴隷だった私達に、住む場所や仕事を用意してくれました。彼のおかげでみんな幸せに暮らせている。機き嫌げんを損そこねればみんながどうなるか判わかりません」

　リクが珍しく怒いかりでかっと顔を赤く染めた。そしてシャルマに食ってかかる。

「そんなっ、そんなのおかしいよ！　何でそんな事したんだよ。それってシャルマの意志じゃないんだろ？　そんな命令聞く事ないよ。それじゃ昔と一緒だよ、奴隷商人がクアイ皇子に代わっただけで、シャルマはちっとも自由になれてないじゃないか！」

　叫びが心に深く突つき刺ささった。自由という言葉にずっと憧あこがれていた。今の状態が自由なのかと問われれば、そうだと答える自信はなかった。

「俺は難しい事は判らないけど、これだけは判ってる。ジャリスが俺達にくれたのは、戦う勇気だ。もしクアイ皇子が機嫌を損ねたとしても、俺達だって戦う事はできるよ。それを教えてくれたのはジャリスだ。俺達だってもう負けないっ。シャルマ。ジャリスを助けようよ。ジャリスが俺達を助けてくれたみたいに。みんなだってこの事を知ればきっと協力してくれる！」

　強い意志とまっすぐな心。向けられた視線がまぶしくて、目を開けていられない。

　シャルマはリクからゆっくりと視線を外した。やらなければいけない事はもう判っていた。
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「やあ、ジャリス。ご機嫌いかがかな？」

　窓の外は宵よい闇やみに包まれていた。満面の笑みを浮うかべて部屋を訪おとずれたクアイを、ジャリスはじとっと見つめる。背後には飲み物の載った盆を持つシャルマが立っていた。

「閉じこめられて、ご機嫌がいいわけないでしょう？」

　椅い子すに座ったままむっとして呟いたが、クアイは気にしてないようだ。対面に腰掛ける。

「結婚式の準備が調ととのうまでは、ここで我が慢まんしてくれ。君を守る為に鍵をかけているんだ。決して君を閉じこめている訳ではない。外に出たければ、俺と一いつ緒しよに出よう。それなら安全だ」

　肩かたを竦すくめたクアイの前に、シャルマが飲み物を二つ置いた。

「シャ、シャルマ……」

「ではこれで失礼します」

　呼びかけようとしたが、顔色一つ変えずシャルマが部屋を出ていく。また涙が溢あふれそうだ。鍵がかかる音がしてクアイと二人っきりになってしまう。しばらくの沈ちん黙もくが流れてはっとした。

（ん？　も、もしかして、まずい状じよう況きようじゃ？）

　恐おそる恐る顔を上げると、クアイが愛いとしげにこちらを見つめていた。そのまま手に持った飲み物をぐっと飲み干す。

「さあ、君も飲むといい。酒は嫌きらいか？」

　一度ナッシルが飲んでいる酒を舐なめた事はあるが、あまり美味おいしいとは思わなかった。黙だまっていると、クアイがゆっくりと立ち上がる。そしてすぐ側そばまで近づいた。

「君と結婚できるなんて、これ以上の幸せはない。愛しているよ、ジャリス。結婚式まではこの部屋で俺と過ごそう。二人の愛の巣だ」

　目を細めたクアイに、ひいいっと内心叫んだ。つまりそれがどういう事かくらい判っている。

「あ、あの……寝台は一つしかありませんけど」

　それでも一応聞いてみる。クアイが艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「一つで十分だ。ここは君と俺の愛の巣だと言っただろう」

　クアイが跪いたのを見て、思わず立ち上がる。今までナッシル以外の男性と寝台がある部屋で二人っきりになった事なんてなかった。危ない目には何度もあっているが、これは恐らく違う意味で最も危険な状況だ。

「あ、あの、クアイ皇子、はっきり言います。あなたと結けつ婚こんはできませんっ。わたしは海賊になるんです。その為に旅を始めたばかりで……」

「危険な旅なんてさせない。そう言ったはずだ。少しばかり早いが、結婚式初夜の予行練習をしよう。明日の朝になれば、君は身も心も俺の物だ」

　微笑んだクアイを直視できない。慌あわてて逃にげようとしたが、背後からクアイの腕うでが伸のびてきた。さっと横よこ抱だきに抱かかえられ、寝台の上にふわりと降ろされる。

「二年近く君を思い続けてきた。俺の気持ちに応こたえてくれ。君だって俺を愛しているだろう？」

「それはあなたの妄もう想そうよ！　わたしを巻き込まないでーっ」

　寝台から飛び降りようとしたが、クアイの大おお柄がらな身体からだにはばまれた。そのまま両手を押さえ込まれる。じたばた暴れたが、クアイはびくともしない。

「愛しているよ。君と口付けできる日をずっと夢見てきた。さあ、こちらに顔を向けて……」

　クアイの顔がすぐ側まで近づいた。捕らえられた顎あごのせいで身動きできない。

（いやーっ、初めてがこれ!?　絶対に嫌いやよっ）

　焦あせりまくったが、目は瞑つぶらなかった。ぎっとクアイを見み据すえて唇を嚙みしめる。するとふいにクアイが目を瞬またたかせた。ジャリスの腕を捕つかまえている手からも、すうっと力が抜ぬけていく。

　そのままばたんと倒たおれ込んだクアイを揺ゆさぶってみる。だが閉じた目が開く事はなかった。健すこやかな寝ね息いきを立てているクアイに目を丸くしていると、そっと扉とびらが開く。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　ジャリス」

　現れたのはシャルマだ。慌てて寝しん台だいから飛び降りると、シャルマが薄うすく微笑んだ。

「飲み物に一服盛りました。朝まで眠ねむっているでしょう。ナッシルは先に助け出しました。今いま頃ごろバルク号に戻もどっているはずです。さ、一緒に逃げますよ」

　さっと窓まど枠わくに駆かけ寄ったシャルマに、思わず目を瞬かせる。

「どうして？　だってあなたはクアイ皇子と……」

「私はどうかしてました。リクに叱しかられて目が覚めましたよ」

　シャルマが窓を開くと、何かが飛びこんできた。見ると、縄なわを結びつけた矢だ。シャルマが寝台の脚あしに縄を結びつける。窓に駆け寄り見下ろすと、リクが縄を伝って上っている所だった。

「リクッ、久しぶりね！」

　二年前よりずっと背が伸びた。日焼けした顔に嬉うれしそうな笑えみを浮かべたリクが、身軽に窓にしがみつき、はめ込まれた木の柵さくに手をかける。

「ジャリス、無事でよかった！　危ないからちょっと下がってて」

　言われた通りにすると、リクがそのまま柵を握にぎりしめ、ぐっと引き寄せる。ばきばきと音を立てて、柵が折れた。そしてみるみる内に、窓に人が通れる程ほどの隙すき間まができる。

「相変わらずすごい怪かい力りきね」

「感心してる場合ではありません。今は庭の見張りが交代する時間です。さ、早く」

　シャルマに促うながされ、縄を伝って庭に降りる。助けに来てくれた二人に、嬉しくて泣きそうになりながら。




　バルク号に戻ると、既すでに出航の準備が調っていた。ジャリスはナッシルの無事な姿にほっとする。シャルマ達を乗せて出航し、港の明かりが見えなくなったのを確かく認にんして息をついた。

「シャルマ、リク、本当にありがとう。助かったわ。でも……これからどうするの？」

　手早く帆ほを操あやつっていたシャルマとリクに問いかける。もうすぐ朝日が昇のぼる時間だが、辺りはまだ闇やみに包まれていた。

「心配はいりません。どこか近くの島で降ろして下さい」

　シャルマがそっと微笑んだ。だが、ナッシルが肩を竦める。

「降りた後はどうする。クアイ皇子に薬を盛ったなんて知られたら、ただじゃすまないぞ。一生牢ろう獄ごくで過ごすか、最悪処しよ刑けいだってありうる。逃げたとしても二度と故郷には戻れないだろう」

「それは覚かく悟ごの上です」

　シャルマがはっきり言い切ると、リクが大きく頷うなずく。二人の目に迷いはなかった。

「そんな事はさせないわ。こんな状況になってしまったのはわたしのせいだもの。シャルマ、リク。カトゥーナ国に一緒に行きましょう。海かい賊ぞく同盟にクアイ皇子の暴挙を訴うつたえるわ。悪いのは明らかに向こうだもの。皇子だからって何をしてもいいって事にはならないわ」

　リクが戸と惑まどうように見上げると、シャルマがそっと片かた眼鏡めがねを押し上げた。

「私達の為ために、あなたがそこまでする必要はありませんよ」

「いいえ、あなた達はわたしの大切な人だもの。……あのね、実はわたし達がタバラン国に来たのは、ある目的があったからなの」

　やっと本来の目的を伝えられそうだ。シャルマが小さく首を傾かしげる。

「目的……ですか？　タバラン国の様子を見にきただけでは？」

「それもあるけど、一番の目的じゃないわ。……バルク号は新しい旅を始めたばかりだけど、見ての通り乗組員はわたしとナッシルしかいない。だから長い航海をするのはかなり厳しいの。今までは何とか二人でやってきたけど、これから色んな国を回って旗を貰もらう試練に挑ちよう戦せんするのはわたし達だけじゃ難しいって、カトゥーナ国を出る前にナッシルと話しあったの」

　瞳ひとみに強い意志を込めた。話が見えないのか、シャルマが戸惑うようにこちらを見つめている。

「乗組員が必要だと思ったわ。一緒に試練を乗り越こえられる強さを持ってて、命を預けられるぐらい信頼できる乗組員が。それは誰だろうと考えて……あなただと思ったの。シャルマ」

　微笑みかけると、シャルマが珍めずらしく目を見開いた。

「だからあなたを迎むかえにタバラン国に来たの。もちろんあなたが今の暮らしに満足してて、旅に出るのが嫌なら諦あきらめるつもりだったわ。でもこの状況じゃ……。お願い、乗組員になって。そうすれば今回の事だって海賊同盟に訴えればあなた達を守れる。同盟の一員なんだから」

　そのままシャルマの隣となりにいたリクに目を向ける。

「乗組員は随ずい時じ募ぼ集しゆう中ちゆうなの。よかったら、あなたにも乗組員になって欲しいわ、リク」

　不安げだったリクの顔がぱっと明るくなった。そしてすぐさま大きく頷く。

「うん！　俺もジャリスと一いつ緒しよにいたい。ずっとずっとジャリスに恩返ししたいって思ってたんだ。それに色んな国を旅するって面おも白しろそう！　俺、タバラン国から出た事ないんだ」

　両手を上げて喜ぶリクに、思わず笑みがこぼれた。

「恩返しなんて必要ないわ。旅をすればたくさんの人達に会えて、きっと色んな意味で成長できると思うの。あなたはあなたの目的を持って旅をすればいいわ。ただしお給料は少ないわよ」

　片目を瞑ると、リクが大きく頷いた。ほっと胸をなで下ろして、シャルマに顔を向ける。

「どうかしら、シャルマ。わたしはあなたと旅がしたいの。一緒に来てくれたら嬉しいわ」

　シャルマは目を伏ふせたままだ。何とか了りよう承しようしてほしかった。船で旅をするのは、生活をともにする事。信用できない乗組員では航海すらままならない。

「……考えさせて貰えませんか？」

　だが希望通りの返事は貰えず、ジャリスは思わず肩かたを落とした。
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　エオージュの港を出港して、一ひと月つきが経たっていた。さざ波の音と降りそそぐ日差しが心ここ地ちよくて、ジャリスは思わず背せ伸のびをする。そして自分が着ている真新しい白い船服に目を落とした。

　辺りを見ると、甲かん板ぱんで昼ひる寝ねしているナッシルも、見張り台に立つリクも、形は違ちがうが白い船服を身につけている。先日食料の補給の為立ち寄った港で、シャルマが用意してくれた物だ。

「ジャリス、必要物品と食料の補給の明細です。確認して下さい」

　背後から声をかけられて振ふり向むく。書類を手にしたシャルマが立っていた。その姿を見て、思わずため息をつく。一人だけ髪かみと同じ茶色の服だ。

「まだ船服の予備があるんでしょう？　シャルマも着たらいいのに」

「それはバルク号の乗組員用ですよ。私はまだ乗組員ではありません」

「でも十分乗組員の仕事してるじゃない」

　シャルマを乗組員にと思ったのは間ま違ちがいではなかった。現在バルク号が航海できるのは、謹きん慎しん中にナッシルと一緒に貯ためた資金が元になっている。大した金額ではないはずなのに、シャルマはそれをうまく活用し、必要な物はすべて揃そろえ、無む駄だな物は一いつ切さい排はい除じよした。そのやり方で、初めて給料らしき物も乗組員に払はらえたのだ。結局経理の一切を彼に任せていた。

「あなた達がいい加減なお金の使い方をしているから、私が仕方なく管理しているんです。いいですか、お金は降ってはきません。どうしても必要なら稼かせぐ。そうでなければ節約する。この二つを肝きもに銘めいじて下さい。さ、明細に目を通して。これも船長の仕事です」

　お金が絡からむと厳しくなるようだ。一緒に旅をして、色々と新しい面が見えてきた。それが嬉しくてたまらない。

「判わかったわ。それよりシャルマ。もうそろそろカトゥーナ国に向かって出発しない？」

　船は錨いかりを降ろし海の真ん中で停てい泊はくしている。出港して一月経つが、実はまだバルク号はタバラン国の海域にいた。

「もう少し待ちましょう。きっとクアイ皇子もあなたがカトゥーナ国に行くと予測を立てるはず。前にも言いましたが、逃にげる振りをして追っ手を先に行かせてから出発する方がいいです」

　仕方なく肩を竦すくめた。受け取った明細を見てみたが、細かい数字の羅ら列れつに頭が痛くなりそうだ。後で見ようと懐ふところにしまい込んで、もう一度甲板を見回す。シャルマがナッシルに何か小言を言っているようだ。必要な時以外決して働かないナッシルが渋しぶ々しぶと腰こしを上げている。

（やっぱりシャルマに乗組員になってほしいわ。もしそうなったら……あっ、そうだ！）

　ジャリスは思いついた考えを実行すべく、まずはナッシルに駆け寄った。




　ジャリスは、船室の扉とびらをそっと開けた。夜の甲板で見張りをしているはずのシャルマと話がしたかった。辺りを見回すと、船首の方でシャルマが佇たたずんでいる。声をかけようとしてふと目を瞬またたかせた。真夜中だというのに、シャルマの腕うでに鳩はとがとまっていた。

「シャルマ……？」

　声をかけると、シャルマがすっと振り向いた。その途と端たん腕にとまっていた鳩が飛び立つ。

「どうしたの？　今の鳩は何？」

「具合が悪かったみたいです。甲板に落ちてきて……。水をやったら元気になったようです」

　月明かりを受けて羽ばたく鳩は、もうどこも悪くないように思えた。ほっと胸をなで下ろす。

「そう、よかったわ。……ちょっと話があるんだけど、いい？」

「ええ、実は私も話が。明日、もう一度買い出しに行きましょう。足らない物があるんです」

　先日食料の補給をすませたばかりだ。わざわざまた買いに行かねばならないほど、大切な物なのだろうか。首を傾げていると、シャルマが薄うすく微笑ほほえんだ。

「あなたの話は何ですか？」

「あの、乗組員になる話なんだけど……どうしても嫌いや？」

　船の仕事をしてはくれるが、乗組員達とは一線を引いている。それがなぜなのか、理由を知りたかった。嫌ならばいつまでも引き留めておく訳にはいかない。これだけ頭が良ければ、もっともっと色んな未来が広がるはずだ。寂さびしいが出来る限りの事をして応おう援えんしたかった。

「嫌……ではありません。ただ……」

　シャルマがそっと目を伏せた。その仕草は何度も見ている。何か悩なやんでいるのは判っていた。そのまま無言で待ってみる。シャルマの本心が聞きたかった。

「ただ、私は今まで奴ど隷れいとして命じられる人生を送ってきました。二年前にあなたに自由を貰った。それからずっと〝自由〟とは何なのか考えています。自分で自分の事を決める自由。それがどういう物か判らなくて。乗組員に誘さそって貰えたのは嬉うれしいです。ですが命令されるのではなく、私の意志で決めていいとなると、どうするべきかと悩むんです」

　苦く笑しよう気味に話すシャルマに、胸が張り裂さけそうになる。冷静で完かん璧ぺきだと思えるシャルマも、未いまだ心に傷を抱かかえている。どうすればそれが取り除けるのか……。

「あのね、わたし思うんだけど、〝自由〟には悩みとか不安は必ずついてくるのよ」

　シャルマの瞳をじっと見つめた。瞳の奥が少しだけ揺ゆれているのが判る。

「あなたが悩むのは当たり前よ。わたしだって何かを決める自由はあるけど、いつも悩んでいるわ。本当にこれでいいのか、これで正しいのかって。何でもできるから自由、ってことじゃないと思うの。乗組員になるのが嫌じゃなければいいのよ。じっくり悩んで答えを出して。あっ、でももし乗組員になってくれたら、あなたが副船長だからね」

　微笑むと、シャルマが珍しくきょとんとした。目を瞬かせている彼に、肩を竦める。

「だってあのぐうたらナッシルを働かせて、貧びん乏ぼうな船を仕切れるのってあなたしかいないもの。本当なら前からいるナッシルが副船長なんだろうけど、でも彼もそれでいいって言ってるし」

　そっと近づいて、シャルマの手を取る。男性にしては細くて綺き麗れいな指だ。

「あなたの出す答えを待っているわ。できたら、わたしの願ねがいが叶かなえばいいとは思うけど」

　ぎゅっと両手で握にぎりしめる。冷たい美び貌ぼうとは裏腹に、温かな手だった。
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「シャルマ、足りない物って何？」

　翌日近くの島に船を向かわせたジャリスは、シャルマと一緒に買い物に出かけた。

　促うながされるままに歩いていたが、シャルマはどんどん港の奥に進んでいく。小さな島のせいか、港を過ぎると人ひと気けがなくなってしまう。こんな所に店があるのだろうかと、首を傾げた。

「この先の店にあるんです」

　シャルマがそっと手を引いてくれる。さりげない仕草に思わず顔が赤くなった。そのままついていくと、ふいにシャルマが立ち止まる。どうしたのかと問いかけようとして、はっとした。

　誰だれもいないはずの通りにふと人の気配を感じた。それも一人や二人ではない。慌あわてて辺りを見回すと、いつの間にか黒い服の男達が周りに現れた。

「何なのっ、あなた達！」

　あっという間に囲まれた。腰にさした剣けんを抜ぬこうとしたが、シャルマが手を放してくれない。慌てていると、聞き覚えのある甘い声が辺りに響ひびいた。

「ジャリス、大だい丈じよう夫ぶだ。俺が君に危害を加える訳がないだろう」

　建物の陰かげから男が一人姿を現した。無駄に色気がある顔を忘れられるはずがない。

「クアイ皇子！　どうしてここに……？」

　余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべたクアイが、肩を竦めた。

「君の事なら何でも知っている。俺にはいつでも情報を流してくれる味方がいるんだ」

　バサバサッと音がして、一羽わの鳩がクアイの腕にとまった。その鳩には見覚えがある。昨夜の甲板での事が頭に浮かんだ。まさか……と呟つぶやいて見上げると、シャルマが目を伏せていた。

「すいません、ジャリス」

「噓うそよっ。あなたが教えたの？」

　信じられなくて声を震ふるわせると、クアイがふっと笑みを浮かべた。

「教えただけじゃないさ。君が遠くに行かないよう足止めもしてくれた。実は君が王宮に捕とらわれていると根も葉もない噂うわさが立ってな。元奴隷達が騒さわぎ出したんだ。面めん倒どうな騒ぎは起こしたくなかった。それで一度君を逃がす振りをしたらどうかとシャルマに言われて、薬を飲んだ振りをしたんだ。そして君は俺達の予想通り、助けてくれたシャルマを乗せて出航した。この一ひと月つきの間に結けつ婚こん式しきの準備は完璧に調ととのったぞ、ジャリス」

　こちらに近づいたクアイが、手を繫つないでいるシャルマとジャリスを見て、眉まゆ根ねを寄せる。

「さっさと手を放せ。俺の花はな嫁よめだ」

　シャルマが目を伏ふせたまま、そっとジャリスの手を放す。その手を摑つかんだのはクアイだ。

「シャルマ！　どうして？」

　思わず叫さけぶと、俯うつむき加か減げんのままシャルマがそっと口を開いた。

「私とクアイ皇子には、ある共通の願いがあります。あなたを……危険な目にあわせたくないんです。海かい賊ぞくになるのは並大抵な事ではありません。旅を続ければきっと苦しくて辛つらい目にあう。それは絶対に嫌なんです。クアイ皇子の花嫁になれば、妃として何不自由なく暮らせます。アラバーナ大陸の誰よりも、あなたには幸せになって欲しい……！」

　はっきりと言い切って、こちらをじっと見つめる。その瞳ひとみに迷いはなかった。

「幸せって何？　わたしの幸せが王宮でのんびり暮らす事だとでも言うの？」

　唇くちびるがわなわなと震えた。クアイに強引に手を引っぱられたが、シャルマから視線を外さなかった。一いつ瞬しゆん身体からだを震わせたシャルマに、なおも言い募つのる。

「どうしてわたしの幸せを勝手に決めるの？　昨日も言ったけど自由には悩みや不安がついてまわるわ。それに危険もね。でもわたしは辛くても苦しくても危険でも、自由でいたいの！」

　クアイに軽々と身体を抱え上げられる。だが話すのは止やめなかった。自分の意志を伝えたい。

「シャルマ！　自分の幸せは自分で決めるわ。それが自由よ。王宮にわたしの幸せはない！」

　もがいたが、抱え上げられたまま連れて行かれてしまう。必死で顔を向けると、シャルマが目を見開いたまま、立ちつくしていた。
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　見た事もない程ほど大きな船には、タバラン国の旗が翻ひるがえっていた。甲かん板ぱんの中心には、祭さい壇だんが設けられている。祭壇の近くにいたジャリスは、逃げだそうと隙すきを窺うかがっていた。身につけた白いクマーシュと金こん剛ごう石せきを縫ぬいこんだ飾かざり帯。首くび飾かざりは真しん珠じゆに緋ひ石せきだ。さすが金持ち国だけはある。

　何しろ今から行われるのは、その金持ち国の皇子の結婚式なのだから。

「ジャリス、本当に美しい。真珠の白さも、君の白い肌はだの輝かがやきには負けるな。君に会えたらすぐに結婚式をあげられるよう、船上に用意しておいた。これもシャルマのおかげだな」

　クアイの一言で、更さらに気分が落ち込んだ。船に連れてこられてすぐに着き替がえさせられた。そのまま甲板に上がったら、もう結婚式だという。あまりの早はや業わざに逃げる隙もない。

「クアイ皇子、結けつ婚こんはできません。いい加減諦あきらめて下さい」

「ん？　そうか、こんな小さな結婚式では不満か？　判わかっているさ。エオージュに戻もどったらもう一度盛大な結婚式をあげよう。だが今はこれで我が慢まんしてくれ。君と結婚したという証あかしが欲しいんだ。そうじゃないとまた君がどこかに行ってしまうんじゃないかと思って、夜も眠ねむれない」

　どうしてこんなにぺらぺらと喋しやべれるのだろう。呆あきれるを通とおり越こして感心すらしてしまう。

「それに、結婚式をやめたりすれば、バルク号がどうなるかは判っているだろう？　君を危険な旅に向かわせるのがあの船なら、俺は愛の為ために粉々に壊こわすぐらいの事はするだろう」

　思わず唇を嚙かみしめた。バルク号は既すでに兵士達に押さえられたらしい。何も知らずジャリスの逃とう亡ぼうに手を貸したリクを、皇子への反逆の罪で捕らえる事もできると言われては逆らえない。

　周りにいた兵士達が一いつ斉せいに拍はく手しゆした。祭壇に進み出たのは、白いひげを蓄たくわえ、同じく白いクマーシュに身を包んだ神官だ。祭壇に立って、手に持った錫しやく杖じようを打ち鳴らした。

（ひぃぃぃぃ！　まずいっ、神官が出てきた。や、やっぱり逃にげないとっ）

　内心叫んで真っ青になる。いくら強要されたとはいえ、愛を誓ちかってしまえばもう言い訳できない。あたふたしていると、神官がゆっくりとこちらに近寄る。しわがれた声が響いた。

「結婚式を始める前に、お二人の手を」

　タバラン国では結婚式の前に、神官と花はな婿むこと花嫁が輪になって手を繫ぎ、神へ祈いのりを捧ささげる事になっているという。先程その段取りは聞かされていた。

　クアイが神官が差しだした手を握る。そしてもう片方の手でジャリスの左手をさっと握った。

　抗あらがおうとしたが、右手を神官に摑まれてしまう。その途と端たんふと何かに気づいた。じっと神官の手を見てみる。袖そででよく見えないが、皺しわの寄った顔とは反対に、細くて綺麗な指だった。

（あれ？　この手って……んっ？）

　神官が握っている手から、何かごろごろした固まりを感じた。この感かん触しよくにも覚えがある。そっと見上げると、目を瞑つぶった神官が祈りを唱え始めていた。

　ジャリスは同じように目を閉じる。これから先どうするかは、言われなくても判っていた。




　神官の祈りが終わり、甲板に敷しかれた絨じゆう毯たんに座っていたジャリスに、クアイが声をかけた。

「さあ、いよいよ結婚式の本番だ。異国のように口付けをしてみるのもいいかもしれないな」

　片目を瞑ったクアイは上じよう機き嫌げんだ。ジャリスはすっと立ち上がり、大きく息を吸いこんだ。

「何度も何度も言ってますけど、あなたと結婚はできませんっ。いい加減に嫌いやだって判って！」

　出来る限り大声を出した。クアイも兵士達も目を丸くしている。

「な、何を言ってるんだ。ジャリス。判ったぞ。君は俺の為を思って……」

「だからっ、それは妄もう想そうだって言ったでしょーっ」

　啞あ然ぜんとしているクアイの隙をついて走り出す。港に降りる階段は兵士達にふさがれている。そちらには目もくれず、まっすぐ船首へと向かった。

　細い舳へ先さきに立つと、クアイがさっと顔色を変えた。下は海とはいえ、かなりの高さだ。落ちればただではすまないだろう。

「ジャ、ジャリス、危ないだろう。こっちにおいで。どこにも逃げ場はないぞ」

　手を差しだしたクアイに、大きく首を振ふる。そして先程神官から渡わたされた物を取り出した。

「それ以上近寄ったら、海に飛びこむわよ！　それに逃げ場はあるわっ。ルーク！　来てっ」

　手にしている小さな鳥笛を見て、クアイが目を見開いた。鳥笛を口にくわえて思いっきり吹ふく。人間には聞こえないだろう。だが大空にいる仲間には聞こえるはずだ。

「な、何だ、あれは！」

　頭上でばさばさと羽ばたく音がして、兵士達が悲鳴を上げた。見上げると巨きよ大だいな怪かい鳥ちようルークが船の上を旋せん回かいしていた。そのままルークが急降下してくる。足に結びつけられた縄なわに素す早ばやく摑つかまった。ふわりと身体が浮いて、空へと飛び立つ。

　船の上を旋回しながら見下ろすと、兵士達がばたばたと走り回っている。祭壇に立った神官が、錫杖をガチャン！　と鳴らした。甲板に響き渡った音に、兵士達の動きが一瞬止まる。

「クアイ皇子、この事は海賊同盟を通じて、正式にタバラン国の国王スルタンに抗こう議ぎさせて頂きます」

　先程のしわがれた声とはまったく違ちがう、凜りんとした声が空にいても聞こえてきた。

「そ、その声はっ！」

　クアイが目を剝むくと、神官が着ていたクマーシュと、顔を覆おおっていたひげを取り去った。

　現れたのは、老人ではなく青年だ。身につけているのは白い船服。彼が自ら用意して、そして決して袖を通さなかったバルク号乗組員の証だ。片かた眼鏡めがねをかけたシャルマがほくそ笑んだ。

「シャルマ！　貴様、裏切ったのか！」

「裏切るなんて人聞きの悪い。私はあなたと目的が同じだったから協力していただけです。あなたに忠誠を誓ったつもりはありません。……いいですか、クアイ皇子。ジャリスは国王からこの国の旗を貰もらっています。彼女の行動を制限できるのは、この国では国王だけです。ジャリスを捕らえたと知られれば、処しよ罰ばつを受けるのはあなたの方ですよ」

「だ、だが、お前だって俺に協力して……」

「しましたが、ジャリスをこうして助けました。私が改心したとバルク号のみんなは証言してくれます。バルク号には海賊同盟の盟主の弟、ナッシルが乗っています。しかも彼は海賊同盟の名めい誉よ医師です。彼と誘ゆう拐かい犯のあなたと、どちらの言い分が正しいと思われるでしょうね」

　怒いかりで顔を染めたクアイに、シャルマが辺りが凍こおるほどの冷たい視線を送る。

「バルク号の見張りをすぐに止めさせて下さい。そしてこのまま私達を追わないと誓えば、今回の事は水に流しましょう。どちらが得かは判っているはず。その妄想で一いつ杯ぱいの頭でもね」

　わなわなと怒りに震ふるえているクアイだが、それ以上は何も言えないようだ。

　シャルマが睨にらむと、港に降りる階段を見張っていた兵士達がびくりとしてすぐさま退いた。颯さつ爽そうと船を後にするシャルマに向かってクアイが叫ぶ。

「おのれーっ、いいか、シャルマ！　今回は引いてやる。だが、次にジャリスと会った時こそ、必ず俺の花嫁にしてみせるぞ！」

　天まで轟とどろく怒ど声せいを物ともせず、シャルマが薄うすく微笑ほほえむ。ジャリスはほっと胸をなで下ろして、手の中にある紙に目を移した。先程神官に化けたシャルマが鳥笛と一いつ緒しよに渡したのだ。風の強い上空で、吹き飛ばされないように注意しながら小さな紙を開いた。

〝クアイ皇子が諦めなかった場合を考えて、あなたはそのまま飛んで逃げて下さい。マハル王国にあるプサディという離り島とうで合流しましょう。くれぐれも気をつけて。副船長より〟

　自然と笑えみがこぼれた。胸が一杯で息苦しいほどだ。嬉うれし涙なみだまで溢あふれてくる。

　新たな仲間は、きっと誰だれよりも頼たよりになるだろう。〝副船長より〟と書かれた紙を握にぎりしめ、ジャリスはルークに頼たのんで南の方角へと向かった。
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「……私はあなた達に噓うそをついていました。申し訳ありません」

　シャルマは深々と頭を下げた。見張りがいなくなったバルク号を出航させ、すべての事情を乗組員達に包つつみ隠かくさず話した所だった。黙だまって聞いていたリクが、唇くちびるを嚙みしめた。

「シャルマ、クアイ皇子に逆らうと、みんなが嫌な目にあうかもしれないって心配してただろ。俺達のせいでクアイ皇子の言う事聞いたのか？」

「あれはあなたを納なつ得とくさせる方便です。クアイ皇子はそんな公私混同はしませんよ。あの人はああ見えてとても律りち儀ぎです。死んでも誰かに八つ当たりなんてしません」

　クアイはジャリスの為なら何でもするが、皇子としての自覚は十分持っている。ジャリスと結婚したいが、海かい賊ぞく同盟ともめるのは困る。それが彼の本音だ。だからこそ同盟に知られる前に神の前で結婚を誓おうとした。先程クアイの前で海賊同盟の名前を出したのは計算ずくだ。自分の立場を思い出させる為だったが、うまくいったらしい。クアイは追いかけて来なかった。

「じゃあ、どうしてそんな噓ついたんだよ！」

　リクの拳こぶしが震えていた。信じてついてきてくれたのに、裏切ってしまった。怒りは当然だ。

「ジャリスに幸せになって欲しかったんです。クアイ皇子は地位も名誉もお金もある。彼と結婚すれば、アラバーナ大陸で一番幸せな女性になれる。それが私の望みでした。だから彼の気持ちを利用したんです。……でも間ま違ちがいでした。何が幸せかは人それぞれだというのが判わかっていなかった。そして一番の間違いは、彼女の夢を叶かなえたいと思う気持ちを押し殺した事です」

　その間違いに気づいて、ジャリスが連れ去られてすぐにバルク号に戻った。見張りの兵士達に見つからないようこっそり鳥笛を持ち出し、リク達には後で事情を話すから、大人しく待っていてくれと頼んで。

　帆ほ柱ばしらにもたれて酒を飲んでいたナッシルが、ゆっくりと微笑んだ。

「お前は長い間、自分を押し殺す事が当然の世界で生きてきた。間違ったとしても、それに気づけたなら一歩前進できる。ゆっくり進めばいいさ、俺達の旅は始まったばかりなんだから」

　ふっと心が軽くなった。やはりただの酔よっぱらいではないようだ。たまには良い事も言う。

「虫のいい話だとは思いますが、ジャリスの夢を叶える手助けがしたいんです。それが私の意志だと気づきました。そしてきっとそれを選べる事が〝自由〟なんだと。……ジャリスを裏切ってクアイ皇子と連れん絡らくを取っていたのは謝ります。ジャリスは副船長にと言ってくれましたが、私にその資格はありません。下働きでも何でもいいです。この船で一緒に旅をさせて下さい」

　再び頭を下げた。奴ど隷れいだった時は、心から謝った事なんてなかった。それでも今は違う。

「お前が副船長だよ、俺は金の計算なんてごめんだね」

　ナッシルがぐびりと酒を飲み干して肩かたを竦すくめる。リクが鋭するどい視線のまま、大きく息をついた。

「俺はシャルマを信じたい。だって自由になれたのは、ジャリスと一緒に頑がん張ばってくれたシャルマのおかげだ。だから誓ってくれよ。俺達を……ううん、ジャリスを二度と裏切らないって」

　まっすぐに向けられた視線は相変わらず眩まぶしいが、もう目は逸そらさなかった。

「誓いますよ、リク。ジャリスと行動をともにし、この命をかけて彼女の夢を叶える手助けをします。二度と裏切ったりしません」

　噓うそ偽いつわりない気持ちをはっきり伝えると、リクがやっと笑顔を見せた。ほっとしていると、ナッシルがゆっくりと立ち上がる。

「さあて、副船長。これからどうする？　船長がいない時は、お前が代わりを務めるんだぞ」

　思わず苦く笑しようする。副船長と呼ばれるのは、何だか気き恥はずかしかった。

「では、マハル王国プサディの離島へ。ジャリスを迎むかえに行きましょう」

　新たな旅立ちに心が高こう揚ようした。自分の意志で選んだ道は果たして正しいのか？　きっとジャリスが苦しむたび、心の中で問い続けるだろう。それでも後こう悔かいはなかった。

　彼女が危険な目にあうなら、この手で守ればいい。誓ちかい通り、この命をかけてでも。

　決意して南の空を見上げると、黒い雲が広がり始めていた。かすかに稲いな光びかりも見える。

「嵐あらしの予感がしますね」

　まるでこれからの旅を暗示しているようだ。慣れた故郷から見知らぬ大おお海うな原ばらへ旅立つ。何が待ち受けているのか想像もできない。もちろん不安はある。それでも前に進もうと決めていた。

　ずっと憧あこがれていた自由への扉とびらは、やっと開いたばかりなのだから。

























　それはマハル王国を出発して、すぐの事だった。

　バルク号の乗組員になったばかりのコダートは、船の見張りを交代し、夜の静かな船内を自室へと戻もどっていた。歩きながら船服の襟えり元もとを直し一つ息を吐はく。

（どうも落ち着かないな……）

　乗組員の証あかしである白い船服。綿でできた布地は、軽くて動きやすく着き心ごこ地ちもいい。だが長年黒い服ばかり着ていたせいか、なかなかなじめないでいた。

　再び小さなため息をついた時、ふと妙みような臭においが台所から漂ただよっているのに気付く。

（臭いな。何だ、この臭におい？　それにこの音……）

　耳をすますと、ゴーリゴーリという音がかすかに聞こえた。何事かと、扉の隙すき間まから台所を覗のぞいてみる。大おお柄がらな背中は、船医のナッシルのようだ。こちらに背を向けているので、何をしているのかは判らないが、妙な音は彼の手元から聞こえていた。

「ふっふっふっ、さすが貿易の都、マハル王国。色々といいブツが手に入ったぜ」

　薄うす暗ぐらい台所に不気味な含ふくみ笑いが響ひびいた。普ふ段だんの吞のん気きなナッシルからは想像も出来ない姿だ。

「おっと、逃にげるなよ。お前は高かったんだからな」

「グギャッギャギャー！」

　ナッシルが空中で何かを摑つかむと、耳をつんざくような鳴き声が辺りに響く。

（な、何だ、今の嗄しわがれた鳴き声。一体ナッシルは何をやってるんだ……？）

　目を凝こらすと、背を向けたままナッシルが右手を高く上げた。その手が振ふり下ろされると同時に、彼の正面から黒い煙けむりが一気に立ちのぼる。

「うっ……！」

「誰だ！」

　更さらに強きよう烈れつになった臭いに耐たえられずうめき声を上げると、ナッシルが凄すごい勢いで振り向むく。コダートの直感が、見つかってはならないと警告した。慌あわてて扉の陰かげに身を隠す。

（み、見なかった事にしよう！）

　いいようのない不安にかられたコダートは、気配を消したまま自室へと足早に戻っていった。
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「ジャリス、同盟支部から調査依い頼らい書しよを貰もらってきました」

　朝の日差しを浴びながら、バルク号の船長、ジャリス・シンリクットは甲かん板ぱんで舵かじを握っていた。声をかけたのは、片かた眼鏡めがねをかけた冷たい美び貌ぼうの副船長、シャルマだ。

「調査って……見習いでも受けられる海賊同盟の仕事よね？」

　海やアラバーナ大陸を守護する海賊同盟。その同盟の見習いであるジャリスは、正式な海賊になる為ために旅をしていた。

「ええ、旗の枚数に応じた調査依い頼らいを受けられるんです。マハル王国で二枚目の旗が手に入ると判っていれば、二段階の依頼を受けたんですが……。取りあえず、今回はまだ一段階の依頼です。でもその分簡単ですよ」

　珍めずらしく上じよう機き嫌げんなシャルマに、思わず口を尖とがらせる。

「ええー、でもわたし、次はネイレス国に行ってみようと……」

「何を言ってるんですか。稼かせげる時に稼ぐ。これは基本です。大体航行資金が足りなくなったのは、あなたが記き憶おくをなくして合流予定だったプサディの離り島とうに現れなかったせいですよ。バルク号の居場所が判らないのかと思って、派手に行動してわざと噂うわさを立てたんです。そのせいでかなり航行資金を使い込みました。それなのに……」

「ごめんなさい。わたしが悪かったです」

　小言を最後まで聞く前に、神しん妙みような顔で素す直なおに謝った。シャルマが小さく息をつく。

「判って頂けたらいいんです。依頼は早い者勝ちですから、できるだけ調査料が高額な物を申し込んできました。はい、これが依頼書です」

　渋しぶ々しぶと書類を受け取り、内容に目を通す。だがすぐに眉まゆ根ねを寄せた。

「何、この『東にある無人島で怪かい物ぶつを見た』って……」

「正しくは『巨きよ大だいな生き物を見た』です。先日同盟が捕つかまえた海うみ蜥蜴とかげの一人が、偶ぐう然ぜん立ち寄った島で巨大な何かに襲おそわれたとか。ですがかなり酔っていたらしく、証言も曖あい昧まいなんです。念ねんの為、島を調査するようにと依頼されました。まあ、どうせ何かの見み間ま違ちがいでしょうけどね」

　現実主義者のシャルマは、端はなからこの話を信じてはいないようだ。確かに海を横行する海蜥蜴の証言が、信用に値あたいするかどうかは疑問だ。ジャリスも実際に魔物ジンを見た事があるし、水差しの精霊ジヤーンであるアブウを仲間にしているのだから、不思議な存在すべてを否定はしない。

　しかし依頼書に書かれた恐おそろしい怪物とやらは、さすがに信じがたかった。

「見習いが受けられるのは簡単な依頼だけだからって、もう少しましなのはなかったの？」

「お金を貰う以上、これも立派な依頼です。あなたがネイレス国に行きたいというから、わざわざその近場の依頼を探してきたんですよ。さっさと調べて調査料を貰いましょう」

　各国の国王スルタンから海かい賊ぞくとして認められれば、その証として旗が貰える。旗が増えれば、依頼も高度になっていくという。だが今の自分達が貰える仕事は、これが精せい一いつ杯ぱいだろう。

（仕方ないなぁ。でもシャルマの言う通りこれも立派な依頼よね。旗を一枚も持ってなかったら、依頼を受ける事すらできないんだし……。よーし、頑張ろう！）

　ジャリスは真っ青な海を見つめて、拳こぶしを握にぎりしめていた。
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　甲板に出たコダートは、照りつける太陽に寝ね不ぶ足そくの目を瞬またたかせた。甲板では、乗組員の少年リクが、帆ほを張る準備をしている。

「おはよう、リク。俺も手伝うよ」

　機き敏びんに立ち働くリクは、数人必要な帆を張る作業を一人でこなしている。小さな身体からだからは考えられないような怪かい力りきがあればこそだ。それでも一人では大変だろうと、リクが引っぱっている縄なわに触ふれようとした。

「い、いいよ！」

　だがリクは慌てて、コダートの手を避さけるように縄を動かした。思わず呆ぼう然ぜんとすると、はっとしたリクが、もごもごと口を動かした。

「あ、ご、ごめん……、でも俺一人の方が早いからさ」

　顔をそらしたリクが、手早く縄を結んで固定し、帆ほ柱ばしらの方に駆かけていく。

（変だな。よそよそしい気がするぞ。出航する前はそんな事なかったのに……）

　首を傾かしげていると、舵を握っていたジャリスが声をかけた。

「おはよう、コダート。あのね、同盟の依頼で無人島を調査する事になったの」

　同盟支部から受けたという依頼を、ジャリスが説明してくれる。どうやら妙な依頼のようだ。さすがに眉根を寄せてしまう。

「本当に怪物なんているのか？……まあいい。それより聞きたい事があるんだ。実は昨日……」

　うさんくさい依頼や態度のおかしいリクよりも、今一番気になっているのは、昨夜の奇き妙みような出来事だ。あれが何だったのか気になって夜も眠ねむれなかった。

「……という訳だ。朝起きたらいつものナッシルだったんだが、何をしてたのか結局聞けなくて。ナッシルは台所で何をやってたんだ……って、なんだよ。その恐きよう怖ふにおののいた顔は！」

　話を聞いたジャリスが、息を吞のんで顔を強こわばらせていた。心なしか震ふるえているようだ。問いつめると、はっとした表情になって慌てて視線をそらした。

「な、何でもない！　えっと……そうだっ。海図を調べないと。シャルマ、舵を代わって……」

　だがジャリスが言い終わる前に、近くにいたシャルマが突とつ然ぜんきびすを返した。

「そういえば、私は食料の点検がありました。リク、見張りは頼たのみましたよ」

「お、おう、任せといて」

　顔を引きつらせたリクが、凄い勢いで見張り台に登っていく。さあっと潮が引くように去っていった乗組員達の行動が、どうにも怪あやしく感じられた。

　舵を握っていて動けないジャリスを、じとっと見つめる。

「どういう事だ？　何か知ってるんだろ」

「な、何にも知らない！　きっと大した事じゃないわよ。気にしない方がいいわ。……それに世の中には、知らない方が幸せだって事も……」

　それ以上ジャリスは決して口を開こうとしなかった。明らかに何かを知っているような乗組員達に、コダートは余計不信感を募つのらせていた。
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　マハル王国を旅立ってから十日。ジャリス達は支部から貰った海図を頼たよりに、海に浮うかんだ小さな島を見つけだした。舳へ先さきに立って島を見つめると、足あし跡あと一つない真っ白な砂すな浜はまが窺うかがえた。

「あの島かしら。東の無人島って」

「ああ、そうだろうな。だがこれ以上は船で行けないぞ。浅あさ瀬せに囲まれてる」

　舵を握っているのはコダートだ。元は商船の船長だっただけあって、船の操作は見事だった。

「小こ舟ぶねを降ろして上陸しましょう。えっと……コダートとリク。一いつ緒しよに来て」

　声を上げると、シャルマがはっとしたように口を開きかけた。だが言いたいことは察しがついている。ジャリスはにっこりと微笑ほほえんだ。

「大だい丈じよう夫ぶよ、シャルマはナッシルと留守番してて」

　浅瀬に囲まれた島は大した広さではないようだ。三人いれば十分探たん索さくできるだろう。

　それよりも、この辺りに出しゆつ没ぼつするという海蜥蜴の方が心配だ。もし襲われでもしたら、ナッシル一人では船を動かす事も出来ない。それに一つ、気になっている事があった。

（コダートは何も言わないけど、リクとあんまりうまくいってないみたい。一緒に行動すれば、少しは親しくなれるかも）

　出航してから、コダートとリクがなぜかぎくしゃくとしているのに気付いていた。今の所表立った問題はないが、放ほうっておく訳にはいかない。シャルマが渋々と頷うなずいた。

「……判わかりました。ですが、くれぐれも用心してくださいね。怪物など根も葉もない噂だとは思いますが、万一という事もあります。少しでも危険を感じたらすぐに戻もどってください」

「平気平気。アブウも連れて行くし」

「あんな精霊ジヤーンが何かの役にたつとでも？」

　シャルマの冷たい一言に、ジャリスの腰こしにぶら下げた水差しがぶるっと震えた。そして煙とともに、銀色の髪かみと瞳ひとみを持つアブウが現れる。

「失礼な！　アブウはお役に立ちますよぅ。ご主人様の為ならたとえ火の中水の中！」

　胸を反らしたアブウに、冷たい視線が降りそそぐ。

「水差しの精霊なのに、飲み水すら出せないくせに」

　片かた眼鏡めがねを押し上げたシャルマが冷たく呟つぶやく。ナッシルが呆あきれたように頷いた。

「ああ、アブウの水差しから出る液体は、酒も水も塩しお辛からくて飲めたもんじゃねぇ」

「そ、それは水差しが長い間、海の中に沈しずめられていた事があったからで……」

　必死で言いつくろおうとしているアブウに、乗組員達がため息をつく。思わず一緒にため息をつきかけたが、慌あわてて気を取り直した。

「と、とにかく、島に上陸するわよ、みんな準備して」

　アブウがいつも一いつ生しよう懸けん命めいなのは判っている。これ以上責められるのは可か哀わい想そうだった。

　小さな島を見つめると、白い砂浜の奥に鬱うつ蒼そうとした森がある。冒ぼう険けんするにはぴったりで、心が弾はずむのを感じていた。




　ジャリス達は、ひんやりと涼すずしい森の中をひたすら歩いていた。島に到とう着ちやくしてどれだけたっただろう。無人島というだけあって、人っ子一人いないし、案の定怪物の姿もなかった。

「何もいないじゃない。期待してたのに」

　口を尖とがらせると、コダートが呆れた声を出す。

「何にもないに越こした事ないだろ。大体本当に怪物がいるなら、同盟だって見習いに様子を見に来させたりするもんか」

　コダートの言う事も尤もつともだ。所しよ詮せん自分達が受けられる依い頼らいはこの程度だろう。

　仕方なく黙だまって歩き続けていると、辺りが急に静かになる。コダートとリクが一言も喋しやべらないからだ。お互たがい何か話そうとするそぶりはみせるが、うまく会話がかみ合わない。

　結局二人とも黙り込んでしまっていた。

（うっ、沈ちん黙もくって気まずい……）

「ねえ、リク。コダートはマハル王国の王室御ご用よう達たし商人だったの。屋や敷しきとか凄すごかったんだから」

　とにかくお互いを知るのが先決だろう。少し遅おくれてついてくるリクに、話しかけてみる。

「……知ってる。金持ちなんだろ」

　いつもならジャリスが何か言うと、リクはにこにこと返事してくれる。だが今は仏ぶつ頂ちよう面づらで、気のせいか先さき程ほどより機き嫌げんも悪くなったようだ。その理由がいくら考えても判らない。

　リクはぶっきらぼうではあるが、誰だれとでも素す直なおに話せてしまう得な性格をしている。それなのに、コダートにだけはなぜかよそよそしいのだ。

　ふいに立ち止まったリクが、近くにあった大きな木を見上げ、身軽に登り始めた。

「高い所から周りを見てみる。休んでろよ、ジャリス。疲つかれただろ」

　ジャリスを気き遣づかってくれるのは、いつもの元気で優やさしいリクだった。

（何でかな……。リクは人見知りでもないし。でもさっきわたしが話しかけた時、機嫌が悪くなったわ。何かまずい事言ったかなぁ……あれ、もしかして）

　先程の自分の言葉を思い出して、ふとある事に気付いた。ちょうどその時、木に登って辺りを見回していたリクが声を上げる。

「ジャリス！　向こうに船が見えるっ」

　リクが指したのは、バルク号が停てい泊はくしている浅瀬とは反対側だ。慌ててそちらを見てみるが、ここからでは木々が邪じや魔まして何も見えない。

　リクの機嫌が悪い原因がやっと判わかりかけていた。だがそれが当たっているとすれば、なかなかやっかいな問題のようだ。まずは調査を終わらせた方がいいだろう。

　ジャリスは、リクが指さす方向へと足を向けた。




「商船みたいだな。多分水か食料を探しにでも立ちよったんだろ」

　コダートの言葉にジャリスは頷いた。リクに案内され、砂浜へと辿たどり着いたジャリス達は、浅瀬の向こうにバルク号よりも大きな船が停泊しているのを見つけた。

　波打ち際ぎわには、恐おそらく彼らが乗ってきたのだろう、小舟が泊とめてある。

「うわぁぁぁぁ！」

　小舟に近づこうとすると、背後にある森から天まで轟とどろくような絶ぜつ叫きようが響ひびいた。慌てて振ふり向むくと、数人の男達が恐ろしげな形相を浮かべ、森の中から走ってくる所だった。

「な、何なのよ。どうしたのっ」

　声をかけようとしたが、男達は全速力でジャリスの横を駆け抜ぬけようとする。コダートが男達の一人を素す早ばやく捕つかまえた。じたばたと逃にげようとする男を軽々と押さえ込む。

「どうしたんだ？　何があった」

「怪かい物ぶつだっ。早く逃げないと殺される！」

「怪物？　どんなっ」

　慌てて問いただすと、男がぶるぶると全身を震ふるわせた。

「お、恐ろしい怪物だっ。とにかくでかいんだ。それにあの光る六つの目……。あ、待てよっ」

　仲間達が逃げるために小舟を動かし始めたのを見て、男が更さらに強い力で暴れ始める。

「その怪物はどこにいたの？」

「ここから西に行った洞どう窟くつの辺りだよっ。もういいだろ。置いて行かれちまう！」

　泣なき叫さけぶ男の身体からだをコダートがさっと放した。男は小舟まで一目散に逃げていく。

　ジャリス達は、あっという間に去っていった男達を呆ぼう然ぜんと見送っていた。
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「ジャリス。一度戻った方がいい。もしこの島に何かがいるなら、同盟にも報告しないと……」

　コダートは、森の中を足取り軽く歩いているジャリスに声をかける。彼女が探しているのは、男達が言っていた西の洞窟だ。

「大丈夫よ。あの人達はきっと何か違ちがう動物を見み間ま違ちがえたのよ。それを調べる為ためにわざわざ来たんでしょ。それに……」

　振り向いたジャリスの目が、期待に満ちて輝かがやいているのは気のせいだと思いたい。だがそんな気持ちに気づかないのか、ジャリスの声が一段階あがった。

「もしいるなら見てみたくない？　どんな怪物なのか！」

「すっげぇ見たいっ」

　力ちから一いつ杯ぱい賛同したのは、同じく満面に笑えみを浮うかべているリクだ。

（普ふ通つう怪かい物ぶつがいるって聞いたら、怖こわがるとか逃げるとかするだろ。どうして喜ぶんだ……）

　頰ほおを引きつらせたが、ジャリス達は気づかないようだ。ずんずん森の中を歩いていく。自分だけ戻る訳にもいかず、渋しぶ々しぶと二人に続いた。

　やがて山やま肌はだがむき出しの切り立った崖がけにぶつかった。登るには危険なその崖を、迂う回かいするように進んでいく。するとそこに、ぱっくりと口を開けた小さな洞窟があるのを発見した。

　洞窟は、長身のコダートが屈かがまなければ入れない程小さい。入り口に立って、ジャリス達と暗い洞窟の中をのぞき込んでみる。

「さっきの人達が言ってたのは、きっとこれね……。中はどうなってるのかしら」

　真まっ暗くら闇やみのその奥がどうなっているのか、入り口からは判らない。何の気配もなく、不気味な程に静かだった。辺りにはかび臭くささが漂ただよっている。

　様子を窺うかがいながら、ジャリスが洞窟の中に足を踏ふみ入れる。辺りを警けい戒かいしつつ続こうとしたが、入り口に入った途と端たん、奇き妙みような感覚に襲おそわれた。

「うっ……！　ちょ、ちょっと待ってくれ、ジャリス。身体が……」

　思わず蹲うずくまって声を上げる。ジャリスが振り向いて慌てて駆かけ寄った。

「どうしたの、コダート。それにリクも」

　隣となりを見ると、先程までの元気はどこへやら、青ざめた顔でリクがへたりこんでいる。そして初めて聞くような弱々しい声を上げた。

「ジャリス、俺、何だか気分悪いよ……」

「俺もだ。身体がしびれて吐はき気けがする」

　口元に手を当てると、ジャリスの腰こしの水差しからアブウが姿を現した。

「ご、ご主人様……。何だかここは気持ち悪いですぅ。もう帰りましょう」

　真っ青な顔のアブウが、ふらふらと宙に浮かんだ。ジャリスが目を瞬またたかせる。

「どういう事なの？　わたしは何ともないのに」

「お前が鈍にぶいんじゃないか？　とにかく身体の調子がおかしいんだ。外に出よう」

　身体が段々と重くなっていく。何が原因かは判らないが、このままだと動けなくなるだろう。

　何とか起きあがってジャリス達と一いつ緒しよに外に出ると、いくらか気分がよくなった。だが身体にはまだしびれたような感覚が残っている。

　リクもアブウも、ぐったりとして荒あらい息をしながら、地面に膝ひざをついていた。

「みんな、大だい丈じよう夫ぶ？　早く帰ってナッシルに診みて貰もらいましょう」

「「絶対に嫌いやだっ」」

　リクと初めて意見があった。二人同時に絶叫してしまう。

　そこへ突とつ然ぜん、ゴゴゴォォと地面を揺ゆるがす程の地じ響ひびきが鳴り響いた。驚おどろいて立ち上がると、辺りを見回していたジャリスが、珍めずらしく弱々しい声を上げる。

「コ、コダート。アジ・ダハーカって知ってる……？」

「ああ、おとぎ話に出てくる三つの頭を持つ竜りゆうだろ。千の魔ま法ほうを操あやつるとかいう……それがどうかしたのか？」

　何を言いだしたのかと、不思議に思って問い返す。ジャリスが顔を引きつらせながら、頭上を指さした。その瞬しゆん間かん急に太陽が翳かげった。何事かと驚いて、彼女が指す方を見上げる。

「噓うそだろう……そんなはずない」

　顔を引きつらせて呆然と呟つぶやく。そこにはあり得ない光景が広がっていた。

　いつのまに現れたのか、木々の上には巨きよ大だいな三つの頭が太陽を遮さえぎるようにして、ゆらゆらと揺れていた。そこに光る六つの目がこちらを睨にらみつけている。頭上に現れた巨大な生き物は、三本の長い首も、黒い翼つばさの生えたずんぐりとした胴どう体たいも、人間など簡単に踏みつぶせるだろう太い四し肢しも、語かたり部べ達が話す伝説の竜、アジ・ダハーカとまったく同じだった。

「逃げるわよーっ」

　ジャリスの声が響きわたる。コダートの十倍はあるアジ・ダハーカ。戦うなど到とう底てい無理だ。ジャリスに続いて、逃げる為に走り出す。

　やはりどんな事をしてでも、彼女を止めるべきだったと後こう悔かいしながら。
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「みんな急いで！　早くっ」

　叫んだジャリスは、張りだした木の根に転ばないように注意しながら、全速力で森の中を走っていた。前を走っているのはリクだ。その目の良さと身軽さで、ジャリス達が逃げやすいように先導してくれていた。

「ジャリスッ、アブウが！」

　コダートの声に慌あわててふり向く。彼の後ろには、調子が悪くて逃げ遅おくれたのか、アブウが倒たおれていた。そしてアブウのすぐ近くには、アジ・ダハーカの右首が迫せまっている。

「ご主人様……た、助けてぇぇぇ」

　弱々しいアブウの声に、慌てて戻もどろうとした。だがアジ・ダハーカの左首が目の前に現れる。

「ジャリス、駄だ目めだっ。逃げろ！」

「アブウを置いては行けないわっ」

　叫んで腰の剣けんを抜く。大きく振りかぶると、目前に迫った左首の鼻先を切り裂さいた。

「ウーッ」

　うめき声を上げたアジ・ダハーカは三つの頭を動かして苦しみ始める。傷口はぱっくりと開いているが、不思議な事に血は流れていなかった。

「ジャリスッ、ここは俺に任せてアブウを助けろ！」

　コダートがジャリスに近づき剣を構える。素早く礼を言い、アブウに走り寄ろうとした。しかしアジ・ダハーカは今度は右首を動かし、凄すごい勢いでこちらに近づき牙きばを剝むいた。

「ウギャァァァァ！」

　だがのたうち回って悲鳴を上げたのはアジ・ダハーカだ。右首の光る目に、百発百中のリクの矢がささっていた。

「ありがとっ、リク」

　青銅の弓を構えたリクに、振ふり向むいて礼を言う。そしてアブウに駆け寄って助け起こした。

「す、すいませーん。ご主人様ぁ……」

　一言呟くと、アブウは身体に負担のかからない煙けむりの姿になり、ジャリスの腰にある水差しにすうっと戻っていった。すぐに立ち上がって辺りを見回すと、アジ・ダハーカの無傷な真ん中の頭とコダートが相対していた。

　間近にあるアジ・ダハーカの光る目を、コダートが睨みつけている。コダートからは、ジャリスでも怖おじ気づく程ほどの鋭するどい殺気が放たれていた。アジ・ダハーカにもその気き迫はくが伝わったようだ。一いつ瞬しゆん怯ひるんだように目を逸そらした。

　コダートはその隙すきを見み逃のがさない。素早く飛び上がって、頭の中心である額を剣で貫つらぬいた。




「うわぁー」




　次の瞬間聞こえたのは、先程までの恐おそろしいうめき声ではなく、軽くて甲かん高だかい声だった。

（何よ。この声……？）

　驚いてアジ・ダハーカを見あげると、全身から白い湯気のような物が吹ふき出ている。そしてみるみる内に巨大な姿が縮んでいった。

「こ、これって……どういうこと？」

　思わず目をぱちくりした。コダートも剣を構えたまま呆ぼう然ぜんとしている。そこへリクが弓を持ったまま駆けつけた。

「大丈夫か？　ジャリス……何だ、これ？」

　呟いたリクと一緒に眉まゆ根ねを寄せ、先程までアジ・ダハーカがいた場所をまじまじと見つめた。

「これは、子供……だよな？」

　呟いたコダートに、頷うなずく代わりに首を傾かしげてしまう。

　目の前に倒れているのは確かに子供だ。気を失っているのか、目を閉じたままびくりともしない。リクよりも年下で、その顔はまだあどけなかった。だが髪かみの色は見た事もない緑で、その尖とがった耳と口元から覗のぞいている牙は、明らかに人間の物ではない。

　どうやら魔物ジンらしい子供を取り囲んだジャリス達は、困こん惑わくして目を見合わせていた。
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「どうしてつれてきたんですか？」

　バルク号の甲かん板ぱんに寝ねかせた魔物ジンを見て、シャルマが目をつり上げた。ジャリスは思わず首を竦すくめる。

「だ、だって、放ほうっておけなかったんだもん」

「ですがこれは間ま違ちがいなく魔物です。しかも怪かい物ぶつに姿を変えて、人間を襲おそっていたんでしょう。このままでは危険です。退治するべきだと思いますが」

　片かた眼鏡めがねを押し上げて冷たく言い放つシャルマに、慌てて首を振る。

「でもまだ子供なのよ。それによく考えたら、この子攻こう撃げきしてこなかったのよ」

　ジャリス達はアジ・ダハーカの恐ろしい姿を見て思わず攻撃した。だが落ち着いて思い出してみると、彼はジャリス達を追い払はらうそぶりをみせただけで、傷つけたりはしなかった。

　その証しよう拠こに、自分達にはかすり傷一つない。

（攻撃しようと思えばいくらでも機会があったはず。もしかして何か理由があるのかも……）

　考えこんでいると、船室の扉とびらが開いて小こ瓶びんを持ったナッシルが現れる。

「さっき診たけど怪け我がはないな。多分気絶しただけだろう。まあ魔物だから普ふ通つうの剣や矢じゃ傷一つつけられないし。どれ、ナッシル特製気付け薬改良版を、この小さな口にひとたらし」

　小瓶を開けたナッシルが、異様な臭においを放つ毒々しい緑色の液体を、魔物の口に流し込む。

「うぎゃーっ。なんじゃこれっ！」

　かっと目を見開いた魔物が、悲鳴とともに顔中をひんまげて勢いよく叫さけんだ。

「うわぁーっまずい、まずいっ。げろまずだー。ぺっぺっ」

　叫び声がバルク号の甲板に響ひびき渡わたる。余程ひどい味だったのか、魔物はもがき苦しみながら、床ゆかの上を転がり回った。

「何を飲ませたのよ……。ナッシル」

　呟いた声に気づいたのか、まだ顔を顰しかめたままの魔物が、慌てて立ち上がった。

「ああっ、お前達、人間だな！　人間はここにきちゃ駄目なんだぞっ」

　ジャリス達を指さした魔物は、必死で威い嚇かくしようとしているのか、髪と同じ緑の瞳ひとみできっと睨みつけた。

「さっさと出て行け！　僕はここに人間を近寄らせないようにしなきゃならないんだっ」

「何で？」

　首を傾げると、魔物は混乱しているのか、無意味に手足をばたつかせる。

「ここは大切な場所なんだっ。僕は命がけでここを……！」

　だがすぐにはっとした表情になった魔物が、再びこちらを睨みつけた。

「ずるいぞっ。ユウドウジンモンだな！」

（ええっ！　今のをどう解かい釈しやくしたら、誘ゆう導どうしたことになるのよ!?）

「ま、待って、ちょっと話を聞きたいだけだから、そんなに暴れないで……」

　何とか落ち着かせようと精せい一いつ杯ぱい優やさしい声を出す。だが魔物はずるい、ずるいと繰くり返すだけで、少しも大人しくはならなかった。

　そんな時、魔物の背後で何かがキラリと光った。シャルマがいつの間にか持っていた剣をすらりと抜ぬいたのだ。太陽に反射して鈍にぶく輝かがやく剣は普通の鋼はがねではない。魔物を唯ゆい一いつ殺す事ができる真しん鍮ちゆうの剣だった。

「いい加減に黙だまりなさい。このまま海の藻も屑くずになりたいというなら、私は一向に構いませんが」

　本気なのが、冷ややかな笑えみから伝わってくる。一いつ瞬しゆんで静かになった魔物だけでなく、その場にいたジャリス達も震ふるえ上がってしまった。




　ようやく落ち着いたのか、魔物ジンは甲板にあぐらをかいていた。魔物の後ろには、真鍮の剣を抜き身のままで持っているシャルマがいる。ジャリスはふうっとため息をついた。

「シャルマ、剣を収めてちょうだい」

「しかし相手は子供とはいえ魔物です。油断はなりません」

　肩かたを竦めてシャルマに近づく。そして真鍮の剣に手をかけた。

「ジャリス……」

　止めようとしたシャルマを制して、剣を鞘さやに収める。

「無む抵てい抗こうの相手なのよ。剣はいらないわ。さあこれでゆっくり話せる。えっと……わたしはジャリスよ。あなたの名前は？」

　こちらをちらちらと窺うかがっている魔物に問いかける。魔物は、戸と惑まどうように口を開いた。

「……剣を手放していいの？　僕は君達を攻撃するかもしれないよ」

「もしそのつもりなら、今までだってできたでしょ」

　ふふっと微笑ほほえんで膝ひざをつき、目線を合わせた。魔物が面めん食くらったような表情になる。

「……サイカだよ。僕の名前はサイカ。君、変な人間だね。普通は僕のこの姿を見たら、みんな気味悪がるんだよ」

　にぱっとサイカが笑う。突つき出た牙も、尖った耳も人間の物ではないが、それでも愛あい嬌きようのある笑顔が可愛かわいらしかった。

「じゃあ、サイカ。何で怪物に姿を変えて人間を襲ったの？　何か理由があるんじゃない」

　問いかけると、サイカが考えこむように俯うつむく。そしておずおずと口を開いた。

「あの……あのね、君はいい人間みたいだから、本当の事を話すよ。島にある洞どう窟くつだけど……実はあそこは、僕の父さんと母さんのお墓なんだ」

　サイカの声が急に沈しずんだ。顔を覗き込むと、目にうっすら涙なみだがたまっている。

「お墓……あの洞窟が？」

「うん。あの洞窟は元々、僕を産んですぐに死んだ母さんのお墓だったんだ。僕は父さんとお墓を守りながらこの島で暮らしてたんだけど、父さんが魔物同士の戦いに巻き込まれて殺されちゃって……。父さんが死ぬ時、僕に言ったんだ。母さんと一いつ緒しよに眠ねむりたいって。だから僕は、あの洞窟に父さんを……」

　サイカの声が震えている。だが一度大きく息を吸い込んでから顔を上げた。

「ねえ、君にお願いがあるんだ。この島や僕の事、誰だれにも言わないで。僕はお墓を守りたいから人間を驚おどろかしてただけで、傷つけたりした事はないよ。君は優しい人間だと思う。僕を殺そうと思えばできたのに、話を聞いてくれたよね。でも君がもし、ここの事を外に漏もらすなら、僕は……」

　サイカが悲しげに目を伏ふせる。それ以上何も言わなかったが、ジャリスにはその続きが判わかった気がした。




　ジャリスは、シャルマとコダートに呼ばれ甲板の隅すみに移動した。

　舳へ先さきには、サイカと彼の見張りをシャルマに言いつけられた、アブウがいる。遠い目で島を見つめているサイカが痛々しくて、思わず目を伏せた。

「ジャリス。魔物ジンを放っておく訳にはいきません。同盟に連れて行くべきです」

　シャルマの意見にコダートも頷いた。

「ああ、どんな理由があるにしろ、サイカは怪物に姿を変えて、人間を驚かしている。このままにしてはおけないぞ」

　コダート達の言い分は尤もつともだと思う。だがゆっくりと首を振ふった。

「でもお墓を守りたいサイカの気持ちも判るわ。わたしだって母さんのお墓に、知らない人が勝手に入ったら嫌いやだもの。それに彼に危害を加えられたって報告は、同盟にも届いてないんだし、わたし達だって驚いただけで何ともないわ。特に被ひ害がいもないんだから、見み逃のがしてあげたっていいじゃない」

　そうして視線を落とす。本当の理由はもう一つあった。

「それに、彼とは戦いたくないわ……」

　サイカの言った言葉の続き。恐おそらくジャリス達がサイカを捕つかまえようとすれば、彼は全力で立ち向かってくるだろう。自分の身が危ないならそれは当然だ。しかし警けい戒かいされるのを承知で、ジャリス達にそれを匂わせたのは、戦いたくないという彼の心の訴うつたえのような気がした。

「……まったく、どうしてこう、うちの船長はお人ひと好よしなんでしょうね」

　呆あきれた声を上げたシャルマだったが、それ以上何も言わなかった。それが彼なりの了りよう承しようだと知っている。目を移すとコダートも肩を竦めた。

「それが船長のお言葉なら」

　ため息混じりのコダートの言葉に、ほっと胸をなで下ろした。

「ねえ、何とかこの島に人が近付かないようにできないかしら。サイカがこれ以上、人間を驚かさずにすむように」

「それはかなり難しいですね。海うみ蜥蜴とかげの証言だけならともかく、目もく撃げき者が増えてしまったんでしょう？　彼らが同盟に訴えたら、今度こそ正式な調査隊がきますよ」

　シャルマの言葉に、島で会った商人達を思い出す。

「だったら余計放っておけないわ。何かサイカを助けるいい方法はないかしら」

　悩なやんでいると、口元に手を当てたコダートの瞳がきらりと光った。

「そうだ、これなら……」

　コダートが話し始めた内容に、ジャリスは耳を傾かたむけた。




「サイカ、島まで送っていくわ」

　ジャリスが笑みを向けると、サイカが目を丸くした。

「でも君達、この島を調べにきたんでしょ。いいの……？」

　サイカが、バルク号の帆ほ柱ばしらに掲かかげた同盟の旗を見上げる。魔物ジンといえど、海かい賊ぞく同盟の事は知っているらしい。

「ええ、大だい丈じよう夫ぶ。わたし達に任せといて。凄すごくいい案があるの。ね、コダート」

「いい案かどうか判らないが、同盟にこう報告すればいいと思ったんだ。この島には有害な煙けむりが地下から出ていて、そのせいで幻げん覚かくを見ると。だからこの島は立ち入り禁止にした方がいいってな。元々何もない所だ。危険な理由が判れば、わざわざ近付く事もないだろう」

　肩を竦すくめたコダートに、サイカがはっとした表情になって目を輝かせる。

「あ……それなら僕も、人間を驚かさなくてよくなるね！」

　嬉うれしそうなサイカに、シャルマが片かた眼鏡めがねを押し上げた。

「ええ、私達もきちんと調査した事になるので、調査料も手に入ります。医者としてのナッシルがやっと役に立ちますよ。早さつ速そく報告書を書かせましょう。しかしさすが元大商人。いささか強ごう引いんで姑こ息そくですが、いい考えを思いつきましたね」

　誉ほめたのか貶けなしたのか迷う所だが、一応シャルマも納なつ得とくはしたらしい。

　だがサイカが戸惑うような視線を向ける。

「本当に僕の事……助けてくれるの？」

「ええ、わたし達がうまく同盟に報告するわ。でももし誰か来たとしても、絶対に襲おそったり怪け我がさせたりしては駄だ目めよ」

「判った、約束するよ！」

　サイカが満面に笑みを浮うかべる。そして立ち上がると、背筋を伸のばすように両りよう腕うでを上げた。すると彼の背中から小さな黒い翼つばさが現れる。

「送らなくていいよ。自分で帰れるから」

　その姿を見て、やはりサイカは逃にげようと思えば、いつでも逃げられたのだと気付いた。

「あ、そういえば、あの西にある洞窟。あそこに入ったら、わたし以外のみんなが気分が悪くなったの。どうしてかしら？」

　首を傾かしげると、サイカが目を丸くした。そしてジャリスと乗組員達をあたふたと見回す。

「え……わたし以外のって、あれ？」

　だが、すぐにはっとした表情になって、慌あわてて口を開いた。

「え、えっと、あの洞窟には誰も入らないように、僕が結界を張ってるんだ……」

　なぜかしどろもどろのサイカに、更さらに問いかける。

「じゃあ、何でわたしだけ何ともなかったの？」

「そ、それは……僕が子供だから、結界を張るには力が足りなかったのかも」

「うーん、そうなのかなぁ。でもそれ以外は考えられないわよね……」

　呟つぶやくと、サイカがこくこくと頷うなずいた。そして慌てたように空中に飛び上がる。

「そうだ！　ジャリス。少し待っててよ」

　気を取り直したように笑えみを浮かべ、サイカが勢いよく島に向かって飛び立っていった。

　何だろうと不思議に思ったが、取りあえず出航の準備をしながら待っていると、すぐに黒い翼を羽ばたかせて戻もどってくる。

「ジャリス。これ持って行ってよ」

　甲かん板ぱんに降り立つと、サイカが両手で持っていた大きな袋ふくろの中身を取り出した。

「わあっ、魚と果くだ物ものね。こんなにたくさん貰もらっていいの？」

「うん、黙だまっててくれるお礼。ねえ……また会えるかな？」

　照れたように俯いたサイカに、ジャリスは満面に笑みを浮かべた。

「ええ、もちろん！　また会いに来るわ」

　片目を瞑つぶると、嬉しそうにサイカが頷く。そして再び空に飛び立った。

「楽しみにしてる。気をつけてね！」

　島に戻りながら両手を振るサイカを、ジャリスは同じく手を振りながら見送っていた。
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　島は既すでに見えなくなっている。コダートは少しでも船ふな酔よいを紛まぎらわせようと、甲板のてすりにもたれ、青い海を眺ながめていた。ふいに背後から服をつんつんと引っぱられ、驚いて振り向むく。太い縄なわを担かついだリクが俯くようにして立っていた。

「あのさ……。さっきはありがと」

　何か礼を言われるような事をしただろうか。首を傾げていると、リクが言葉を続けた。

「島でだよ。怪かい物ぶつが出た時すぐにジャリスの事、助けに行ってくれただろ」

「ああ、あれは当たり前の事だろ」

　そういえばと思い出して肩かたを竦める。リクがゆっくりと顔を上げ、初めてコダートの目を正面から見つめた。

「俺、あんたに謝ろうと思って……。ずっと態度悪かっただろ。あんたが乗組員になった時、前は大商人だったって聞いたから、つい……。昔奴ど隷れいだった時に鉱山で働いてて、出入りしてた商人にひどい目に遭あわされた事があってさ」

　リクの話を聞いて、コダートは幼い頃ころ、マハル王国で奴隷として過ごした過去を思い出した。その時の事は、今でも心に深い傷を残している。同じ経験をしたリクが、奴隷を使う側の人間に不信感を持つのは当然だろう。リクが自分を避さける理由に、ようやく気付いた。

「本当は、あんたが悪い奴やつじゃないって判ってた。何回もジャリスを助けてくれたし、サイカの事だって……。でも身体からだが勝手に怖こわがっちゃうんだ。……ごめんな、嫌な思いしただろ？」

　窺うかがうように見上げたリクに、腕うで組ぐみして仏ぶつ頂ちよう面づらをする。

「正直、今俺は腹が立ってる」

　憮ぶ然ぜんと声を上げると、リクがしょんぼりとした。

「勘かん違ちがいするな。リクは悪くないさ。お前の気持ちに気付かなかった自分に腹が立つんだ。よく考えれば判わかったはずなのに。俺はジャリスの味覚より鈍にぶい男だな」

　大げさにため息をつくと、リクがぷっと吹ふき出した。それを見てすぐに頰ほおを緩ゆるめる。

　二人でひとしきり笑った後、リクは手にした縄を差し出した。

「あのさ、帆ほ桁げたの縄が傷いたんでるから、修理を頼たのむよ。判らない事があったら、何でも聞いて！」

　縄を渡わたしたリクが、小走りに駆かけていく。それを見送ったコダートの顔には、自然な笑みが浮かんでいた。

　そしてふと気付く。身につけた白い船服が、いつの間にか息苦しくなくなっていることに。

「何か、わたしの悪口が聞こえたんだけど」

　舵かじ取とりをしていたジャリスが、むっとしたように声を上げた。

「悪口じゃないさ。本当の事だろ」

　肩を竦めると、ジャリスが口を尖とがらせる。だがすぐに苦く笑しようした。

「まあいいわ。二人とも仲直りしたみたいだし。わたしの出る幕はなかったわね……。あ、そうだ！」

　ふいにジャリスが声を上げた。乗組員達を見回している。

「コダートの歓かん迎げい会かいをしましょう。サイカから貰った食べ物もあるし。わたしが腕うでによりをかけて料理を……」

「あーっ。それだけはっ！」

　叫さけんだのはコダートだけではない。帆柱に登ろうとしていたリクも、船室の扉とびらを開けて甲板にやってきたシャルマも、昼ひる寝ねをしていたナッシルも、全員が揃そろって絶ぜつ叫きようしていた。
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「あ！　巡じゆん視し船せんだよ、ジャリスッ」

　見張り台にいるリクが指さす方に、ジャリスは遠とお眼鏡めがねを向けた。丸い穴の真ん中に、同盟の巡視船が上げる赤いのろしが見える。巡視船は広い海でも位置が判るよう、常に赤いのろしを上げていた。海で助けが必要な時や同盟に用がある時は、それに向かって合図するのだ。

　ジャリスはのろしを上げて合図し、近付いてきた巡視船にシャルマとともに乗り込んだ。一刻も早くサイカの島を立ち入り禁止にして貰う為ためだ。この海域を直接管理している巡視船に報告する方が、支部を通すよりも早いはずだった。

　甲板に立ったジャリスは、数十人の乗組員を従えた船長の前で、報告書を読み上げる。

「……という訳で、東の無人島は危険ですので、立ち入り禁止を進言致いたします」

　どうして噓うそをつく時、こんなにどきどきするのだろう。冷静を装っているが、心臓がどきどきと早はや鐘がねを打っていた。

（う、疑われるはずないわ。煙の幻覚効果については、ナッシルの証言つきだし）

　報告を聞いた船長は、綺き麗れいに整えたひげを触さわりながら渋しぶい顔をする。しばらくの沈ちん黙もくが流れた。

「あ、あの……何か不ふ手て際ぎわでも？」

　恐おそる恐る聞いてみると、船長が困ったように眉まゆ根ねを寄せた。

「いや、報告は了りよう解かいした。ただ私達の使命は別にある。実は、島を調査中のバルク号船長に、海かい賊ぞく同盟からの伝言を伝える為、追いかけてきたんだ」

「わ、わたしに伝言？」

　目を丸くすると、船長が一枚の書類を渡した。どうやら同盟の命令書のようだ。ジャリスは慌てて読み上げてみる。

「バルク号船長に告ぐ。不法滞たい在ざいの罪により、即そつ刻こくカトゥーナ国の同盟本部に、出頭を命じるー！　どういう事よ、これっ」

　思わず叫ぶと、隣となりにいたシャルマが珍めずらしく驚おどろいたように目を見開いた。

「馬ば鹿かな。今いま頃ごろ発覚するはずが……」

「な、何か知ってるの？　シャルマ」

　問いかけると、シャルマはしばらく考え込んだ後、ジャリスの耳に口を寄せ小声で囁ささやいた。

「実はマハル王国に滞在した時、同盟支部に私が船長だと偽いつわって滞在許可を貰ったんです」

「ど、どうしてそんな事を？　滞在許可なら副船長でも申しん請せいできるでしょ」

「ええ、ですが行方ゆくえ不明のあなたを捜さがす為に、プス船長になりすます必要があったんです。ですから私が船長として申請を。支部もバルク号の船長が女性だと知りませんでしたし。……あなたの安否が判らない以上、手段を選んではいられませんでした。あなたと合流予定だったプサディは離り島とうなので、滞在許可はいりませんでしたが、首都のバキラではそうもいかなくて。ですが書類も何もかも完かん璧ぺきだったはず。だからこそ依い頼らいも受けられたのに、なぜ今頃……」

　ジャリスが持っていた命令書に目を落としたシャルマが、すぐにはっとした表情になる。

「ジャリス、ここを読んでください。エジド王からのあなたを海賊と認める内容の手紙。それにバルク号船長は、女性ながら素す晴ばらしい活かつ躍やくで、マハル王国を救ってくれた、と書いてあったそうです。エジド王、何て余計な事を……！」

　命令書の続きには、その手紙を見た支部が、女性船長とは何かの間ま違ちがいではないかと王宮に問い合わせたと書かれていた。しかし事情を知らないエジド王は、プス船長が正しよう真しん正しよう銘めい女性だと証言してしまったのだ。その為支部に申請に来た男性船長が偽にせ者ものだったと判明し、滞在許可が取り消しになってしまったという。

　マハル王国を何のお咎とがめも受けず出国できた事を考えても、シャルマの偽ぎ装そう工作は完璧だったはずだ。そんな彼のただ一つの誤算。それはジャリス達の為に、よかれと思ってエジド王が書いてくれた手紙だった。

（ああ、でもシャルマもエジド王も悪くないわ。一番悪いのは、記き憶おくをなくして行方不明だったわたしよー！）

　心の中で叫んでいると、船長がとどめをさした。

「それと、報告書は支部に届けておくが、これは多分調査料は貰えないぞ」

　一いつ瞬しゆんで顔色を変えたシャルマが、船長に詰つめ寄った。

「それだけは絶対に困ります！」

「そう言われてもなぁ。不法滞在中に受けた依頼は無効だぞ。だが調査は完かん了りようしたと支部には伝えるよ。幻げん覚かくを見るようなら、無人島には立ち入り禁止の布令を出そう。よく調査したな。タダ働きご苦労さん」

　泣きっ面つらに蜂はちとはまさにこの事だ。がっくりと肩を落とすと、船長が苦笑した。

「可か哀わい想そうだが、これが掟おきてだから。取りあえずカトゥーナ国に戻もどってくれよ。ああ、この広い海であんた達を見つけられてよかった。これも神のご加護だな」

　吞のん気きな船長の声を聞いて、ジャリスは思わず頭を抱かかえた。

「そんなー！　カトゥーナ国だなんて……また謹きん慎しんになったらどうしようっ」

　ジャリスの叫び声が、大おお海うな原ばらへ吸い込まれるように消えていった。
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　橙だいだい色いろをした夕焼けが、水平線に沈しずんでいく光景がサイカは大好きだ。砂すな浜はまに座ってその景色を眺ながめていたサイカは、手にした小さな水すい晶しようから声がするのに気付いた。

『ようっ、異常はないか？』

　水晶は濁にごっていて、相手の姿もぼやけている。だがサイカは彼が誰だれだか、よく知っていた。

「島に来た人間に捕つかまっちゃったよ」

　肩を竦すくめると、男が慌あわてたように声を上げた。

『何だと！　それでどうなったんだ？』

「大だい丈じよう夫ぶ、言われた通り、ここは父さん達のお墓だって言ってごまかした。優やさしい人だったから、それで納なつ得とくしてくれたよ」

　男がほっと息をついたのが判った。そして呆あきれたような声が聞こえる。

『驚いたな。今時そんな事を本気で信じる奴やつがいるんだな、びっくりだ……。あ、そうそう実はな、ちょっと面めん倒どうに巻き込まれてるんだ。それでそっちに行くのが遅おそくなるかも』

　思わず俯うつむいてしまう。本当は早く来て欲しかった。ずっと一人なのは寂さびしくてたまらない。それでもそんな弱音は吐はかない。自分にだって大切な役目があるのだから。

「いつだって何かに巻き込まれてるよね。いい加減にしないと、痛い目に遭あうよ」

『大丈夫だよ。俺は不死身だからさ』

　軽い口調に苦笑する。冗じよう談だんでも何でもない事はよく知っていた。

『とにかく、その島はすっごく大事な場所なんだから人間を近づけさせるなよ。その島にアラバーナ大陸の未来がかかってるんだ』

「判ってるよ。この島を守る事が父さんの敵かたきをとる事にもなるんだよね。シンリクット船長」

　海賊同盟の創立者で初代盟主、イジュタラ・シンリクット船長こと、ターラ。彼の名はアラバーナ大陸でも知らぬ者はいないという。だがその正体を知っているのは、ごくわずかだろう。

『ああ、その通りだ。お前はしっかりそこを見張っててくれ。そうすれば、後は俺が……ああっ、悪いがサイカ。話の続きはまた今度な！　じゃあ頼んだぞ』

　ターラの声が、そこでぷっつりと途と絶だえた。何も見えなくなった水晶を砂浜に置いたサイカは、島を訪おとずれたジャリス達の顔を思い出していた。

「噓ついてごめんね、ジャリス。でも全部が噓じゃないんだよ。また会えた時は、今度こそ本当の事が言えるといいなぁ」

　そのジャリスこそが、実はターラの孫である事をサイカは知らない。夕日を見つめながら、ジャリスの優しい笑えみを思い出す。絶対にまた会いたいと、心の中で願いながら。
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「ナッシル、ちょっと聞きたい事があるんだが……」

　コダートは意を決して、夕暮れの甲かん板ぱんで酒を飲んでいるナッシルに声をかけた。ずっと頭を悩なやませている問題を解決するためだ。

　酔よってとろんとした目を向けるナッシルに、勇気を振ふり絞しぼって近づいた。

「あの……この間、台所で何かしてただろう。あれは一体、何をしてたんだ？」

　答えは何となく想像はついているが、自分の考えが間違いであって欲しい。

「ああ、あれを見たのか……あれは薬を作ってたんだよ。特別版のよく効くやつ」

　あっさり答えたナッシルに、思わず頭を抱えた。予想通りの答えだ。本当はナッシルがサイカに気付け薬を飲ませた時に、うすうす気づいていた。

　あの薬からは、台所で嗅かいだのと同じ異い臭しゆうがしていた。

「特別薬は材料集めるの大変でなー」

　陽気なナッシルとは反対に、顔から血の気がどんどん引いていく。きっと顔色が真っ青だろう。なぜなら船に弱いせいで、ナッシルの作るとんでもなくまずいが、効き目は抜ばつ群ぐんの酔い止どめ薬を愛用していたからだ。

　知らない方が幸せ、というジャリスの言葉が頭に浮うかんだ。きっと薬を飲んでいる自分に、真実を突つきつけるのは気の毒だと思ったのだろう。海を荒あらす海うみ蜥蜴とかげや魔物ジンにだって立ち向かっていく勇気はもっている。だが得体の知れない薬を飲むのは、また違ちがう意味で恐おそろしい。

　何しろ、材料が悲鳴を上げるのだから。

「……凄すごく聞きたくないんだが、船ふな酔よいの薬には……一体何が入ってるんだ？」

　笑みを浮かべようとして失敗した。答えしだいでは吐き気けをもよおすだろう。それでも知りたかった。こちらを見たナッシルがにやりと笑う。

「それはな、ひ・み・つ」

　指を振りながら答えたナッシルに、めまいすら覚えた。

「コダート、顔色悪いぞー。俺の作った酔い止め薬改良版第二号飲むか？」

「い、いや、結構だ！　頼たのむから遠えん慮りよさせてくれっ」

　コダートの悲ひ愴そうな声が、バルク号の隅すみ々ずみにまで響ひびきわたっていた。

























　目の前に立つ薄うす汚よごれた船服を着た男を見て、ジャリスは視線を鋭するどくした。狭せまい船室で間合いを取っていると、敵意むき出しの男が剣けん先さきを向ける。

「ふんっ、俺もなめられたもんだ。東の海蜥蜴カーディ様といえば、ちょっとは名の通った大おお頭がしらだ。それを捕まえるのに、同盟はこんな小こ娘むすめしか寄よ越こさないのか」

　まだ青年と呼べる年とし頃ごろだが、さすがに海を荒らすならず者達の頭だ。こんな状じよう況きようでも余よ裕ゆうを崩くずさない。だがジャリスも負けじと声を張り上げた。

「甘く見ると、痛い目にあうわよ！」

　若いながらも、バルク号の船長を務めるジャリスの気き迫はくに、カーディが一いつ瞬しゆん目を眇すがめた。

「大口叩たたいて大丈夫か。仲間は甲板だろ」

　だがすぐにからかうような声が聞こえて、一いつ緒しよに来たシャルマとコダート、リクを思いだす。

　ここはネイレス国にある、ブシャカの港だ。ジャリスは所属する海かい賊ぞく同盟の依い頼らいで、盗ぬすみを働はたらいた海蜥蜴の船を捜さがし出し乗り込んだ。だが手て強ごわい抵てい抗こうにあい、みんなはまだ船室に来られないでいる。隙すきを見て盗とう品ひんを捜し出そうとしていた矢先、カーディと出くわしてしまった。

「一人で俺に勝てるかな。お嬢じようちゃん」

　キン！　と音を立てて刃やいばがぶつかった。間近にあるカーディの黒い瞳ひとみを睨にらみ返す。

「一人じゃないわ！」

　声を上げると、ジャリスの腰こしにぶら下がった水差しから煙けむりが上がる。現れたのは銀色の髪かみと目を持つ水差しの精霊ジヤーンアブウだ。カーディを威い嚇かくしているのか、両手をぶんぶん振り回した。

「ご主人様を傷つける者は許しませーん！」

「な、何だ？　浮いてるじゃねぇか！」

　精せい一いつ杯ぱい怒おこった声を出しているアブウだが、どうも緊きん張ちよう感かんが足りない。それでもふわふわと宙に浮いているのを見て驚おどろいたのか、カーディが後ずさった。

「アブウの新必ひつ殺さつ技わざ！　えっと、えっと……呪じゆ文もんなんでしたっけ？」

　片手を上げて叫さけんだアブウが困ったように首を傾かしげた。その姿を見て思わずこけそうになる。

「アブウ！　しっかりっ」

「はーい、あ、そうだ、たしか……タブディール！」

　呪文を唱えた瞬しゆん間かん、アブウの手元に眩まばゆい光が満ちる。それを見て慌あわてたのか、カーディが素す早ばやく開いていた扉とびらから外へ飛び出した。

「あ、逃にげちゃ駄だ目めですっ。慣れないから、変へん更こうがきかないのにー」

　だが既すでに遅く、光は一瞬で大きくなり、まるで爆ばく発はつでもしたように辺りに放たれる。船がぐらりと揺ゆれ、船室の棚たなにあった小こ瓶びんが床ゆかに落ちて割れた。狭い部屋には、黒い煙が立ちこめる。

「な、何？　この腐くさったような臭におい……」

　ごほごほとせき込むと同時に、急にめまいを感じた。そのまま身体からだの力が抜ぬけて膝ひざをつく。

「ご、ご主人様ぁ……」

　薄うすれゆく意識の中で最後に見たのは、情けない声を上げて床に倒たおれ込むアブウの姿だった。
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　目を覚ますと、見慣れたバルク号の船長室だった。ジャリスは背中に硬かたい感かん触しよくを覚える。

（あれ、何で床に寝ねてるの？　確か同盟支部の依頼で、海蜥蜴の討とう伐ばつに出てたはず……）

　先さき程ほどの事を思いだしつつ起きあがる。俯うつむいて考え込むと、ふと目の端はしにおかしな物が映った。

「んっ、何で銀色なの？」

　流れ落ちてきた自分の髪の色がおかしい。触さわってみると銀ぎん髪ぱつがさらさらと手から滑すべり落ちた。

「な、何でこんなに、手がおっきいのっ」

　髪にやった手を見て思わず叫んだ。だがその声にも驚く。かすれた声は、自分のものとはまったく違う。

　慌てて立ち上がると、また不思議な感じがした。何だろうと考えて、いつもと目線が違うと気づく。壁かべに張られた海図をいつも見上げていたはずなのに、今はちょうど目の前にあるのだ。しかも身体はまるで、宙に浮きそうに軽かった。

（え、えーと、どういう事？）

　ジャリスはとりあえず、船長室を見回した。鏡があったはずだ。しかしそれを見つける前に、自分の寝ね床どこである寝椅い子すに、誰だれかが横たわっているのに気付く。

「いやーっ、ど、どういう事よ！」

　それが誰か気付いた途と端たん、目を見開いて絶ぜつ叫きようした。金色に輝かがやく髪も、日焼けすると赤くなる白い肌はだも船服も、物もの凄すごく見覚えがある。今は閉じられているが、開くとその瞳は青いだろう。なぜならそこですやすやと眠ねむっているのは、ジャリス本人に他ほかならないからだ。

　固まって言葉を失っていると、ジャリスそっくりな人物がゆっくりと目を開く。青い目を瞬またたかせた彼女は、こちらを見て不思議そうに首を傾げた。

「あれー？　どうしてアブウがいるんですかぁ。こんな所に鏡がありましたっけぇ～」

　ふわわぁとあくびしているのは、どうみても自分だ。だが、こんなふにゃんとした表情は、他人にみせた事はないはずだ。

「その語ご尾びを妙みように伸のばす言こと葉ば遣づかい……」

　ジャリスは流れる銀髪をかき上げながら唇くちびるを戦慄わななかせる。すぐ右みぎ隣どなりには鏡があるはずだ。何となく想像はついていたが、恐ろしくてそちらを見られない。だがやはり確かめるべきだろう。

　意を決して横を向く。鏡に映るのは、流れる銀色のまっすぐな髪、同じく銀色の瞳。白い肌はジャリスと同じだが、体つきはまったく違う。

「いやーっ、やっぱり！　どうしてわたしがアブウなの！」

「あっ、アブウがご主人様にぃーっ」

　同じく起きあがって、鏡を見たジャリスのそっくりさんが、甲かん高だかい悲鳴を上げた。二人は真っ青になったまま、鏡に映るお互たがいの姿を見つめていた。
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「盗品はこれで全部だ。支部への報告は午後からだな？」

　強い日差しが、バルク号の甲かん板ぱんに照りつけている。乗組員であるコダートは、積み上げられた盗品の点検を終え、ほっと息をつく。隣となりに立つ副船長のシャルマが、ほんの少し頰ほおを緩ゆるめた。

「ええ、依頼を達成できたので、特別任務を受けられるかもしれません。先程支部長との面会の許可も下りましたし、ここはジャリスに頑がん張ばって貰もらって、できるだけ高額な依頼料の仕事を取ってきて貰いましょう」

　船長のジャリスが旅をしているのは、正式な〝海賊〟になる為ためだ。それには各国で試練を受け、旗を集めなければならない。だが現在バルク号は故障している為、長い航海はできないでいた。コダート達はその修理費を稼かせぐべく、同盟からの依頼をこなしている。特別任務を貰えれば、一歩近付くはずだった。二人で話していると、船室の扉が開いてアブウが姿を現した。

　珍めずらしく顔を曇くもらせたアブウは、コダート達を見て、もごもごと口を動かそうとした。

「アブウ、大だい丈じよう夫ぶか？　心配してたんだぞ。お前もジャリスも昨日から眠りっぱなしだったから。一体何があったんだ？」

　声をかけてから、ふとアブウの様子がいつもと違ちがう事に気付いた。ふわふわと浮ういていないし、いつになく真しん剣けんな表情をしている。こんなアブウは初めてだ。

「えっと、あの……あのね」

　何事か言おうとしたアブウに、シャルマが鋭い視線を送る。

「アブウ、あなた確か新しい呪文を覚えたから、ジャリスの警護は任せてくださいと大見得切りましたよね。それがこの有り様ですか？　海うみ蜥蜴とかげ達を捕とらえられたからよかったものの、彼女に何かあったらどうするんです」

　説教されるといつも首を竦すくめるはずなのに、アブウははっとしたように早口で喋しやべり始めた。

「あ、そういえば、みんな怪け我がはなかった？　それに盗品は回収できたの？　頭のカーディは？　彼は賞金首だから、捕つかまえられたら依頼料の他に賞金も貰えるはずだったわよね」

　妙にハキハキと話すアブウに、シャルマと一緒に眉まゆ根ねを寄せた。

（な、何か変だぞ。言葉遣いもだが、アブウが依頼に興味を示すなんて……）

　疑問に思っていると、シャルマが訝いぶかしそうな眼まな差ざしで、ゆっくりと口を開く。

「……こちらに被ひ害がいはありません。盗品は取り戻もどしましたが、カーディには逃げられました」

　アブウが腰に手を当てて、ため息をつく。妙に姿勢がいいのが気になった。

「残念だわ。彼を捕まえたら修理費の足しになったのに。でも盗品も回収できたし、みんなも無事だったなら、それでよしとしましょう」

　かすれた声はどう考えてもアブウのものだ。しかしきりりとした表情は、整った顔立ちと相まって、りりしい事この上ない。腕うでを組んで何事か考えているアブウに、思わず声をかける。

「なあ、アブウ、お前一体どうし……」

「ご主人様ぁ、置いていかないでー。身体が重いんですぅ。浮けないんですぅ」

　そこへ泣きながら船室から現れたのは、金色の髪を振ふり乱みだしたジャリスだ。涙なみだでくしゃくしゃの顔に、ふにゃんとした表情。重々しい足取りで、それでも必死に甲板に出てくる。

　だがこちらに来た途端よろめき、転びそうになった。とっさに手を出して支えてやる。

「だ、大丈夫か？　ジャリス……うっ」

　腕の中のジャリスが、見た事もないような愛らしい表情を浮かべ、青い瞳ひとみをうるうるさせた。

「ありがとうございますぅ。コダート様ぁ」

（さ、さまぁ？　い、一体どうしたんだ？　それにいつもと違って、なんか可愛かわいいぞ……あ、いやいや何を考えてる、俺！）

　気を取り直そうとすると、腕の中のジャリスが無む邪じや気きに笑う。ばら色に染まった頰に、ぱっちりとした青い瞳。思わず思考が止まってしまうほど可愛らしかった。

「大丈夫？　アブウ、それわたしの身体なんだから、怪我しないでよ」

　アブウが、ジャリスに向かってため息をつく。ジャリスは再び泣き顔になった。

「だってぇ、いつもだったらふわふわ浮くのにー。ご主人様の身体重いですぅ」

「やめてよ、わたしの体重が重いみたいじゃないっ」

　むっとしたようにアブウが叫ぶ。だがすぐに訝しげな周りの視線に気付いたのか、銀色の目を瞬かせて口を開こうとした。

　だがそれより先に声を上げたのは、珍しく困こん惑わくした表情を浮かべたシャルマだった。

「つかぬことをききますが……。あなた、ジャリス、ですよね？」

　指さされたアブウは、すぐさまうんうんと頷うなずく。

「そうなのよーっ。どういう事か判わからないけど、わたしはジャリスなのーっ」

　どこからどうみてもアブウにしかみえないジャリスが、かすれた声で叫さけんだ。
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「身体からだに異状はない。一体どういう事だ？」

　船医のナッシルが、診しん察さつを終えて呻うめくように声を上げた。いつもなら大おお柄がらな彼を見あげるジャリスだが、今は違う。目線はほぼ変わらない。いつも宙に浮いているので判らなかったが、アブウは結構背が高いようだ。隣には、ジャリスの姿をしたアブウが座り込んでいる。

「信じてナッシル。わたしジャリスなの」

「アブウ……じゃなくて、ジャリス。大丈夫だ。信じるよ」

　背後にいたコダートが、ジャリスの肩かたに手を置いた。甲板に集まった乗組員達が頷く。

「本当に？　信じてくれる？」

「ああ、信じる理由は三つある。一つ、ジャリスはこんなくだらない噓うそはつかない。二つ、そんなにりりしいアブウは見た事ない。三つ、ジャリスが泣きべそかくなんて絶対にあり得ない」

　誉ほめられているのかけなされているのか微び妙みようだが、とりあえずみんな納なつ得とくはしてくれたようだ。膝ひざを抱かかえていたアブウが顔を上げた。

「も、元に戻れるでしょうかぁ」

　弱々しい声で、頼たよりなげな風情ふぜいを漂ただよわせているジャリス（の姿をしたアブウ）。青い瞳には涙がきらりと光っている。普ふ段だんのジャリスを知っているなら明らかに別人だと答えるだろう。

　それを見たコダートが急に顔を赤くして、そっぽを向いた。見回すと、シャルマもナッシルも、この船で一番若い怪かい力りき少年リクも、落ち着かなそうに辺りをきょろきょろ見回している。

「ちょっと！　何、その反応はっ」

　じとっと睨にらむと、コダートが咳せき払ばらいを一つする。

「中身が違うと外見も可愛い……いや、そうじゃなくて。と、とりあえず、何で入れ替かわったのか考えよう。昨日お前達は、海蜥蜴の船で倒たおれてた。一体何があったんだ？」

　あたふたと聞くコダートにむっとしながらも、昨日の事を思いだす。

「確か、頭かしらのカーディと戦せん闘とうになったの。そして危ない所をアブウが魔ま法ほうで助けてくれたの」

「ご主人様、そういえばあの時、何かの瓶びんが割れましたよぅ。その時変な煙けむりが出たような……」

　はっとしたようにアブウが声を上げる。ふいにあの時の腐くさったような臭においが思い出された。

「そういえばそうだったわ。あの後気を失ったのよね。もしかして、あの瓶の中身が原因かも」

「よし、海蜥蜴の船はまだ港にあるはずだ。俺が行って、その瓶を調べてこよう」

　立ち上がったナッシルに、リクが頷いた。

「うん、俺も行くよ」

「お願いね、二人とも」

　声をかけると、ナッシルもリクも不思議そうな表情になる。

「いや、本当に中身が違うと外見も違うな。アブウがかっこよく見える」

　ナッシルが感心したように、アブウの姿をしたジャリスを、上から下までじっくり見つめた。

「うん、りりしいというか、雄お々おしいというか……。逆にアブウが中身のジャリスはちょー可愛い。撫なで撫でしたくなる」

　リクがにっこり笑う。きっと悪気はないだろう。だがジャリスの乙おと女め心ごころはぐさりと傷ついた。

「……つまり、わたしは女らしくないって事？」

　口を尖とがらせると、リクはようやく己おのれの失言に気付いたようだ。

「そ、そうじゃなくて、アブウが中身だとジャリスは弱々しくて守ってあげなきゃって……」

　それに乗組員全員が大きく頷いたのを見み逃のがさない。女らしいとはほど遠いと判っているが、それでも面と向かって言われたくなかった。

「お、おい、リク。もう行くぞ」

　憤ふん慨がいしているのに気づいたのか、慌あわてたナッシルがリクを連れてきびすを返す。そのまま逃にげるように甲板を後にした。

「ふんだ！　どうせわたしはかよわいなんて言葉は似合わないわよーっ」

　ジャリスの叫び声が船上に木霊こだましていた。




「どうしよう。このまま戻れなかったら」

　ナッシル達を見送ったジャリスは、甲かん板ぱんのてすりにもたれてぽつんと呟つぶやく。そこへシャルマが背後から声をかけた。

「ジャリス、落ち込んでいる所をすいませんが、先さき程ほど同盟支部から連れん絡らくがありまして、午後から支部長との面会が許可されたんですが……」

「本当に？　じゃあ、口頭試験を……」

　目を輝かがやかせて振り向むいたが、すぐにあっと声を上げる。海蜥蜴の討とう伐ばつという条件を満たせば、口頭試験を受ける権利を得られる。そしてそれに合格すれば、特別任務が貰もらえるはずだった。

　だが試験を受けられるのは、船長であるジャリスだけだ。

「どんな理由があろうとも、遅おくれたり欠席したら即そく失格だそうです。どうしますか？」

　シャルマの視線の先には、甲板の真ん中で座り込んでいるアブウがいた。ほんわかした表情のアブウは見た目こそジャリスだが、百ひやく戦せん錬れん磨まの支部長と渡わたり合えるとはとても思えない。

「……前みたいに身代わりを立てたらどうだ？　シャルマに行って貰うとか」

　コダートの提案に首を振る。それができたらどんなにいいだろう。

「駄だ目め、支部長は知りあいなの。だからこそ特別任務の話も貰えたのよ。わたしの顔も知ってるし、それに凄すごく厳格な人なの。アブウと入れ替わったなんて、きっと信じてくれないわ」

　もしそんな事を言って怒おこらせでもしたら、最悪ネイレス国を追い出されてしまう。

「……悩なやんでいる暇ひまはないわね。午後からなら、もう出ないと間に合わないわ」

　みんなで一いつ斉せいにアブウを見つめた。その視線に気づいたのか、アブウがびくっとする。

「な、何ですかぁ。そんな怖こわい顔して～」

　おずおずと声を上げたアブウに、意を決して近づいた。膝をついて、視線を合わせる。

「アブウ。わたし達船の修理の為ためにお金がいるの。だからなるべく依い頼らい料の高い仕事が欲しいの。あなたも知ってると思うけど、見習いは手に入れた旗の枚数に応じた依頼しか受けられないわ。でも口頭試験に合格すれば、それに関係なく特別任務が貰えるの。だけど挑ちよう戦せんできるのは船長だけなのよ」

　言おうとしている事が判ったのか、アブウが金きん髪ぱつを振ふり乱みだして首を振る。

「む、むりむりむりですぅ。口頭試験なんて。支部長は怖い人なんでしょう？」

　怯おびえているアブウの両りよう肩かたに手を置き、目を覗のぞき込んで安心させるように微笑ほほえんだ。

「大だい丈じよう夫ぶよ、試験は……何とか方法を考えるわ。だからお願い、アブウ。わたしの代わりに支部に行って。もしこれをやり遂とげたら、わたしはあなたを尊敬するわ」

　真しん剣けんな眼まな差ざしで見つめると、アブウが急に笑えみを浮うかべて目を輝かせた。

「そ、尊敬ですかぁ？」

　それを見たコダートが、慌てたように微笑んだ。

「……ああ、これがうまくいったら俺達もお前を誇ほこりに思うよ。お前はバルク号一の勇者だ！」

「ゆ、勇者ですかぁ」

　更さらにアブウの目が煌きらめきを帯びた。頰ほおが紅潮し、何度も瞬まばたきしている。

「……ええ、ジャリスの窮きゆう地ちを救う英えい雄ゆうです」

　シャルマが珍めずらしく口角を上げると、アブウは両手を組んで夢見るように呟いた。

「英雄……アブウが英雄」

　おだてられたアブウが、瞳ひとみをきらきらと輝かせ、ふっふっふっと笑う。

「お任せ下さい！　ご主人様。必ずやアブウがお役に立ってみせます。さあ、善は急げっ。すぐに支部に行きましょう！」

　胸を叩たたいたアブウが立ち上がった。やる気満々になった様子に、とりあえずほっとする。とにかく今日の試験は、成功させなければならない。

「アブウはっ英雄ぅ～、アブウはっ英雄ぅ～」

　節をつけて歌うアブウは上じよう機き嫌げんで、足取り軽く、ぴょんとてすりに飛び乗った。

「えっ、ちょっとアブウ！」

　嫌いやな予感がして声を上げたが一いつ瞬しゆん遅おそかった。浮かれたアブウが、ふわっと空に飛び出す。

「あーっ、しまったぁぁぁぁぁ！」

　いつものように空を飛ぶつもりだったのだろう。アブウが悲鳴を残して落下する。どっぱーんと音がして慌てて手すりに駆かけ寄り海を見下ろすと、金色の髪かみが波間に浮かび上がってきた。

「ご主人様の身体だったんでしたぁ！」

　海面に顔を出したアブウの叫さけびが、この先を暗示しているような気がした。ジャリスは頭痛を覚えて額に手を当てた。
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　ネイレス国の同盟支部は、ブシャカの港にある。丸まる天てん井じようの白い石造りで、門にはネイレス国の紋もん章しようである梟ふくろうが彫ほり込まれ、高い塀へいが建物を囲んでいた。

　煙姿になったジャリスは、アブウの頭覆おおいに隠かくれていた。本来なら船服で訪問するべきだが、細身の服には隠れられず、急きゆう遽きよクマーシュと頭覆いに着替えさせたのだ。

（煙姿って凄く楽だわ。人ひと形がただった時も身体からだが軽かったけど、今はまるで体重を感じない。何だか眠ねむくなりそう）

　すうっと襲おそってきた眠ねむ気けを、ぶるぶると身体を動かして追い払はらう。ちょうど耳元に隠れていたせいか、アブウがうふふ～と妙みような笑い声を上げた。

「ご主人様ぁ。くすぐったいですぅ」

「しっ、静かにしてて！」

　ここは支部の一室だ。石造りの広い部屋の中央に、大きな机と椅い子すがある。それと向かい合うように用意された椅子に、アブウが腰こし掛かけていた。

「大丈夫ですよぉ。誰だれもいないし」

「駄目、誰が聞いてるか判わからないでしょ」

　囁ささやいて、こっそり頭覆いの陰かげから辺りを見回す。一いつ緒しよに来たコダートとシャルマは、別室で待機させられていた。同席を願い出たが、試験は船長が一人で受けて貰うと、却きやつ下かされたのだ。

「いい、絶対にばれちゃ駄目。余計な事も言わない。わたしが囁く言葉をそのまま言うのよ」

「はいっ、お任せ下さい。ご主人様！」

　元げん気き一いつ杯ぱいの返事だが、不安は増すばかりだ。ここで失敗して支部長の不興を買えば、もうこの国で修理費を稼かせぐ事はできなくなるだろう。頭に、ネイレス国の支部長ハディスの厳格な顔が浮かぶ。数少ない海かい賊ぞくでもある彼は、父である海賊同盟の盟主マラファムの昔からの親友だ。

（何度か会った事あるけど、ハディス様は冗じよう談だんとか大だい嫌きらいなのよね。船長をしてた頃ころ、船上でふざけてた乗組員を海に放ほうり込んだって話は有名だわ）

　ちらりと見ると、アブウはこんな状じよう況きようだというのに、のほほんとした表情をしていた。ため息をつきかけた時、両開きの扉とびらが開く。

　アブウとそちらを窺うかがうと、背の高い男が立っていた。やせた身体を黒いクマーシュで包み、黒いひげと刻まれた皺しわが、神経質そうな顔を更に厳しくみせていた。慌ててアブウに囁く。

〝アブウ！　立って、ご挨あい拶さつっ〟

　だがアブウはちょっとだけ首を傾かしげると、座ったままでぽん、と手を打った。

「あれぇ、ハディス様ぁ。お久しぶりでございますぅ。ハディス様が支部長だったんですねぇ。ご出世なさいまし……痛っ」

　アブウがいきなり叫んだのは、ジャリスが耳を引っ張ったからだ。

〝何言ってるのよっ。あなたハディス様を知ってるの？〟

「はいー。知ってま……痛っ」

　普ふ通つうに返事しようとしたアブウの耳を再び引っぱる。あれだけ言い聞かせたのに、やっぱり状況がよく判っていないらしい。

「……久しぶりだな、ジャリス。しばらく会わぬ内に、様子が変わったようだが」

　抑よく揚ようのない声が室内に響ひびいた。慌あわててアブウに耳打ちする。

「え、えーと、お久しぶりでござ……ですー。ハディス様。今日はわ、わたしの為に、お時間をさいて下さりまことに～」

「用件は手短に、時間は限られている。それに語ご尾びを伸のばすな。聞き苦しい」

　ぴしゃりとやられて、ジャリスは慌てた。心の中でアブウに声せい援えんを送る。

（頑がん張ばって！　アブウッ）

「も、申し訳ありませーん。じゃなくて、ありません」

　もごもごと挨拶したアブウに、ハディスが目を眇すがめた。訝いぶかしげな表情で対面の椅子に座る。

「昨日は海うみ蜥蜴とかげの討伐ご苦労だった。盗とう品ひんはこちらで預かり持ち主に戻もどす。海蜥蜴の船は同盟で管理する。質問は？」

「え、えっとー、質問はありませんー」

　ジャリスの言葉をそのまま伝えるアブウは完全な棒読みだ。間延びした声に、ハディスが眉まゆを顰ひそめている。

「……先程も言ったが語尾を伸ばすな。それに貧びん乏ぼう揺ゆすりはやめなさい。足もちゃんと閉じて」

　はっとして頭覆いの陰からアブウの姿を見た。あろう事か、いつもの調子で足を広げて座り、膝ひざがカタカタと揺ゆれている。

〝きゃーっ。アブウ、何やってるのよ！〟

　小声で叱しつ咤たすると、アブウが慌てて足を閉じた。ハディスが呆あきれたようにため息をつく。

「まったく、男に囲まれて船旅をしているとはいえ、女の子だろう。そんな姿を見たら、マラファムが悲しむぞ」

「そんな事ないですよぅ。ご主人様は、可愛かわいらしいお方です！　これには訳が……痛っ」

　むっとした様子で勝手に喋しやべり出したアブウの耳を、思いっきり引っぱった。これ以上話をややこしくする訳にはいかない。

「ご主人様？　誰の事だ」

　厳しい視線を送られ、すぐさまアブウに耳打ちした。何とかこの場をしのぎたい。

「す、すいません。昨日の海蜥蜴の討とう伐ばつで頭を打ちまして。ちょっと記き憶おくが混乱して……」

　苦しい言い訳だが、それでもハディスはほんの少し視線を和やわらげた。

「大丈夫か？　医者には診みせたのか？」

「は、はい、ナッシルさま……いえ、ナッシルに診て貰もらいましたから」

　ハディスが安心したように、息をつく。何とか誤ご魔ま化かせたようだ。思わず胸をなで下ろす。

「試験は受けられるか？」

「も、もちろんです。よろしくお願いします」

　アブウが頭を下げると、彼はそれ以上何も言わず、手元の書類を見つめる。

「では、試験に入る。用意はいいな？」

　ハディスの言葉に、頭覆いに隠れたジャリスは緊きん張ちようして頷うなずいた。それに呼応したように、アブウも深く頷く。

（正念場よ、頑張らなくちゃ！）

　決意が伝わったのか、クマーシュを身につけたアブウの背筋も、ぴんと伸びていた。




　口頭試験の問題は、アラバーナ大陸の地理から始まり、同盟の使命や決まり事など多た岐きに及およんだ。それでもジャリスは、今まで学んだ知識を総動員して、何とか答えていった。間ま違ちがった時点で試験は終しゆう了りようとなる。何問続くか判らない質問に、ジャリスは疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていた。

「よし、正解だ。さすがマラファムが英才教育しただけあるな。次で最後の質問だ。答えられたなら、特別任務を任せる」

　ほっと息をつく。緊張続きだったが、ようやく終わりが見えてきた。

〝頑張りましょ、アブウ、もう少しよ〟

　囁くと、アブウが小さく頷いた。最初はすっとんきょうな事を言っていたが、さすがに慣れたようだ。答えを教えるジャリスの言葉を、しっかりとハディスに伝えていた。

「それでは、最後の質問。二十二年前、同盟の盟主だったシンリクット船長が、ネイレス国の国王スルタンへのべた進言は？」

　これで最後だと一安心していたジャリスは、その質問に息を吞のんだ。

（な、何、それ？　そんなの知らないわ。二十二年前に何があったっけ……）

　必死で考えを巡めぐらせたが、特に思い浮うかぶ事はない。その頃に起こった事件で、ネイレス国が関かかわっていた事などなかったはずだ。

「この質問は難しいが、この国で特別任務に就つくなら知っておかねばならない」

　思わず唇くちびるを嚙かむ。確かにその通りだ。表面的な歴史を知るだけでは、各国の抱かかえる問題には対処できない。そう思って勉強したつもりだが、さすがにジャリスも知らない事はある。

「どうした？　ジャリス。答えられないのなら試験はここまでだ。私も暇ひまではない。判らないのならそう言いなさい」

（ど、どうしよう……。下手へたな事を言ったら、不正解になるし）

　しかし答えはどうしても判らない。仕方なく、それをアブウに伝えようとした時だった。

「……確か、アラバーナ大陸最速船決定戦の事ではなかったですか？」

　困こん惑わくしているジャリスの様子を感じ取ったのか、アブウがおずおずと口を開いた。

〝ア、アブウ、何言って……〟

「ほう、それで、その内容は？」

　だがハディスが、感心したように頰ほおを緩ゆるめた。どうやら正解に近いようだ。

〝アブウ、知ってるの？〟

　問いかけると、アブウが小さく頷いた。そしてハディスに向かって再び口を開く。

「シンリクット船長がこの国の亀き裂れつを利用して、決定戦をやろうと言っていた……じゃなくて、言ったのだと思います。各国の親しん睦ぼくを深めるいいきっかけになるし、何より面おも白しろそうだからと。ちなみに第一回の優勝はバルク号で、ネイレス国の国王が二位。負けた国王は歯がみしてましたねー。それをシンリクット船長が揶や揄ゆするものだから、余計……」

　すらすらと答えたアブウに、ハディスが目を眇めた。

「余計な事は言わなくてよろしい。まったく、ナッシルにでも聞いたのか？　シンリクット船長は確かに人格に難のある方だが、各国がもっと親しくなる為ための……」

「そうですねー、ハディス様も船長にいっつもおちょくられてましたよね。マラファム様にちょっかいだすと倍返しされるから、船長はハディス様ばかりからかって。でも船長の冗談を真面目まじめに取り合うハディス様もいけないんですよぅ。だから騙だまされて島に置き去りに……」

「待て！　なぜそんな事まで知っている。そうか、それもナッシルに聞いたのだな。だがあれは違ちがう。騙された訳ではない。噓うそだと判わかってはいたんだ。だが……」

　調子よく話し始めたアブウに、ハディスが慌てふためいて立ち上がる。だが目を丸くしているアブウに気づいたのか、すぐに息を大きく吸いこんで椅い子すに座り直した。

「コホン、と、とりあえず、何を聞いたかは知らないが、それは誤解だ。いいか、余計な事をこの国で言って回らないように。ナッシルにもそう伝えておけ」

　アブウが満面の笑えみを浮かべて、こっくりと頷いた。

「わかりましたー。誰だれにも言いませんから、お仕事下さーい」

　両手を差しだしたアブウを見つめ、ハディスは顔を引きつらせつつも渋しぶ々しぶと頷いた。
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　沈しずむ夕日が、バルク号の甲かん板ぱんを橙だいだい色いろに照らしていた。支部から帰ってきたジャリスは、道すがら試験の経けい緯いを聞いたコダート達と一いつ緒しよに、甲板にぺたりと座ったアブウを囲んでいた。

「ねぇ、アブウ。どうして最後の質問に答えられたの？　それにハディス様を知ってるの？」

「ハディス様は昔、シンリクット船長と一緒にバルク号で旅をしてらしたんですぅ。その時アブウも一緒だったので、色々知ってますよー。それに二十二年前の決定戦の事も知ってますぅ。アブウもバルク号に乗ってましたから」

　そういえばそうだったと思いだす。アブウはマハル王国で封ふう印いんされる前、シンリクット船長ことターラと一緒に、バルク号に乗って旅をしていたのだ。シャルマが片かた眼鏡めがねを押し上げる。

「なるほど。その場にいたから知っていたのですね」

「はい、ハディス様が支部長だと知って驚おどろきましたぁ。でもハディス様はいい方ですよー。一緒に旅してた時、二人でよく船長にいじめられてたんですぅ。ハディス様は真面目だから、船長の冗じよう談だんをすぐ信じちゃうんです。騙されて無人島に置き去りにされた事もあって。すぐにマラファム様が気付いて戻ったからよかったけど、あのままだったら島でのたれ死んでたかもって、船長が腹を抱えて笑ってましたぁ」

　今のハディスからは考えられないような話だ。コダートが呆れたように呟つぶやいた。

「何でそこで笑うんだ。ターラは」

「本当に。あちこちで迷めい惑わくかけてるわね」

　祖父であるターラの顔を思い浮かべる。英えい雄ゆうと呼ばれる彼の事を知れば知る程ほど、理想から遠ざかっていく。これ以上夢を壊こわさないで欲しかった。シャルマがこちらに目を向ける。

「ジャリス、とにかく試験は成功したんですよね。特別任務は受けられるのでしょう？」

「ええ、内容は追って知らせるから、船で待機するようにって」

　答えると、アブウが顔を上げてほんわかとした笑みを浮かべた。

「ご主人様ぁ。アブウは頑がん張ばったでしょ？」

　青い瞳ひとみをきらきらと輝かがやかせた己おのれの姿は、我ながら結構可愛いのではないかと思う。ただ気になるのは、そんなアブウを眩まぶしそうに見つめるコダートとシャルマだ。よく見ると頰がうっすら赤く染まっている。

「だから、何で赤くなるのっ」

　むっとして叫さけぶと、船室の扉とびらが開いてナッシルが姿を見せた。ナッシルの手には、見覚えがある割れた瓶びんのかけらが載のっている。

「あ、それだわ。海うみ蜥蜴とかげの船にあった瓶。一体何の薬だったの？」

　気を取り直して問いかける。駆かけ寄ると、ナッシルがわずかに眉まゆ根ねを寄せた。

「それが……まず調べた結果から言うと、この中身はただの酒だ」

「お酒……。呪のろいの薬とかじゃなくて？」

　驚いて瓶を見つめる。てっきりこの瓶の液体が原因でアブウと入れ替かわったと思っていた。

「ああ、正しよう真しん正しよう銘めいただの酒。間違いない」

「じゃあ、どうして入れ替わったの？」

　アブウと顔を見あわせる。まるで鏡を見ているようだ。見慣れた青い瞳が不安げに揺ゆれた。

「これが原因でない事は確かだな」

（ナッシルがそこまで言うなら間違いないわ。よーし）

「もう一度、海蜥蜴の船に行って調べてみましょう！」

　早く元の身体からだに戻もどりたい。そんな気持ちを察してくれたのか、みんなが大きく頷いた。
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　バルク号の梯はし子ごを降りたアブウは、夕暮れの港でジャリス達が来るのを待っていた。準備している彼女達より先に出てきたのは、〝ある事〟が気になったからだ。

「うーん、確かこの辺りに……」

　腰こしにぶら下げた水差しを手にする。いつもなら吸い付くように馴な染じむはずだが、今は冷たい金属の感かん触しよくしかもたらさない。思わず涙なみだがこみ上げた。

「ううっ、駄だ目めですねぇ。やっぱり元に戻らないと無理ですぅ。もう人間の身体は嫌いやですよぅ」

　人間の身体は重いし、歩くという普ふ段だんあまりしない行こう為いも疲つかれてしまう。ジャリスはいつもこんな感じなのかと、同情すら覚えた。

　ちょうどその時、ふと背後に何者かの気配を感じた。ジャリス達が来たと思って振ふり向むこうとすると、口元に布が押し当てられる。

「な、なにするんっ……ううっ」

　声を出そうとしたが、すぐにくぐもった。鼻につーんとくる異い臭しゆうを嗅かいで頭がくらりとする。

　やっと布がはずされた時には、アブウは深い眠ねむりの中に落ちていた。




　アブウが目を覚ましたのは、薄うす暗ぐらい狭せまい部屋だった。床ゆかに横たわったアブウは、ゆらゆらと揺れる感触に気付く。潮の香かおりが辺りに満ちていた。どうやら船室にいるようだ。

「あれぇ、バルク号じゃないですよねぇ」

　ぼんやりと呟いて起きあがろうとしたが動けない。見ると両手が縛しばられていた。

「な、何で？　何でこんな事に……！」

　慌あわてて身をよじると、部屋に明かりが灯ともった。眩しさに目を瞬またたかせつつ、辺りを見回す。

「あ！　あなた、えっと、カーディ」

　腕うで組ぐみして壁かべに凭もたれている男を見て声を上げた。海蜥蜴の頭かしらカーディが、ふふんと余よ裕ゆうの笑みを浮かべて、こちらを見つめている。

「油断したな。お前の事を調べたぜ。海かい賊ぞく見習いのジャリス・シンリクット。盟主の娘むすめらしいな。お前と引き替えに、仲間達と船を返して貰もらう」

「そ、そんな事できる訳ないでしょう！　ご主人様を傷つけると、アブウが許しません！　食らえっ、アブウ必殺水大たい砲ほう！」

　声を張り上げたが、水差しはうんともすんとも言わない。何度も何度も呪じゆ文もんを唱えていると、カーディが呆あきれたように肩かたを竦すくめた。

「……何やってんの？　お前」

「あ、そうだ！　今ご主人様なんだったっ」

　ようやく思いだして真っ青になる。最大の危機だというのに魔ま法ほうが使えない。唯ゆい一いつ身を守る手段だというのに。

「何を訳の判らない事を言ってんだ。静かにしとけよ。大事な人ひと質じちだから殺すつもりはないけど、暴れるなら話は別だぜ」

　低い声ですごんだカーディを見上げる。怖こわくて怖くて、涙が溢あふれてくるのを止められない。

「た、助けてくださいー。痛い事とかは駄目ですぅ。ううっ……」

　ふぇ～んと泣きべそをかくと、カーディが驚いたように軽く目を見開いた。

「この間と随ずい分ぶん違ちがうな。もっと気が強いのかと思ってたけど、やっぱり女だな」

　カーディがにやにやと笑いながら、アブウの顎あごを片手で持ち上げる。

「お前、泣き顔が可愛かわいいな。もっといじめたくなる。そうだ、俺の女にしてやるよ」

　意味にはすぐに気づいた。アブウには縁えんのないはずの言葉だ。それでも今の状じよう況きようでは、それがどれだけまずいかはよーく知っている。思わずこの世のものとは思えない絶ぜつ叫きようを放った。

「ひぃぃぃぃ！　い、嫌ですぅ！　そんな事になったら、みんなに殺されますーっ」

　船室に情けない声が響ひびいたが、カーディの薄うす笑わらいがやむことはなかった。
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「今、アブウの悲鳴が聞こえた！」

　煙けむり姿で叫んだジャリスは、周りを見回した。突とつ然ぜん消えたアブウの捜そう索さくを始めた矢先だった。

「何にも聞こえないぞ」

　ジャリスを肩に乗せたコダートが、同じように周りに目を向ける。辺りは暗く丸い月が顔を見せ、昼間賑にぎやかだった港は静けさに包まれていた。

「いえ、確かに聞こえたわ。それに何だか身体が引っぱられるような感触があるの！」

　ふわりとコダートの肩から飛び上がる。意識せずとも、身体はアブウの声が聞こえた方向に飛んでいた。後に続くナッシルが声を上げる。

「そういや、アブウに聞いた事がある。水差しは身体の一部だから離はなれると呼び合うってな」

　ジャリスはそのまま勝手に動く方向に身を委ゆだねた。アブウが一人でどこかに行くはずがない。きっと何かあったのだ。

　宵よい闇やみに吸いこまれるように、ジャリスは生まれて初めて自分の力だけで宙を飛んでいた。
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「だ、駄目ですってばぁぁぁぁ！」

　アブウは狭い船室に響き渡わたるような悲鳴を上げた。のしかかってきたカーディが、アブウの顎を片手で捕とらえる。そしてにやりと笑った。

「好きなだけ叫べよ。どうせ誰だれも来ない。この船には俺の仲間しかいないからな」

　縛られているせいで抵てい抗こうすらできない。カーディの身体の重さと体温が、服越ごしに伝わる。

「ち、違ちがうんですったら。アブウはアブウなんですぅ。ご主人様じゃないんですぅぅ！」

　じたばたしたが、カーディに上手に押さえ込まれてしまう。すぐ目の前に顔が近づいた。

「さっきから妙みような事ばっかり。ジャリス・シンリクットは、バルク号の船長で金きん髪ぱつ碧へき眼がん。お前みたいに目立つ奴やつが他ほかにいるか。往おう生じよう際ぎわが悪いぞ」

「そ、そうですけど、でも違うんですぅ。ああ、何て言ったらいいんでしょう！」

　混乱して叫ぶと、カーディが更さらに笑えみを深くした。

「お前の泣き顔、本当に可愛いな。もっと泣かせてみたくなるよ」

「いやーっ。男に襲おそわれるのだけは死んでも嫌ですぅ！」

　自由な足を使って蹴けり上げようとしたが、カーディには通じなかった。逆に足を押さえられ、身じろぐ事もできなくなる。

「もう降参か？　お嬢じようちゃん」

「ひぃぃぃぃ！　顔がっ、顔がすぐ近くに！　誰だれか助けてーっ」

　もう駄目だと思った。ご主人様の身体を守る事もできなかった。ジャリスにあわせる顔がない。ごめんなさーいっと心の中で叫んで、ぎゅっと目を瞑つぶった時だった。

「アブウ！」

　バン！　と扉が開く。名前を呼ばれて、はっと目を開いた。扉を見ると、立っていたのは銀色の髪かみと瞳をもつ己の姿だ。こちらを見て顔を引きつらせたジャリスが大声を上げた。

「わたしの身体に何て事するのよーっ。お嫁よめにいけなくなったらどうするの！」

　叫んだジャリスが、カーディに体当たりした。さすがのカーディも虚きよをつかれて床を転がる。

「ご、ご主人様ぁ。怖かったですぅ！」

　こちらに駆かけ寄ったジャリスが、すぐに縄なわを解こうとしてくれる。しかし素す早ばやく立ち上がったカーディが、腰の剣けんを抜ぬいた。

「またお前か、邪じや魔まするなら容よう赦しやしねぇ！」

　ジャリスが毅き然ぜんとした表情で、カーディに向き直る。銀の瞳ひとみに闘とう志しが溢れた。

「勝負をつけましょ。カーディ。海賊同盟の名において、あなたを連行します！」

　ジャリスが叫さけぶと、どかどかと天てん井じようから足音が響いた。

「ご、ご主人様、みんなは？」

「甲かん板ぱんよ。まだ仲間がいてそいつら……」

　ジャリスの言葉を遮さえぎるように、カーディが素早く斬きり掛かかる。ジャリスは軽い身のこなしで避よけると、腰に差した剣を抜いた。一いつ触しよく即そく発はつの事態に思わず声を上げる。

「ご主人様。魔法を使ってくださいーっ」

　ジャリスがはっとした表情になる。ジャリスの身体になったアブウは、魔法が使えない。ならばきっと、アブウの身体になったジャリスは魔法が使えるはずだ。

「させるかっ！」

　カーディが剣を振り上げる。ジャリスが慌てたように、口早に叫んだ。

「えっと……確か、タブディール！」

　昨日自分が唱えた呪文だった。だがそれを聞いて、さあっと血の気が引く。

「ああーっ、その呪文は……」

　止めようとしたがもう遅おそい。アブウが首から下げていた金色の指輪が、きらりと眩まばゆい光を放つ。そしてポンッと音を立てて、狭い船室に黒い煙が舞まい上がった。

「またかよっ！」

　カーディが口元を覆おおい、船室の外に逃にげ出した。ジャリスが片かた膝ひざをついて呻うめいている。

「そ、その呪文は、駄だ目めなのに……」

　呟つぶやいたのを最後に、アブウはくらくらした頭を抱かかえ、意識を手放していた。
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　目が覚めると、バルク号の船長室だった。ジャリスはすぐに今までの事を思いだし、がんがんと痛む頭を抱えて起きあがる。

（あれ、どうなったんだろ？　ここにいるって事は、カーディは……）

　ぼんやりと考えていたジャリスは、流れ落ちてきた自分の髪にあっと叫んだ。

「き、金色だわっ、あれ、手も小さい！　も、もしかして……」

　慌てて立ち上がり、鏡の前に立つ。映っていたのは、金髪碧眼の見慣れた自分の姿だった。

「や、やったーっ！」

「ご、ご主人様ぁ、どうしたんですかぁ？」

　思わず両手を上げて叫ぶと、背後から吞のん気きな声が聞こえた。振ふり向むくと、煙姿のアブウが寝ねぼけ眼まなこでふわふわと浮ういている。

「アブウ！　よく見てっ。戻もどったわよ。わたし達、元に戻ったわよ！」

　やっと目を覚ましたのか、アブウが鏡の前に移動した。そしてそのまま人ひと形がたの姿になる。

「ああーっ、本当ですぅ！　身体からだが軽いですぅ。やったーっ」

　手を握にぎりあって飛び上がり、ひとしきり二人で喜び合う。だが、ふとある疑問がわいた。

「あれ？　でも何で戻れたの」

　首を傾かしげると、アブウがびくっと身体を震ふるわせた。そして引きつった笑みを浮かべる。

「え、えっと、あの時、その指輪が光りましたよ。そのせいじゃ……？」

　アブウが指したのは、ジャリスが首から下げている金の指輪だ。魔ま力りよくを増ぞう幅ふくするという指輪は、魔物ジン達に狙ねらわれている。奪うばわれないよう肌はだ身み離はなさず持っていた。

　先さき程ほどの状況をよく思い出してみる。どうにも腑ふに落ちない事があった。

「でも呪文を唱えたと同時に光ったわ。それにアブウ、何でびくびくしてるの？」

　あたふたとしながら目を瞬またたかせているアブウを見て、嫌いやな予感がした。

「あの呪文。新しい魔法って言ってたけど最初に入れ替かわったのもあれを唱えた時だったわね」

　怯おびえたように身を縮めたアブウを見て、自分の考えに確信を持つ。それが正しいのか、やはり確かめるべきだろう。もうこんなおかしな事件はたくさんだった。

「アブウッ、一体あれは何の魔法だったのよ！」

　容赦なく追つい及きゆうすると、アブウは観念したのか情けない顔でごめんなさいーっと頭を下げた。
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「呪じゆ文もんを間ま違ちがってた!?」

　朝日の射さすバルク号の甲板に立ったコダートは、ジャリスの話を聞いて目を丸くした。

　目の前には普ふ段だんと変わりない毅然としたジャリスと、項うな垂だれて座り込んだアブウがいる。二人が元に戻った事は、すぐに判わかった。表情と態度を見れば、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　昨夜コダート達が海うみ蜥蜴とかげの船室に飛び込むと、ジャリス達が倒たおれていた。逃げようとしていたカーディ達を捕つかまえた後、目を覚まさないジャリス達をバルク号へと運んだのだ。

　隣となりにいたシャルマが、アブウを見み据すえて辺りが凍こおり付く程冷たい声を出す。

「一体、何の魔ま法ほうを使ったんですか？」

　ジャリスが持っていた分厚い本を差しだした。コダートは、背表紙の文字を読んでみる。

「精霊ジヤーンの為ための魔法入門書？」

「あ、あの、その本を参考にしたんですけど、でも違うんですぅ。本当は敵を従わせるタビアーという魔法を使おうと思って、うっかりタブディールって……」

　俯うつむいたままぶるぶる震えるアブウに、思わず呆あきれた声を上げてしまう。

「〝タ〟しか合ってないだろ！　大体タブディールってどんな魔法なんだ？」

「〝交こう換かん〟という魔法ですぅ……。でもでもでも、交換の魔法は例えば石を金に変えたりとか、そういう物質に使う魔法だし、上級精霊にしか使えないんですぅ」

　どうやら言い訳しているらしい。ジャリスがため息をついた。

「多分、その魔法に指輪の力が何らかの形で作用したんだと思うわ。でも入れ替わったのは、あの瓶びんの液体が原因じゃなくて……」

　全員に睨にらまれて、アブウがさすがにしょんぼりとする。

「ご、ごめんなさーい。悪気は……」

　厳しい表情のシャルマが口を開こうとする。恐おそらく小言が始まるのだろう。シャルマの小言はコダートでさえ背筋が凍る。さすがにアブウが気の毒だった。

　だがシャルマが珍めずらしくうっと呻いた。不思議に思ってアブウを見ると、うるうると涙なみだを浮かべてシャルマを見つめている。シャルマが顔を逸そらすと、こちらにもその表情を向けた。

（うっ、どうもこの目で見られると、アブウが中身だった時のジャリスが……）

　これから先一生見られないだろうジャリスの泣きべそ顔は、凶きよう悪あくな程に可愛かわいかった。目の前にいるのはアブウだが、それでもあの時のジャリスと重なるのだ。

「……もうその魔法は、使わないように」

　珍しく慌あわてたシャルマが、片かた眼鏡めがねを押し上げた。彼の気持ちはよく判る。この目で見つめられたら、さすがに怒おこる気にはなれない。

「何でみんな、今日はそんなに優やさしいの！」

　怒いかりが収まらない様子のジャリスだが、アブウが更に謝ったのを見て、仕方なさそうに頷うなずく。

「もういいわ。アブウもわたしを助けようと一いつ生しよう懸けん命めいだったんだし。とにかく元に戻れたし」

「わーい、ありがとうございますぅ」

　先程までの泣き顔はどこへやら、アブウが万ばん歳ざいして満面の笑えみを浮かべる。そして元気良く立ち上がると、にこにことジャリスに話しかけた。

「元に戻れてよかったです。でもご主人様の身体も面おも白しろかったですよぅ。いやー、ご主人様は案外胸がちっちゃくて……」

「いやぁぁぁぁ！　何言ってるのよっ」

　胸を隠かくすように、身体の前で両手を交差させたジャリスが、真っ赤になって叫んだ。

「あ、見てませんよぅ。たまたま手がぶつかったというかぁ……」

　ジャリスが怒りの形相を浮かべたのに気づいたのか、アブウが慌てて逃げ出した。ジャリスが両手を振り回し追いかけ始める。

「またうるさい一日の始まりだな」

　どたばたと走り回る二人を見て呟くと、シャルマが薄うすい笑みを浮かべた。

「いいじゃないですか。この船らしくて」

「そうだな。騒さわがしくて、あり得ない事ばかり起こるのがバルク号の日常だ。本当にこの船に乗ってると飽あきないよ」

　肩かたを竦すくめたコダートは、いつも通り朝の仕事を始めたのだった。

























　からからに乾かわいた砂さ漠ばくの唯ゆい一いつの救いは、地下水がわき出るオアシスだ。

　バルク号船長ジャリスは、水辺に座り夜空に浮かぶ満月を見上げていた。砂漠といえど、夜は冷える。サウルナ国を目指し砂漠を旅して三日になるが、昼夜の気温差が激しいのには、どうしても慣れない。身体をぶるりと震わせたジャリスは、腰こしの水差しに目を向ける。

「ねぇ、アブウ。相談があるんだけど」

　ぽわんと煙けむりが舞まい上がり水差しの精霊ジヤーンアブウが現れた。ふわふわと宙に浮いてにっこり笑う。

「はーい、何ですかぁ。ご主人様」

「あのね、サウルナ国に、シャイ悪ターン魔達がいるかもしれないのは知ってるでしょ。わたし達の正体が、彼らに知られてはならないわ。それでね、わたしの金きん髪ぱつや青い瞳ひとみは、みんなと違ちがうから目立つでしょ。魔法で姿を変えたりとかできない？」

　アブウの表情が一いつ瞬しゆんで固まる。返事を聞かなくても、答えが判ってしまった。

（うっ、やっぱり無理ね……）

　落らく胆たんして肩を落とすと、アブウが慌てて声を上げる。

「で、できますよっ」

「えっ？　ほ、本当に？」

「そ、そんなの簡単ですぅ。アブウにお任せ下さい。確か魔法入門書に姿変えの魔法が……」

　アブウが、どこからか取り出した分厚い本をめくりだす。その姿に思わず眉まゆを顰ひそめた。

「……前もその本に書いてある呪文で、丸一日わたしと身体からだが入れ替かわったわよね」

「あ、あれは呪文を間違ったせいです。今度は大だい丈じよう夫ぶですよぅ」

　胸を叩たたいているが微び妙みように顔が引きつっている。ジャリスは不安を覚えずにはいられなかった。
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　朝日が昇のぼった砂漠は、夜の寒さが噓うそのようだ。まだ早朝だというのに、じりじりと日差しが照りつける。出発の用意をして天幕から出たジャリスは、思わず顔を引きつらせた。

「何で、わたしのラクダが光ってるの!?」

　大きなこぶを持つラクダが金細工で飾かざられ、眩まばゆく輝かがやいていた。昨日までは確かになかったはずだ。誰だれの仕し業わざなのかは、聞かなくても判っていた。

「ジャリス、気に入ってくれたかな。君にふさわしいように飾ってみたんだ」

　艶つやのある笑みを浮うかべたのは、タバラン国の結けつ婚こんしたい男一位であるクアイ皇子だ。

「……クアイ皇子。何度も言ったと思いますけど、サウルナ国にはあなたの侍じ女じよとして潜せん入にゆうするんです。正体がばれてはいけないし、目立ってはまずいんです」

「だが、君は将来俺の花はな嫁よめになるんだ。いつでも最高の……」

「どこの世界に、皇子とお揃そろいの金ぴかラクダで旅する侍女がいるんですかっ」

　びしっと指し摘てきすると、クアイがうっと言葉を詰つまらせた。

「金細工を取って下さい。それと、その煌きらびやかな衣装は、絶対着ませんっ」

　クアイが両手で持っているのは、宝石が縫ぬい込まれた鮮あざやかな緋ひ色いろの上衣だ。

「だがこれは砂漠の強い日差しでも、絶対に日焼けしないんだ。君の白い肌はだが、日差しのせいで赤くなるなど許せんっ。太陽と戦ってでも俺は阻そ止しして……」

　長々と続きだした台詞せりふに、ジャリスは頭痛を覚えて額に手を当てた。




　ラクダの金細工を取り外したジャリスは、見み渡わたす限かぎり続く砂漠へと出発した。

　黒い上衣を頭から被かぶり、砂が口に入らないよう、布で口元を覆おおう。普ふ段だんは船で海を旅しているだけに、ラクダに揺ゆられながらの旅は新しん鮮せんだった。

「カッサラ、サウルナ国には、後どのぐらいでつくの？」

　クアイの従者数十人と、バルク号の乗組員、そしてサウルナ国の海軍大たい佐さカッサラが同行している。カッサラは、黒い瞳をジャリスに向けた。

「もうサウルナ国の領土には入っている。何事もなければ、あと四日程ほどで首都につくはずだ」

　斜ななめ前を行く、バルク号の乗組員コダートが、肩を竦めながら振ふり向むいた。

「何事もなければ、だろ。絶対何かある気がするぞ。計画通りに事が運んだ事なんて、滅めつ多たにないんだから」

「大丈夫よ。カッサラが道案内してくれるし」

「ええ、ジャリス。あなたが何もせず、余計な事に首を突つっ込まなければ、順調に進みます」

　後ろからついてくる、副船長のシャルマの一言に、思わず口を尖とがらせる。

「ちょっと！　まるでわたしがいつも面めん倒どうを起こしてるみたいじゃないっ」

「いつもじゃないけど、大方そうだろう」

（ひ、ひどいわっ、コダート。で、でも、言い返せない……）

　黙だまってしまったジャリスの代わりに声を上げたのは、金細工の鞍くらに跨またがったクアイだ。

「何て事を言う！　ジャリスは確かに好こう奇き心しん旺おう盛せいでおせっかいで、事件に自分から突っ込んでいってしまうが、それは彼女の美しく清らかな心が困っている人を放ほうっておけないからだっ」

「……前半は的確なのに、どうして後半は思いこみが入るんだろうな」

　コダートの呟つぶやきに思わず頷うなずく。自分の事ではあるが、明らかにクアイの抱いだくジャリス像は間ま違ちがっている。だが反論してもクアイの口には敵かなわない。気を取り直して前方を見つめた。

「と、とにかく、目的がある以上、余計な事に惑まどわされたりしないわ。約束する！」

　ジャリスは宣言した通り、どこまでも続く砂の海を黙もく々もくと進んだ。

　砂漠の暑さは格別だ。すぐに口がカラカラに渇かわいてしまう。水を溜ためた皮かわ袋ぶくろを取り出そうとすると、先頭を行く最年少乗組員のリクが声を上げた。

「ねぇ、ジャリス。あっちの方から煙が上がってるよ」

　指さした方には何も見えない。首を傾かしげていると、カッサラがはっとしたように目を見開く。

「煙けむり……まさか！」

　カッサラの声と同時に、従者達が急にどよめいた。慌あわてて彼らの指す方角に目を向けると、先程まで真っ青だった空がいつの間にか砂すな煙けむりに覆われ、薄うす暗ぐらくなっていた。

「あ、あれって、もしかして……」

　びゅうっと吹ふき荒あれた熱風に、思わず顔を伏ふせる。そしてふとある事を思い出した。砂漠に吹く猛もう烈れつな季節風のせいで起こる、恐おそろしい現象を。

「砂すな嵐あらしが来るぞ！　すぐに避ひ難なんだ。巻き込まれたら命はないぞっ。さっき休んだオアシスに、大きな岩があっただろう。その陰かげに隠かくれてやり過ごすんだ。急げっ」

　カッサラの指示で、全員慌ててラクダの向きを変える。幸い出発したばかりだった為ため、すぐにオアシスが見えてくる。近くにそびえる大きな岩なら、みんな隠れられそうだった。

「もう少しよ、急いでっ」

　まるで津つ波なみのような砂嵐は、どんどん背後に迫せまってきていた。空まで届くような巨きよ大だいな砂の壁かべに吞のみ込まれたら、ひとたまりもないだろう。だが激しく動き出したラクダのせいで、腰こし帯おびが緩ゆるんだようだ。腰帯にぶら下げていた、アブウの水差しが落ちてしまった。

「あっ……！　アブウッ」

　呼んだが返事はない。そういえば、昨夜徹てつ夜やで魔ま法ほう書を読んでいたアブウはまだ眠ねむっていた。

（まだ間に合うわっ）

　慌ててラクダから降りて、水差しを取りに戻もどった。砂に埋うもれそうになった水差しを握にぎりしめると、コダートの叫さけび声が聞こえる。

「ジャリスッ。危ない！」

　顔を上げると、砂嵐はすぐ側そばまで近付いていた。慌ててジャリスはラクダに跨る。だがラクダは押し寄せる砂嵐に怯おびえたのか、言う事を聞いてくれなかった。

「頑がん張ばって！　逃にげるのよっ」

　叫んだ時は既すでに遅おそかった。凄すさまじい勢いで襲おそいかかった砂嵐は、ジャリスの身体を一気に吞み込んでしまっていた。
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　人の話し声で目が覚めた。ジャリスはがんがんと痛む頭に手をやり、ゆっくりと目を開く。

「おおっ、青い瞳だ！　やはり神は我らを見捨てなかったっ」

　まばゆい太陽を遮さえぎるように、見知らぬ男達がジャリスを見下ろしていた。

「な、何？　あなた達」

　喋しやべると、口に入った砂がじゃりじゃりと音を立てた。気持ち悪かったが、今はそんな事を気にしている場合ではない。慌てて起きあがると、男達が一いつ斉せいに跪ひざまずく。

　周りを囲む数十人の男達は、砂漠特有の黒い上衣を羽織っていた。

「その金髪に青い瞳。あなた、神様の使いでしょ？」

「俺達を助けにきてくれたんですよね」

「やっぱり日ひ頃ごろの行いがいいからかな」

「そうだよ、四十人の盗とう賊ぞくなんて呼ばれてるけど、弱い奴やつから盗ぬすんだ事ないしな」

　男達がわいわいと話し始めるのを聞いて、目を見開く。

「ちょっとまって。あなた達、盗賊なの？」

　男達がうんうんと頷いた。思わず顔を引きつらせて辺りを見回す。だが見渡す限りの砂さ漠ばくには、コダート達の姿はなかった。

（も、もしかして、まずい状態？）

　すぐさま立ち上がると、男達の一人がぎゅっと裾すそを摑つかんだ。

「な、何するのっ」

　腰こしに手をやったが、剣けんがない。慌てたジャリスは、手にぶつかった硬かたい感かん触しよくを握りしめた。

「ア、アブウ！」

　水差しを掲かかげると、煙がぽわんと舞まい上がる。ふぁぁとあくびをしながら現れたアブウに、盗賊達が目を丸くした。

「すげぇ！　宙に浮いてるっ」

「やっぱり神の使いだよ！　精霊ジヤーンを操あやつるなんて」

「これで助かるぞっ。ばんざーい！」

　両手を上げて喜んでいる男達に、ジャリスは訳が判わからず、呆ぼう然ぜんとしてしまった。




「あの、帰りたいんですけど」

　ジャリスが盗賊達に連れてこられたのは、小さなオアシスだ。赤い絨じゆう毯たんに座ったジャリスとアブウの目の前には、何皿もの料理が並べられていた。

「そんな事言わないで下さい。神の使い」

「違ちがうってば。わたしはジャリス、神の使いなんかじゃないわ」

「いいえ、あなたは俺達の善行を知っている神様が、使わしてくれたのです」

「善行って……あなた達、盗賊でしょ？」

　呆あきれたような声は、彼らには届いていないらしい。先程数えてみたが、ちょうど四十人いる盗賊達はジャリスを囲んで座り、満面の笑えみを浮うかべていた。

「あ、あの、ジャリス様。俺は盗賊団の副ふく頭がしら、ウナッフです。ご存じの通り我々は困ってます」

　大おお柄がらな身体からだを丸め、ウナッフが口を開く。三十歳前後で彫ほりが深く精せい悍かんな顔立ち。無ぶ精しようひげを生やしているせいか強面こわもてに見えるが、話し方や表情は穏おだやかだ。

「様はいりません。それにわたし、何にも知らないんですけど」

「そんな事言わないで助けて下さい。えっと……ジャリス。凄すごく困ってるんです」

　ウナッフが浅黒い顔をぐにゃりと歪ゆがませると、盗賊達全員が俯うつむいて、しくしくと泣き声を上げる。四十人が一斉に男泣きする姿は、さすがに見た事がなかった。

「な、何なのよ。一体何があったの？」

　仕方なく聞いてみると、ウナッフが涙なみだで潤うるんだ瞳ひとみを向けた。

「実は三日ほど前、俺達の隠れ家がに化け物が現れて……」

「化け物……って、どんな？」

　思わず身を乗り出すと、盗賊達が口々に話し始める。

「とにかくすげぇ化け物なんです」

「ええ、見上げる程ほど大きくて」

「目がぎらりと光って、牙きばがぐっと出て」

「ま、待って。悪いんだけど、誰だれか代表で話して。みんなで一斉に喋られたら判らないわ」

　興奮してざわつく男達を手で制すと、ウナッフが頷いた。

「では俺が。その化け物が俺達の隠れ家にやってきて、みんなが逃げようとして」

「違うよ。それじゃ俺達が弱虫みたいじゃん！」

「そうだよ。一応戦おうとしたじゃないか。なのにお頭が……」

「だからっ、喋るのは一人にして。話が進まないでしょ！」

　一いつ喝かつすると、男達がしょぼんとして黙り込む。ウナッフがおずおずと口を開いた。

「……とにかくお頭がすぐに逃げ……いや、一時撤てつ退たいを命令したんですけど、最後まで残ったお頭が捕つかまっちゃって。俺達、助けに行きたいんですけど……」

　ウナッフがちらりとこちらに目を向ける。それが何を意味しているのか、一いつ瞬しゆんで悟さとった。

「無理よ。絶対無理！　わたし、神の使いなんかじゃないしっ。手助けなんか出来ないわよ」

　首をぶんぶん振ふって立ち上がる。彼らの事情も判るが、自分にも大事な目的がある。

「わたし、すごく急いでいるの。それに余計な事には首を突つっ込まないって約束……うっ」

　はっきり断ろうとしたが、うるうると見上げる盗賊達に思わず言葉を詰つまらせた。

（こ、この捨てられた子犬のような目……）

　ウナッフ達は、ジャリスの隣となりで浮かんでいるアブウも見上げる。

「こんなに立派な精霊様を操れるんでしょう？　宙に浮けるなんて凄いです。化け物なんて簡単にやっつけられますよね。アブウ様！」

　嫌いやな予感がした。案の定アブウが、ぐーんと胸を反らせる。

「もちろん。アブウに何でも任せるとよいぞっ。ただし、命令できるのはご主人様だけである」

　口調が変わり、えっへんと胸を張るアブウに頭を抱かかえて内心で叫ぶ。

（駄だ目めよーっ、アブウ！　化け物なんて、本当に見たら一番に逃げるでしょーっ）

「お願いします。もしお頭を助けてくれたら、隠れ家にある財宝を差し上げます」

　頭を下げたウナッフに、アブウが目を輝かがやかせる。そしてジャリスにうきうきと囁ささやいた。

「ご、ご主人様、財宝ですって！」

〝財宝〟という言葉に心が弾はずんだ。それでもぐっと堪こらえる。今はそれどころではないのだ。

「駄目だってば。みんなきっと心配してる。早く戻らなきゃ。ウナッフ、悪いけど……」

「でも凄い財宝ですよ。箱一いつ杯ぱいの金貨に果くだ物ものの形をした宝石。不思議な力を持つ指輪に……」

「ごめんなさい。時間がある時だったら凄く……えっ、不思議な力を持つ指輪？」

　慌あわてて顔を上げると、ウナッフがうんうんと頷うなずいた。

「はい、隠れ家には、昔砂漠を暴れ回っていた伝説の盗賊団が残した財宝があるんです。十年前、お頭が財宝の地図を頼たよりに探し当ててくれて。その中に不思議な指輪が。よくは知らないけど、凄い力を持ってるとか。緑色で綺き麗れいですよ」

　思わず目を見開いた。魔ま力りよくを増ぞう幅ふくさせるという四つの指輪を、ジャリスは探していた。三つはシャイ悪ターン魔に奪うばわれたが、残り一つはどこにあるのか判らないままだった。

（確か……残り一つの指輪は、翡ひ翠すいの指輪だったはず。だったら、緑色よね）

「そ、その指輪って、隠れ家にあるの？」

「はいっ。お頭を助けてくれたら差し上げます！　何でも持っていって下さい」

　うるうるした目で見つめられると、どうにも嫌だと言えない。ジャリスは考え込むように腕うで組ぐみをして、青い空を見上げていた。
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「コダート、捜そう索さく隊を組みました。あなたと私とカッサラで指揮を」

　シャルマの言葉に、コダートは頷いた。コダート達がいるのは、巨きよ大だいな岩の陰かげにあるオアシスだ。砂すな嵐あらしに巻き込まれたジャリスを捜さがしているが、一晩たっても見付けられない。

（ジャリスはどこにいるんだ。最悪……）

　頭に浮かんだ恐おそろしい考えを振り払はらう。心配で心配で、胸が押しつぶされそうだった。

「砂漠は危険です。早く見付けなければ」

　冷静な声こわ色いろだが、地図を持ったシャルマの手がわずかに震ふるえていた。コダートはぐっと唇くちびるを嚙かみしめる。たとえ砂嵐から逃のがれられたとしても、水も持たずに砂漠を彷徨さまよえば命はない。

　早さつ速そくラクダに跨またがろうとすると、ふと天幕に座るクアイの姿が目に入る。

「……あいつ、おかしくないか？」

　クアイは、ふっふっふっと笑いながら膝ひざを見つめている。昨日はジャリスを救おうと、砂嵐の中に飛びこもうとさえしたのに、今朝は不気味な程静かだった。

　クアイの様子に気付いたのか、シャルマがすっと片かた眼鏡めがねを押し上げた。

「ええ、この状じよう況きようならあの馬ば鹿か……いえ、皇子は一番に大おお騒さわぎするはずなのに」

　シャルマと二人で静かに天幕に近付いた。何かある、その直感は間ま違ちがっていないはずだ。

「何をしておいでです？　クアイ皇子」

　シャルマが声をかけると、クアイは膝に置いた地図を、さっと手で隠かくした。

「何でもない。お前達は早く捜索に行け」

「あなたは行かないのですか？」

「ジャリスが自力で帰ってくるかもしれない。俺はここに残ってみんなの連れん絡らく役を務めよう」

　珍めずらしく控ひかえめな言葉に余計不信感が募つのった。そっと見ると、シャルマも眉まゆ根ねを寄せている。

「皇子、落ち着かれているのは何か訳があるのでは？　その地図はなんです」

「訳なんてないさ。俺はただ、地図で砂漠の地形を見ていただけだ」

　すまして答えたクアイに、シャルマが訝いぶかしげな視線を向けた。

「本当にそうですか？　もし何か知っていて言わないのなら、ジャリスへの裏切り行こう為いですよ。ジャリスが見つかったら一番に報告しなければ。クアイ皇子は私達に協力する気はないようだと。信用できないので一いつ緒しよに旅はできませんとね」

　シャルマの考えはすぐに察しがついた。すっと口元をつり上げる。

「ああ、副船長のシャルマが言うなら、ジャリスも考えるだろうな」

「クアイ皇子が心底嫌きらいになるよう、色々と話を脚きやく色しよくしましょう。私の話が本当だと証言してくれますよね。コダート」

「もちろんだ。俺達二人が言えば、ジャリスは絶対信じるさ。クアイ皇子とは口もきかなくなるだろう。その方が都合がいい」

　くっくっくっと笑うコダート達に、クアイが一気に目を剝むいた。

「き、きさまらーっ」

　憎にく々にくしげに叫さけんだクアイだが、すぐに考え込むように目を逸そらす。やがて渋しぶ々しぶと地図と豆まめ粒つぶ程の黒い石を取り出した。

「くっ、仕方ない。ジャリスに嫌われるのは困るからな。……これはタバラン国の学者と呪じゆ術じゆつ師しが協力して作った〝呼び石〟だ。黒石を地図に置くと、片割れの赤石がある位置を示す。昨夜赤石がゆっくりと移動していた。ジャリスは無事だ」

　地図の上に置いた黒石が勝手に動き始め、南の方角で止まると鈍にぶく輝いた。

「随ずい分ぶんと便利な物をお持ちで。要するに、これをジャリスに持たせているのですね。内緒で」

　シャルマが冷たく問うと、クアイがふんっとそっぽを向いた。

「お前達はいつでもジャリスの側そばにいられるが、俺はそうはいかない。お前達はふらふら行き先を変えるから、追うのが大変なんだ。これのおかげでネイレス……」

　はっとしたクアイが、慌てて口を押さえる。シャルマがきらりと目を光らせた。

「なるほど。やっと疑問が解けました。なぜ突とつ然ぜん、ネイレス国にあなたが現れたのかね」

　王宮の一室を埋うめ尽つくす程の花を持って現れたクアイ。なぜ王宮にジャリスがいると判わかったのか、ずっと不思議だった。コダートは腰こしに手をあてる。

「だが、ジャリスは行方ゆくえ不明なんだぞ。なんで石の事を黙だまってたんだ？」

「俺が颯さつ爽そうとジャリスを助け出す為ために決まってるだろう。そうすれば絶対に彼女も惚ほれ直す！」

　拳こぶしを握にぎりしめた姿に、思わず呆あきれてしまう。クアイがさっさと立ち上がった。

「予定が狂くるったが仕方ない。彼女は南の方角だっ。さっさと行くぞ！」

　意い気き揚よう々ようとクアイがラクダに向かう。冷たい空気を辺りに漂ただよわせたシャルマがぼそりと呟つぶやく。

「抹まつ殺さつしましょう。それが世の為、ジャリスの為です」

「同感だが、あいつは情報を持ってる。ジャリスが見つかるまでは我が慢まんしよう」

　ため息混じりに呟くと、シャルマが渋々と頷いた。
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「うーん、やっぱり映らないですねぇ」

　オアシスの水辺で、アブウは困ったように呟いた。何度も何度も呪じゆ文もんを唱え、水鏡でみんなと連絡を取ろうとしているが、一向に通じない。

「アブウ、どう？」

　声をかけられ慌てて振り向むくと、大好きな大好きなご主人様、ジャリスが立っていた。

「そ、それが、みんな水辺にいないみたいですぅ。呼びかけても返事が……」

「そう……。さっきから、わたしの荷物も見あたらないの。大切な物が入ってるんだけど、捜さがしたりとかは……無理？」

　青い瞳ひとみが心配そうに揺ゆらめいた。しゅんとして小さく頷くと、ジャリスが肩かたを落とす。その姿を見て、さすがに申し訳ない気持ちになった。そこへウナッフが、おずおずと話しかける。

「ジャリス、考えてくださいましたか？」

「……判ったわ。みんなと連絡も取れないし、協力する。でも約束は守ってね」

「はい。お頭かしらが無事に帰ってきたらあなたの仲間を捜します。不思議な指輪もお渡わたししますよ」

　仕方なさそうに頷いたジャリスが、いつの間にか周りを囲んだ盗とう賊ぞく達に声をかけた。

「じゃあ、早速隠れ家がに行きましょう」

「ああ、ありがとうございます。精霊ジヤーン様がいらっしゃるなら、百人力です！」

　尊敬の眼まな差ざしで見つめられ、思わず胸を張る。こんな視線は大好きだ。強くなった気がする。ウナッフが準備の為に離はなれたのを見て、ジャリスがそっと話しかけてきた。

「ねぇ、アブウ。本当に大だい丈じよう夫ぶなの？　怖こわかったら、ここに残っててもいいのよ」

「平気ですぅ。ご主人様だけを危険な所に行かせません。アブウが恰かつ好こよく助けますからぁ！」

　笑えみを浮うかべてはいたが、握りしめた拳がわずかに震えた。本当は不安だらけだ。だがこの状況で、ジャリスを守ってやれるのは自分だけだと判っている。何より役に立つと思って欲しかった。だから大好きなご主人様にだけは、絶対に知られたくない。

　なぜかは判らないが、砂さ漠ばくを旅し始めてから唯ゆい一いつの特技である魔ま法ほうが、ほとんど使えなくなってしまったなんて。
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「か、隠れ家はまだなの～？」

　ジャリスはどこまでも続く山道に、うんざりと声を上げた。植物はほとんど生えておらず、ごつごつとした岩だらけで歩きにくくてたまらない。隣となりにいたウナッフが苦く笑しようする。

「隠れ家は頂上の近くにあるんです。もうすぐですよ。頑がん張ばって下さい」

　思わずため息が出た。険しい岩山の道は狭せまく、ラクダでは登れず徒歩で行くしかなかった。

「あ、そこら辺に落とし穴が……」

　その途と端たん、身体からだががくっと傾かたむいて、足元にあったはずの地面がなくなった。ウナッフがすぐさま腕うでを摑つかんで助けてくれる。おかげで何とか落ちずにすんだが、うまく隠されていた落とし穴の下には、尖とがった木の枝が上を向いて刺ささっていた。

「こ、こういうのは、もっと早く言って！」

「すいません。いくつか罠わながあるんです。本当は安全な近道があるんですけど、化け物が暴れたせいで使えなくて」

「あなた達が仕し掛かけた罠なんでしょ」

「そうなんですけど……。どこに何を作ったのか、微び妙みように忘れちゃって」

　へへっと笑ったウナッフと盗賊達に、思わず呆れてしまう。

「ねぇ、ずっと聞きたかったんだけど、あなた達本当に盗賊が務まってるの？」

　歩きながら問いかけると、ウナッフが微妙な笑みを浮かべた。だが盗賊の一人が、誇ほこらしげに声を上げる。

「聞いて驚おどろけっ。今月はまだ収しゆう穫かくはないけど、先月はキャラバン隊から盗ぬすみを働はたらいたんだ！」

「……何を盗んだの？」

　聞かれた男が、更さらに胸を張る。顔には自信に溢あふれた表情を浮かべて。

「よくぞ聞いてくれたっ。水と食料だ！　すごいだろ」

「しかも俺達は心優やさしき盗賊だから、ちゃんとキャラバン隊が困らないように食料を残してやった。あいつら顔は笑ってたけど心では怯おびえてたぜ。好きなだけ持っていけって言ったもんな」

「俺なんて、酒を盗んでやったんだぜ」

（ねぇ、それって盗んだっていうの？　もしかして、分けてもらったんじゃ……）

　得意げな盗賊達に頭を抱かかえていると、ウナッフが苦笑した。

「実は俺達、盗賊っていっても名ばかりで、隠れ家にある財宝を食いつぶしてるんです。俺の親おや父じは盗賊だったけど、十年前に捕つかまっちゃって。俺は何人かの仲間と砂漠に逃にげたんです。行き倒だおれた俺達を助けてくれたのがお頭です。最初は十人くらいだったけど、いつの間にか増えちゃって、今じゃ四十人に……」

「お頭がよく、ここは避ひ難なん所じよじゃないって怒おこってるよな。……でもお頭は、一度仲間になった奴やつは絶対見捨てない。俺達だってやる時はやるんだ。絶対にお頭を助けようぜっ」

〝おうっ〟と盗賊達が一いつ斉せいに気合いの雄お叫たけびを上げた。

（うーん、お頭って悪い人じゃないかも。この駄だ目め盗とう賊ぞく……いやいや、この人達の面めん倒どうを見られるだけでも凄すごいわ）

　会った事はないが、〝お頭〟は尊敬できる人物だと思う。自分は絶対に、この盗賊達を指揮するなんてできない。

「しまった！　縄なわをふんじゃったよーっ。これ俺が仕掛けた罠だっ。矢が飛んでくるぞ！」

　叫び声を聞いて、一いつ瞬しゆんで顔が引きつった。慌あわてて周りに目をやると、今まさに右手の岩の隙すき間まから尖った矢が飛んでくる所だった。間かん一いつ髪ぱつで避よけて、すぐに振ふり返る。

「みんな、無事？」

「大だい丈じよう夫ぶですーっ」

「よかったわ。と、とにかくみんな慎しん重ちように歩いて。自分の仕掛けた罠にひっかかるなんて間ま抜ぬけ……あ、ううん、えーと、とにかく罠に気をつけて。さ、行くわよ」

　何とか盗賊達が仕掛けた罠をかいくぐり、ようやく頂上付近まで登ると、開けた場所に出た。ごつごつした地面には、天幕らしき物の残ざん骸がいが散らばっている。

「あれ、女の人が……」

　切り立った斜しや面めんの前には縛しばられた女性の姿がある。真っ直すぐな黒くろ髪かみの女性は、こちらを見て目を見開いていた。つり上がった目が、きつい印象を与あたえる美女だ。

「お頭っ。大丈夫ですか？」

　盗賊達が叫んで、女性に駆かけ寄った。中には泣いている者までいる。

「このばかっ、何で戻もどってきたの！」

（お、お頭って……女の人なの!?）

　怒ど鳴なりつけた女性を見つめ、ジャリスは青い瞳を見開いて呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　　　　[image: ]

「本当にここなのか？」

　小さなオアシスにたどり着いたコダートは、辺りを見回した。周りには誰だれもおらず、野営の跡あとがあるだけだ。地図に置いた黒石を見つめたクアイが頷うなずいた。

「間ま違ちがいない。石が示しているのはこの辺りだ。さっさと捜せっ」

　クアイの命令に、従者達は素す早ばやく反応した。彼らと一いつ緒しよに捜そう索さくを始めようとすると、バルク号船医ナッシルの声が聞こえる。

「あれ、これジャリスの荷物だろ？」

　駆け寄ると、見慣れた白い布ぬの袋ぶくろが半分砂に埋うもれていた。中に赤と青の髪かみ飾かざりが入っている。

「ジャリスのだ。多分ここで、荷物を落としたかなくしたんだな」

　荷物を手にしたまま呟くと、突とつ然ぜん真っ青になったクアイが叫さけび声を上げた。

「な、何だとーっ。それに赤石が仕込んであるんだ！　という事は……ジャリスが行方ゆくえ不明だ、すぐに見付けだせー！」

　慌てふためいて従者に指示を出すクアイを背に、コダートは口元に手を当てて考え込んだ。

「ここにあるって事は、この辺りにいたって事だよな？」

　その疑問に答えたのは、片かた眼鏡めがねを押し上げたシャルマだ。

「ええ、ここは私達のいた場所からそう離れていません。カッサラに砂漠での方角の見方を習いましたから、自力で帰ってこられるはず。これは、何かあったんですね」

　いつでもアブウが連れん絡らくを取れるように、水を満たした皿を用意していた。なのに何の音おと沙さ汰たもない。つまりそれはどういう事なのか……。先さき程ほどまでとは違ちがう意味で嫌いやな予感がした。

「皇子、キャラバン隊を見付けました。朝方ここで盗賊達をみかけたそうです！」

　跪ひざまずいて報告した従者に、クアイがかっと目を剝むいた。

「盗賊だとっ」

「その中に、金きん髪ぱつの女性がいたそうです」

「それだっ。ジャリスはそいつらに捕まってしまったのだ。すぐに助けなければ！」

　だが従者は、困こん惑わく気味に話を続けた。

「いえ、それが皇子。何でも金髪の女性は、盗賊達を率いるように先頭に立っていたとか。……やはり間違いでしょうか」

「いや、間違いなくジャリスだな」

　思わずため息混じりに呟つぶやいた。隣にいたシャルマも深く頷いている。

「ええ、あれほど言ったのに、また余計な事に首を突つっ込んだんでしょうね」

「何を言う！　ジャリスは脅おどされているのだ。可か哀わい想そうに、すぐに助けるぞっ」

　クアイの声が辺りに響ひびいたが、ジャリスの性格も行動もよく知っているコダート達は、冷静かつ的確な判断をした。

「きっと盗賊達に、何か頼たのまれたんだな」

「ええ、そして断れずについていった……。どうしてこう判わかりやすいんでしょう」

　コダートとシャルマが出した結論は、間違ってはいないだろう。コダートの外れた事のない勘かんが、正解だと告げていた。

「だが、何かの理由で連絡が取れないのは確かだな。どうやって捜すか……んっ」

　手がかりはないかと探さぐっていたジャリスの布袋から〝ある物〟を見付け、思わず声を上げる。

「うーん、これがあればジャリスを見付けられるかもな。ああ、でも気が進まないな……」

　コダートは、ジャリス達が向かったという方角を見つめて、ため息をついていた。
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　目を瞬またたかせているジャリスの前で、お頭かしらと呼ばれた女性が縛られたまま声を上げた。

「あんた達、戻ったら駄だ目めって言ったでしょ！」

「で、でもミスラマ。俺達心配で」

　びくびくとしているウナッフを、ミスラマと呼ばれた女性が怒鳴りつける。

「ばか！　あんた達が来たって何にもならないでしょ。それにその女、何よっ」

　鋭するどく睨にらまれて戸と惑まどっていると、ウナッフが人のいい笑えみを浮うかべた。

「あ、彼女は神の使いなんですよ。精霊ジヤーンを操あやつるんです。すごいでしょ」

　腰こしの水差しからぽわんと煙けむりが上がって、アブウが姿を見せる。脳天気に笑うアブウを見て、ミスラマが眉まゆを顰ひそめた。

「……役に立つの？　その精霊」

（うっ……役に立ちますとは、死んでも言えない）

　心の中で本音を呟いたが、何とか気を取り直してミスラマに近付く。

「わたしはジャリス。ちょっと色々あって彼らに協力してるの。化け物はどこ？」

　ウナッフに縄を解いてもらったミスラマが、すっと立ち上がった。ジャリスよりも背が高くすらりとした体型だ。動きを少し見ただけで、隙すきがないと判った。

「知らないわ。昨日からあの化け物の姿が見えないの」

「じゃあ、すぐにここを離はなれましょう。一度態勢を整えて……」

　きびすを返そうとした矢先、ドスンッと地じ響ひびきが鳴る。ミスラマが、ジャリスの背後をぎらりと睨みつけた。慌てて振り返ると、そこにあり得ない大きさの顔を見付けた。

「で、でたっ。化け物だ！」

　顔だけで、盗とう賊ぞく達数人の大きさはある。のっそりと現れた巨きよ人じんは、一つしかない目でぎょろりとこちらを睨みつけた。そしてジャリスを一ひと摑つかみできそうなごつごつとした手を振り上げる。

「化け物って、これっ!?　こんな大きいのに勝てる訳ないじゃない！　逃げるわよーっ」

　叫んだが、今通ってきた道は巨人に塞ふさがれている。右手には見下ろすほどの崖がけ。それ以外は岩がん壁ぺきがそびえている。逃げ場はなかった。

（ど、どうしようっ。こんな大きな化け物初めてよ……！）

　さすがに足が竦すくんだ。だが隣となりにいた盗賊の一人が、ぶるぶると震ふるえながらも剣けんを抜ぬく。

「ち、ちきしょーっ、今度は負けないからなっ。お頭を助けるんだ！」

　叫んで巨人に駆け寄り、足の指に剣を突き立てる。だが巨人はびくともしなかった。反対に、ぱきっと音を立てて剣が折れる。

「ばかっ、そんな物きかないわよ！　身体からだが岩でできてるんだからっ」

　ミスラマの声に、盗賊達の顔が一気に蒼そう白はくになった。

　巨人の手が、バンッと地面に叩たたきつけられる。するとズズーンと音を立てて、地面が揺ゆれた。

　よろめいたジャリス達だが、何とか体勢を立て直す。そして巨人からなるべく離れようと走り出した。巨きよ大だいなせいか、動きが鈍にぶいのだけが救いだ。

　四方に散ったジャリス達に、巨人は怒おこったように咆ほう哮こうを上げた。

「うぉぉぉぉっ」

　空気が振しん動どうするかのような大声にびくりとすると、ふいによく知った声が頭上から聞こえた。

「ジャリスッ」

　慌てて見上げると、巨大な怪かい鳥ちようルークが空を旋せん回かいしていた。摑つかまっているのは、クアイとコダートだ。

「コダートッ。ど、どうしてルークに？」

「お前の荷物入れに鳥笛があったんだ。それより、何で巨人なんかと戦ってる！」

「話すと長くなるのよーっ。とりあえずこいつを何とかしないと！」

「ジャリス、すぐに行くぞ！　待ってろ」

　クアイの言葉はありがたいが、人を乗せている時は、ルークは水辺にしか降りられない。ここに降りるのは無理だろう。

（落ち着いてっ。剣で巨人を倒たおすのは無理。逃にげるのも無理。どうすれば……。あ、あれはっ）

　辺りを見回したジャリスは、岩山の頂上に目を留めた。巨人の身長と同じくらいの高さがある斜しや面めんの上に、大きな石があった。石は巨人の頭の三倍はある。

「ウナッフ、あれは何？」

　石を指し示すと、ウナッフが巨人の足から逃げ回りつつ、顔を上げる。

「あ、あれはえっと……そうそう、最近作った罠わなの一つですっ。隠かくれ家がまで敵が来た時の為ために置いてあって、隠してある縄なわを引っぱると落ちる仕し掛かけ……」

　ウナッフがはっとして、目を見開いた。

「ああーっ、何で忘れてたんだろ。あれを使えばいいのにっ。みんな集合！」

　ウナッフが叫ぶと、盗賊達が一いつ斉せいに頂上を見上げ、斜面の前に駆かけ寄った。

「コダート、ルークと一緒に巨人を足止めして！　あの罠を使って崖から巨人を落とすわっ」

　岩山はめまいがするほど高い。崖がけ下したに落とせれば、いくら巨人といえどただではすまないはずだ。ジャリスに応こたえるように、ルークが巨人の頭の辺りを飛び回った。巨人は追い払はらうように両手を動かすが、ルークの速さについていけないようだ。

　その隙にジャリス達は斜面のくぼみに隠された太い縄を摑つかむ。縄は頂上の石に繫つながっていた。

「行くわよっ」

　崖っぷちに巨人がいる事を確かめて合図すると、全員が縄を引っぱった。だが大きな石はびくともしない。

「あんた達頑がん張ばって！　巨人を追っ払ぱらったら、おいしいご飯とおやつを作ってあげるからっ」

　ミスラマが叫さけぶと、盗賊達が一斉に雄お叫たけびを上げる。その瞬しゆん間かん、縄がぐぐっと動いた。同時にがらがらと音を立て、大きな石が斜面を転がる。ジャリス達は斜面のくぼみに身を屈かがめて、石が通り過ぎるのを待った。

「うぎゃぁぁぁっ」

　勢いよく落ちた石が、見事巨人の身体にぶつかる。叫んだ巨人が崖っぷちで体勢を崩くずした。だがすんでの所で踏ふみとどまる。

「アブウ！　水大たい砲ほうで攻こう撃げきしてっ。水の力でとどめをさすのよっ」

　ぐらぐらと身体が揺れている巨人を指して叫ぶ。だがアブウがぶんぶんと首を振ふった。

「む、無理ですぅ。だってアブウは、今魔ま法ほうがつかえな……」

「早くしてっ。あんた精霊ジヤーンでしょ！」

　ミスラマが鋭い声を上げると、アブウがびくっと震えた。周りにいた盗賊達が、一斉に期待に満ちた視線を向ける。ひくひくと顔を引きつらせたアブウが、ばっと両手を上げた。

「も、もうやけですぅ。いでよ！　アブウ必殺水大砲！」

　声と同時に地面が音を立てて割れた。勢いよく水が吹ふきあがり、巨人に向かって飛んでいく。

「ええっ、そんなはず……！」

　意外そうな声を上げたのはアブウだ。不思議に思ったが、今は問いただしている余よ裕ゆうはない。

　水大砲に攻撃された巨人が、そのままひっくり返って崖下へと倒れこむ。がらがらと音を立てて転がり落ちる巨人を見て、盗賊達が歓かん声せいを上げた。

「やったーっ。アブウ、ありがとう！」

　目を向けると、アブウが自分の手をしげしげと見つめながら、首を傾かしげていた。

「どうしたの？　アブウ」

「ど、どうして魔法が……あ、いえ、ななな、何でもないですぅ」

　両手をふりながら慌あわてふためくアブウに、ジャリスは思わず目を瞬かせていた。




「これでもう大だい丈じよう夫ぶね。でもどうしてあんな化け物が……」

　崖下には、巨人だった岩の残ざん骸がいが散らばっていた。ジャリスはほっと胸をなで下ろす。コダート達は一度みんなの所に戻もどり、迎むかえに来るという。絶対に動くなと言い渡わたされていた。

「ここ数年砂さ漠ばくに化け物が出るって噂うわさがあったの。滅めつ多たに人間は襲おそわないって聞いてたけどね」

　ミスラマの言葉を聞いて、ふと頭にシャイ悪ターン魔であるハジの顔が浮うかんだ。

（それって……サウルナ国にいるシャイターン達に何か関係が……）

　考え込んでいると、背後にいたウナッフがほっとしたように声を上げた。

「よかったー。ミスラマが無事で。心配だったんですよ。怪け我がは？」

　ウナッフが優やさしい笑みを浮かべて、そっとミスラマの頰ほおに触ふれた。

（あれ……何かいい雰ふん囲い気き？）

　二人の間に漂ただよっている甘い空気には、さすがのジャリスもすぐに気付いた。真っ赤になったミスラマが、すぐにウナッフの手を払う。

「や、やめてよっ……。それより、ジャリスって言ったわね。助かったわ」

　ミスラマがジャリスに向き直る。ウナッフが思い出したように声を上げた。

「あ、ミスラマ。この人達に手伝って貰もらう代わりに、財宝をあげるって約束……」

「何だって？　あれがないと生活出来ないよ。まともな盗賊の稼かせぎなんてないんだからっ」

　怒ど鳴なられたウナッフが首を竦める。ジャリスは慌てて二人の間に割って入った。

「あの、財宝はいいから不思議な指輪を見せて欲しいの。もしかして、わたしが探している指輪かもしれないから」

「どういう事？」

　目を眇すがめたミスラマに、ジャリスは魔ま力りよくを増ぞう幅ふくさせる指輪を探していると説明した。

「ふーん、シャイターンが狙ねらう四つの指輪ね……。判わかったわ。調べてみたら？」

「財宝はどこにあるの？」

　問いかけると、ミスラマが先さき程ほど石を落とした時に隠れたくぼみへと案内してくれる。

　そこで両手を上げ、ゆっくりと口を開いた。

「ひらけ、こしょう！」

　同時に地じ響ひびきがなって、岩いわ肌はだだと思っていた斜面に、縦に亀き裂れつが入った。

「凄すごいでしょ、伝説の盗とう賊ぞく団の隠し扉とびらです。ミスラマが見付けたんですよ」

　驚おどろいて目を見開いていると、ウナッフが誇ほこらしげに呟つぶやいた。さほど広くはないが、隠し扉の中には目の覚めるような金色の光が溢あふれている。箱や壺には、金貨がどっさり入っていた。

「すごーい。これ全部財宝？」

「ああ、あんたの探してる指輪はあれ？」

　ミスラマが隠し部屋の一番奥を指さした。台座の上で光る緑色の輝かがやきに足早に近寄る。

「んっ？　これって……」

　石の台座に置かれた指輪を見て、思わず声を上げる。ジャリスが探しているのは、翡ひ翠すいをくり貫ぬいた指輪だ。だが台座にあるのは、銀の輪に緑色の宝石をはめ込んだ指輪だった。

「ああっ、違ちがうわ……。この石、綺き麗れいだけど翡翠じゃないもの。わたしが探しているのは、多分これじゃないわ」

「だろうね」

　がっくりと肩かたを落としていると、いやに自信ありげにミスラマが呟いた。不思議に思って目を向けると、ミスラマがはっとしたような表情になる。

「あ、いや……不思議な指輪だとか言われてるけど、実際には何の力もないから」

　慌てたようなミスラマの笑えみが、なぜだか不自然に思えた。




　ジャリスは、岩山までやってきたコダート達に深々と頭を下げた。

「心配かけて、ごめんなさいっ」

「まったくだ。お前はどうしてすぐに事件に首を突つっ込むんだ！」

「そうですよ。約束はどうしたんです」

「ジャリス、心配で胸が張り裂さけそうだったよ。無事でよかったっ」

　コダートとシャルマ、そして一人大げさに喜ぶクアイに囲まれ、再び頭を下げる。

「今後は気を付けて下さい。あ、そうそうこれを」

　シャルマが差しだしたのは、ジャリスがいつも持っている布ぬの袋ぶくろだった。

「あ、どこにあったの？　捜さがしてたのよ。よかった、見つかって」

　満面の笑みで受け取ると、シャルマがふっとほくそ笑んだ。

「余計な物は、排はい除じよしておきました」

　意味が判らず首を傾げると、シャルマがにっこり微笑ほほえむ。

「砂が入っていたので綺麗にしたんです。中身は元通りですよ」

　礼を言おうとすると、ふと隣となりにいるクアイから並々ならぬ殺気を感じた。見ると、憎にく々にくしげにシャルマを睨にらんでいる。

「ど、どうしたの？　クアイ皇子」

　慌てて声をかけると、クアイはすぐにはっとしたようにジャリスに視線を移した。

「な、何でもない。それよりこいつらが盗賊か。ジャリスを攫さらうとは許せん、首をはねてやる！」

　クアイが怒ど声せいを放つと、ウナッフと盗賊達がびくっと身体からだを震ふるわせた。クアイが常に本気なのはよく知っている。慌ててウナッフ達を庇かばうように、クアイの前に進み出た。

「違うの。さっき聞いたけど、この人達もう盗賊をやめるんですって。財宝を元手に商売を始めるそうよ。そうでしょ。ウナッフ」

「ええ、俺達盗賊に向いてないし。俺ももうすぐ結けつ婚こんするから、落ち着きたいし」

「えっ、結婚するの？　誰だれと？」

　そんな話は初耳だ。思わず目を瞬またたかせてしまう。

「ミスラマとです」

　隣に立つミスラマを、ウナッフが愛いとしげに見つめた。

「あ、それ、もうしばらく延期するわ」

　だがあっさりとミスラマに言い返され、ウナッフが目を丸くした。

「も、もうしばらくって……初めて結婚を申し込んでから、もう十年近く経たってるんですけどっ。この間はそろそろいいって言ってたじゃないですかっ」

「あたしだって色々あるのよっ。……みんなが一人前になるまでは延期！」

　憮ぶ然ぜんとした表情で言い切ったミスラマに、ウナッフががっくりと項うな垂だれた。

（十年も待たされてるなんて、ウナッフが可か哀わい想そう……。でも何でそんなに待たせるんだろう？　相思相愛っぽいのに）

　恋れん愛あいの事をあれこれ言う程、ジャリスも経験がある訳ではない。それでも二人の関係が不思議に思えて、首を傾げてしまった。
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「指輪は違ってたけど、盗賊達は改心したし巨きよ人じんも倒たおせたし。アブウのおかげよ。ありがとう」

　ラクダに乗ったジャリスに話しかけられ、ふわふわと浮きながら考え事をしていたアブウはびくっとした。岩山を降りてカッサラ達と合流し、再び旅を始めた矢先だった。

「い、いつも言ってるじゃないですかぁ。アブウはお役に立ちますって。そうそう、姿変えの魔ま法ほうも何とかなりそうですぅ」

「ええっ、本当に？」

「はいー、アブウに不可能はありませんっ。どんどんご用を申し付けて下さいませ～」

　自信満々で答えると、手に持った〝ある物〟を握にぎりしめる。これの事は誰にも気付かれてはならない。大好きなご主人様にも。そう約束したのだから。

　アブウは、先程の岩山での出来事を思い出していた───。
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「魔物ジンのにおいがしますよぅー」

　隠かくれ家がのある岩山で、アブウはくんくんと鼻を鳴らしながら、ミスラマに囁ささやいた。

　盗賊達がジャリスに泣きながら別れを言っている。少し離はなれた所からその光景を見ていたミスラマが、かっと目を剝むく。いきなり口を塞ふさがれ、引きずられるように岩いわ陰かげに連れて行かれた。

「しっ、大人しくしなっ。あんた、余計な事いうんじゃないよ！」

　息苦しくて両手をぶんぶん振ふり回していると、ミスラマが叱しつ咤たするように囁く。きらりと光った彼女の目が、黒から緑へと変わった。動きを止めると、周りに誰もいない事を確かめたミスラマが、アブウの口から手を放す。

「や、やっぱりお仲間ですねぇ。しかもあなた精霊ジヤーンでしょ？　あの隠し扉だって、人間が作れる物じゃありません。あなたが作ったんでしょう！」

「そうよ。伝説の盗賊団の財宝なんて真っ赤な噓うそ。そんな都合のいい物がそうそうあるわけないじゃない。十年前に、魔法で財宝付きの隠し扉を作ったの」

　腕うで組ぐみしたミスラマに、思わず尊敬の眼まな差ざしを向ける。長く生きているが、財宝どころか宝石一つ魔法で生み出した事はない。

「でも何で巨人に捕つかまってたんですかぁ。魔法を使えば逃にげられたのにぃ」

　不思議に思って問いかけると、ミスラマがふうとため息をついた。

「精霊ジヤーンは十年魔法を使わず、宿ってる物を壊こわせば人間になれるって伝説があるでしょ。あたしはそれを実行してたの。あと一ひと月つきで十年だったのよ！　なのにあんたの魔法を手助けしたせいで一からやり直しよ！」

　口を尖とがらせたミスラマの目に、うっすら涙なみだがたまっている。

　その話を聞いてやっと納なつ得とくがいった。ずっと魔法が使えなかったのに、巨人を水大たい砲ほうで攻こう撃げきした時だけうまくいった。その後は何度呪じゆ文もんを唱えても、ちょろっとも水がでなかったのだ。

「す、すいませんーっ。でも砂さ漠ばくに入ってから、魔法がうまく使えないんですぅ」

　泣き声を上げると、ミスラマが目を眇すがめる。

「それはサウルナ国に住むシャイ悪ターン魔のせいよ。奴やつらが妨ぼう害がいしているせいで、ここでは大きな魔法が使えないの」

「そんなぁ。ご主人様の役に立ちたいのにぃ。ご主人様に頼たのまれた、姿変えの魔法だって練習しようと思ってたのにぃ」

　ふぇぇっと泣き声を上げてしまう。このままでは魔法が使えない。それをみんなに知られたら、また役立たずと言われてしまう。ご主人様だってきっと呆あきれるだろう。

　さめざめと泣いていると、ミスラマが腕組みした。

「ああ、目立つわね。あの子……いいわ。これを持って行きなさい」

　取り出したのは、先さき程ほど隠し扉の中にあった指輪だ。ミスラマが呪文を唱えると、緑の宝石が指輪から外れる。

「あたしはこの指輪に宿る精霊なの。これを持ってれば、離れててもあんたの手助けが出来る。この辺りでも魔法が使えるはず。しかも以前のあんたよりも、少しはましな魔法がね」

「く、くれるんですかぁ」

　きらきらと目を輝かがやかせると、ミスラマがすぐに首を振る。

「貸すだけよ。シャイターン達は、力のある魔物ジンや精霊ジヤーンを取り込もうとしているの。巨人はあいつらの手下で、あたしを捕まえにきたのよ。仲間にするつもりみたいだけど、冗じよう談だんじゃないわ。……あんた達があいつらと戦うなら手を貸す。これ以上ウナッフ達を巻き込みたくないの」

　微笑したミスラマが、緑の宝石を渡わたした。宝石を受け取った手から、温かい何かが全身を駆かけめぐり、かっと身体が熱くなる。

「あ、ありがとうございますぅ！　何か、強くなった気がしますぅぅぅ」

「よかったわ。でもいい、あたしの事は内ない緒しよよ。ご主人様にもね！」

　ジャリスに隠し事ごとはしたくなかったが、それでもうんうんと頷うなずいた。まずは強くなりたい。そしてジャリスを守りたい。それが唯ゆい一いつ絶対の望みだ。

　息をついたミスラマが、再びジャリスとウナッフ達に目を向けた。そういえばと、ふと思い出す。もう一つ聞きたい事があった。

「あの～、どうして人間になりたいんですかぁ？」

「べべべ、別に。た、ただの気まぐれ」

　ミスラマが、一気に顔を赤くして慌あわてふためいた。気にはなったが、あまりしつこく聞いて嫌きらわれてはまずい。自分のこれからの大活躍は、ミスラマの宝石にかかっているのだ。

　アブウは宝石を、大事に大事に握りしめた────。
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　ジャリスがラクダに揺ゆられている。その頭上でふわふわと浮ういていたアブウは、ミスラマの真っ赤な顔を思い出していた。手の中にある緑の宝石を見つめて思わず呟つぶやく。

「ウナッフ様と結婚したいからだったんですねー。だから人間に……」

「結婚がどうしたの？」

　こちらを見上げて問いかけたジャリスに、慌てて首を振った。

「な、何でもないですぅ。……それよりご主人様、もしアブウが人間になったらどうします？」

　突とつ然ぜんの問いに、ジャリスが目を丸くしていた。アブウは夢見るような表情で両手を組む。

「うふふっ。アブウが人間になったら、ご主人様と結婚できますよねぇ～。そうしたら、ずっとずっと一いつ緒しよにいられますねぇ。アブウも頑がん張ばっちゃおうっかな」

　大好きなご主人様との幸せな結婚生活を思い描えがいたアブウは、空を見上げてくぷくぷと笑い声を上げた。その姿を見たジャリスが、顔を引きつらせているのにも気づかずに。

























「ジャリスは大だい丈じよう夫ぶなのかっ？」

　廊ろう下かで待っていたバルク号乗組員コダートは、船長室から出てきた船医のナッシルに、慌てて駆け寄った。

「身体からだ中の関節が痛いって呻うめいてるよ。お前達、背中の地図を見ようとしたらしいな。ジャリスの身体がもたないから、地図を見る間かん隔かくは一月あけろって、ランプの精霊ジヤーンのルーレルに言われてただろ」

　船長のジャリスが倒たおれたのは、タバラン国を出発して五日目の事だ。ジャリスが背中の地図で、魔王マリードオシリスの魔力を凝ぎよう縮しゆくした指輪がどこにあるか、もう一度調べようと言い出した。

　魔力を帯びた地図を見るのはジャリスの身体に負担がかかる。コダートは渋しぶったが、結局押し切られた。だが心配していた事が起きてしまった。地図を見ようとした途と端たん、ジャリスが悲鳴を上げ、意識を失ったのだ。

「手持ちの痛み止めを飲ませたが、効果はなし。痛みがひくまで安静にするしかないな……。おい、そんなに落ち込むなよ。お前のせいじゃないさ」

　ナッシルの声には柔やわらかい響ひびきがこもっていた。だが頭には、冷や汗あせを浮かべ真っ青な顔をして倒れたジャリスの姿が焼き付いて離はなれない。

「……でも、やっぱり止めるべきだった」

「しばらく休めばよくなるって……。あ、それよりコダート。前に頼まれてた件だけどな」

　コダートは、ナッシルに相談していた〝ある事〟を思い出す。

「できたのか？」

　顔を上げると、ナッシルが自信ありげな表情で片目を瞑つぶった。




「シャルマ、ちょっといいか？」

　コダートは夜の見張り当番である、バルク号の副船長シャルマに声をかけた。甲かん板ぱんから見える夜空には煌きらめく星々が散らばっている。船はウルネティス国に向かって順調に航海していた。

「ジャリスが動けない間、船の指揮はシャルマが執とるんだろう？　実は俺から一つ提案があるんだ。航行費用を稼かせぐ為ため、俺が金を預かってるだろう。それを元手に新しい商売を思いついた」

「新しい商売……ですか？」

　シャルマが小さく首を傾かしげる。月明かりを受けて、怜れい悧りな美び貌ぼうが際きわだっていた。

「ああ、〝麻ま酔すい〟って知ってるか？」

　シャルマが眉まゆ根ねを寄せたのは当然だ。コダートもナッシルに聞くまでは知らなかった言葉だ。

「前に怪け我がした時、ナッシルに傷口を縫ぬって貰もらったんだ。だが治ち療りようの間全然痛みがなかった。不思議に思って聞いたら、研究中の〝麻酔〟を試ためしたと言われたんだ。今まではもし怪我しても、治療中は強い酒でも飲んで痛みを紛まぎらわせるしかできなかった。でもそれを使えば完全に無痛の状態でもっと大きな手術も可能になるらしい。……さっきナッシルに、ようやく完全な麻酔薬の調合法ができたと聞いたんだ。俺はこの麻酔薬を商品として売り出そうと思ってる」

「ですが、ナッシル一人で作れる薬には限りがあるのでは？」

　シャルマの言い分は尤もつともだ。だが自信たっぷりの表情は崩くずさない。

「いや、俺達が売るのは麻酔薬じゃなくて〝情報〟だ。まず麻酔薬の調合法を、海かい賊ぞく同盟の医師団に無料で教えて、薬を作って貰う。そして販はん売ばいも同盟に任せる」

「それでは、私達は儲もうかりませんよ」

　鋭するどい視線を向けられたが、その答えも用意ずみだ。

「いや、儲かるさ。こう契けい約やくすればいい。薬の値段の一割を、情報料として貰うとな。俺達が薬を大量に作って売るのは無理だ。設備も人手も足りない。だがこの方法なら薬が売れるたびに金が入る。大陸全土に売り出せれば、相当な金額になるはずだ。同盟なら信用できるし、金は各国の同盟支部を通じて回収すればいい」

　珍めずらしく目を見張ったシャルマを見て、手て応ごたえを感じつつ話を続ける。

「ただ、一つ問題がある。麻酔薬を説明するには、実際に医師団の前で使ってみるのが一番いい。その為には試供品を作る必要があるが、ナッシルの手持ちの材料だと足らない物がある」

「何が足らないんです？」

　やっと話に乗ってきたシャルマに、内心で拳こぶしを握にぎる。

「〝エミダケ〟というキノコだ。エミダケは煎せんじて飲むと、強い酒を飲んだように酩めい酊てい状態になるが、酒と違ちがって二日酔よいもないし、中毒性もない。だがかなり高額なんだ。……実は商人だった頃ころ、エミダケの取引をした事がある。エミダケはタバラン国の南にある、フルジアヌス島でしか採れないんだ」

　持っていた海図を広げ、フルジアヌス島が現在いる位置から、そう遠くない事を指し示した。

「フルジアヌス島に行けば、エミダケが手に入る。しかも普ふ通つうの値段より安くな」

〝安く〟という言葉に、シャルマの片かた眼鏡めがねの奥の瞳ひとみが、きらりと光った。

「本当ですか？」

「ああ、島の領主は友人だ。俺が頼たのめば、かなり安値で売って貰えるだろう。考えてみてくれ。麻酔薬を売り出せれば、怪我や病気で苦しんでいる人達の助けになる。俺達だってほんの少し寄り道するだけで、旅の資金どころかそれ以上の利益が出る。……悪い話じゃないだろう？」

　口元に手を当てたシャルマが、やがて同意するように頷うなずいた。それを見たコダートは、ほっと胸をなで下ろしていた。
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　タバラン国の皇子クアイは、ランプの精霊ジヤーンルーレルが、鏡の前で力ちから瘤こぶを作っている姿に頭痛を覚えた。どんなに美しくても、女性が己おのれの筋肉をうっとりと見つめているのは頂けない。

「ルーレル。一日中そうしている気か？」

「迷めい惑わくはかけてないだろ。ご主人サマ」

「何だ、その呼び方は。どうも馬ば鹿かにされている気がするぞ！」

「そんな事ないさ、ご主人サマ～」

　鏡から目を離さないルーレルに怒いかりすら覚える。だが何とか気を静めた。彼女と仲なか違たがいする訳にはいかない。

「ジャリスの居所はまだ判わからないのか？」

「アブウが魔ま法ほうを使わないと、詳くわしい場所はね。でも方角は合ってるはずだよ」

　机にある海図に目を落とす。ルーレルは、水差しの精霊ジヤーンアブウの魔力を追えるという。アブウの許もとにはご主人様である、愛いとしのジャリスがいるはずだ。

「だがジャリス達はウルネティス国に行くはずだろう。これだと航路を外れているぞ」

「どっか寄り道でもするんじゃないの？」

　ルーレルの一言に、頭の中で何かが閃ひらめいた。自然と口元が緩ゆるむ。

「ふっふっふ、そうか。わざと寄り道をして、俺が追いつくのを待っているのか。ジャリスは本当に恥はずかしがり屋さんだな」

　腹の底からわき上がる喜びに、心が打ち震ふるえた。ルーレルが鏡から目を離し、呆あきれた表情を向ける。

「……あんた、頭の中どうなってんの？」

　うんざりした声を綺き麗れいに無視したクアイは、海図にある小さな島を指し示した。

「この方角なら行き先は一つ。フルジアヌス島だ！　待っていろ、ジャリス。俺は必ず君を花はな嫁よめにしてみせる！」

　拳を握って一人盛り上がるクアイに、ルーレルが冷たい視線を向けていた。
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　コダート達が訪おとずれたフルジアヌス島の港では、あちこちで派手な爆ばく竹ちくが鳴り響き、ウドと呼ばれる弦げん楽がつ器きや笛の音が賑にぎやかに奏かなでられていた。フルジアヌスは小さな島だが、特産品であるエミダケのおかげで裕ゆう福ふくな者が多い。いつも活気のある島だが、今日はまた特別だった。

「〝フルジアヌス島収しゆう穫かく祭〟……祭りの最中か？」

　コダートは、港に掲かかげられた垂れ幕を読んでみる。港にはまだ午前中だというのに出店が並び、人々が列をなしていた。隣となりを歩くシャルマがため息をつく。

「そうみたいですね。どうりで入港できないくらい港が船で一いつ杯ぱいなはずです」

　先さき程ほど入港しようとしたが、停てい泊はくする場所がないからと船を移動するよう言われた。とりあえず、コダートとシャルマが港で降りて、バルク号は島の反対側にある港で待機する事になった。

「コダート、早くエミダケを手に入れて戻もどりましょう。ジャリスもまだ具合が悪いですし」

「そうだな、まずは領主の館やかたに行こう。港の近くにあるんだ」

　旅芸人達の踊おどりが始まり、港は更さらに盛大な賑わいを見せていた。コダート達は何とか人ひと混ごみをかき分け、領主の住む館に辿たどり着く。

　今まで見てきた王宮とまではいかないが、島には不ふ釣つり合いな程立派な宮きゆう殿でんが建っていた。幸い門番の男はコダートを覚えていて、すんなり中に通される。案内されたのは客間の一つだ。

　中央に置かれた椅い子すに腰こし掛かけると、隣に座ったシャルマが、こちらに顔を向けた。

「領主とはどのような人物ですか？」

「リリオスというんだ。代々島の領主をしていて、さっぱりした性格のいい奴やつだ」

「リリオス……女性みたいな名前ですね」

「ああ、リリオスは……」

　言いかけた時、扉とびらが勢いよく開かれる。見ると、よく知った顔が笑えみを浮うかべていた。

「コダート！　本当にコダートなの？」

　整った顔立ちのせいで冷たくみえるが、笑うと優やさしい印象になると知っている。漆しつ黒こくの髪かみに黒い瞳。身軽な服装と腰こしには剣けんを差している。

　フルジアヌス島の女領主、男装の麗れい人じんリリオスは、相変わらず美しいとコダートは思った。




「女性……ですか？」

　珍しく戸と惑まどったようなシャルマの声に、コダートは微笑ほほえんだ。

「ああ、紹しよう介かいするよ。彼女は領主のリリオス。こんな恰かつ好こうしているが、一応女だ」

「一応は余計でしょ」

　ふふっと笑ったリリオスが、コダート達の正面に腰掛ける。

「建前では女は領主になれなくてね。でも私しか跡あと継つぎがいなかったから、こんな恰好してるのよ。世間的には男で通ってる。でもみんな知ってるけどね」

　歯切れよく喋しやべるリリオスは、コダートにとって心を許せる数少ない一人だ。

「商人仲間じゃ有名さ。フルジアヌス島のリリオスを、女だと甘くみると痛い目に遭あうってね」

「あら、マハル王国の若き黒くろ獅じ子しを敵に回すと恐おそろしいって噂うわさの方が有名だよ」

　久しぶりに呼ばれたあだ名に苦く笑しようする。一つ息をついたリリオスが心配そうな視線を向けた。

「今まで何してたのよ。商人をやめて、マハル王国を出たって噂を聞いたけど」

「ああ、今は海賊同盟の仕事をしてる。その関係で話があって来たんだ。実はエミダケを……」

　単刀直入に話を切り出した。急せいては事をし損じる。商売の上では鉄則だが、急ぎたい理由があった。

「エミダケね……。手配してあげたいけど、今ちょっと無理なんだ」

　だが予想外の答えに、眉まゆ根ねを寄せて身を乗り出す。

「なぜ？　ここはエミダケの産地だろう」

「そうだけど、エミダケの収穫がもう終わったんだよ。出しゆつ荷かした後だから、売る程残ってないんだ。特に今年は売れ行きがよくて。どうしても必要なら、島外で買って貰もらうしか……」

　脳のう裏りに収穫祭の垂れ幕が浮かぶ。収穫時期は判っていたが、何とかなると思っていたのは甘かったらしい。だがすぐに気を取り直すと、申し訳なさそうにしているリリオスに食い下がる。

「何とか手配できないか？　金ならある」

「うーん……何とかしてあげたいんだけどね。あんたには借りがあるし」

「借り、ですか？」

　シャルマが首を傾かしげると、リリオスが苦笑する。

「ええ……私がまだ領主になったばかりの頃、商売で失敗しそうになってね。私もまだあの頃は未熟だったし、商売のやり方もよく判ってなかった。足元みられてエミダケを安く買い叩たたかれそうになった所を、コダートが助けてくれたんだ」

「そういう昔の話はやめろ」

　憮ぶ然ぜんとすると、リリオスがにんまりした。

「何よ、いいじゃない。一度契けい約やくした買値を、あんたが相手をうまく言いくるめて正規の値段に戻してくれたんでしょ。ちょっとやり方は強ごう引いんだったけど。でもそのおかげで私達は助かった。島のみんなは、何かしらエミダケの恩おん恵けいを受けて暮らしてる。みんなが今、こんなに豊かに暮らせるのはあんたのおかげだよ」

「それはお前が領主として、みんなの為ために頑がん張ばったからだ。俺は手助けを……」

　肩かたを竦すくめると、ふいに扉を叩く音がして門番の男が顔を出した。困ったような表情の門番が、おずおずと口を開く。

「領主様。あの、お話中すいません。妙みような男が領主様に会わせろと……」

「妙な男？」

「はい、自分はタバラン国の皇子、クアイだと。こんな所に皇子様が来るはずないし、帰れって言っても聞かなくて……」

　思わず隣にいたシャルマと目を見合わせた。お互たがい顔が引きつっている。

「しょうがないね。祭りになると、酔よっぱらって変な事言う奴がいるんだから」

　ため息をついたリリオスに、コダートは渋しぶ々しぶと口を開いた。

「リリオス、その男は恐らく本物のクアイ皇子だ」

「ええ、無む駄だに色気があって、声が迷惑な程大きくて、傲ごう慢まんな態度の若い男でしょう？」

　嫌いやそうな口くち振ぶりのシャルマに問われ、門番がこくこく頷うなずく。

「ちょ、ちょっと、本物ってどういう事？」

　目を白黒させているリリオスに、そっと声を潜ひそめて囁ささやきかける。

「頼たのみがある。うまくあしらって島から追い出してくれ。俺達の事は内ない緒しよで……」

「何が内緒なんだ？」

　突とつ然ぜん艶つやのある声が部屋に響ひびいた。今最も聞きたくない声だ。だが無視する訳にもいかない。仕方なく扉に目をやると、両りよう腕うでを腰に当てたクアイが仁に王おう立だちしていた。

「相変わらず神しん出しゆつ鬼き没ぼつですね。どうやって館に入ったんですか？」

　シャルマの冷たい声に動じないただ一人の男は、ずかずか部屋に入ってくる。後ろをしずしずついてくるのは赤毛を頭あたま覆おおいで隠かくした、ランプの精霊ジヤーンルーレルだ。

「簡単ですわ。こんな館に入るくらい」

　可愛かわいらしい声に騙だまされてはいけない。今は少女の姿だが、本体は筋肉隆りゆう々りゆうの手て強ごわい美女だ。精霊の中でも最も強い魔ま力りよくを持つ彼女なら、館に入り込むくらいたやすいだろう。

「ジャリスの情報がないかと思って来てみたんだが、ちょうど良かった。お前達に会えるとは。やはり俺は神に愛されている。さあ、ジャリスはどこだ？」

　クアイがきょろきょろと辺りを見回した。シャルマがため息をつく。

「……ジャリスはここにはいませんよ」

「お前の言葉は信用できんっ。お前達がいるのにジャリスがいないはずない。どこに隠した！」

「隠していません。本当にいないんです」

　二人の言い合いを聞いていたリリオスが、目を丸くしてコダートに問いかける。

「ねぇ、どういう事？　本当にクアイ皇子なの？　それにジャリスって誰だれよ？」

　矢や継つぎ早ばやの質問には、どれから答えていいのか判わからない。シャルマがクアイを、のらりくらりとかわしているのを幸いに、リリオスに話しかけた。

「あれは本物のクアイ皇子だ。それなりに歓かん待たいしてやってくれ。できればしばらくここに足止めしてくれると助かる。……それより話を戻もどそう。エミダケをなるべく早く手に入れたいんだ」

　クアイの相手をする暇ひまはない。強引に話を進めるとリリオスが目を瞬またたかせながらも考えこむ。

「あっ、そういえば……」

　何事か思い出したように顔を上げたリリオスに、身を乗り出して話の続きを促うながした。




「本当に祭りの余興で優勝する事が、ジャリスの為なんだろうな！」

　憮然として腕うで組ぐみをしたクアイに、コダートは心とは裏腹に笑顔で頷いた。

　ここは港の近くに設けられた祭りの会場だ。大きな広場を石段が囲み、そこに座った人々が歓かん声せいをあげている。石段の最上段に立ったコダートは、隣となりにいるクアイにもう一度説明した。

「航行費用を稼かせぐ為には、どうしてもエミダケが必要なんだ。祭りの余興で行われる〝最強の男達〟を決める競技会で優勝すれば、賞品としてエミダケが貰えるらしい」

　リリオスから競技会の事を聞いてすぐに参加を決めたが、一つ問題があった。参加条件が三人一組なのだ。リクを呼びに行こうかと思ったが、船は島の反対側の港だ。水鏡で連れん絡らくしてもよかったが、アブウが魔力を使えばルーレルにバルク号の居場所を突つき止とめられてしまう。

　考えた末、コダートは一石二鳥の手を思いついた。シャルマが、クアイに微笑みかける。

「エミダケが手に入れば、ジャリスも喜びます。あなたが競技会に参加して手伝ってくれた事は、もちろん報告しますよ」

　ジャリスの名が出ると、途と端たんにクアイが相好を崩くずす。クアイを競技会に誘さそったのは足りない参加者を補う為と、具合の悪い（悪くなくてもだが）ジャリスに近付かせない為の苦肉の策だ。

「競技会は記き憶おく力を競きそう知力部門と、武力を競う騎き馬ば戦せん部門。運を競う強運部門に分かれているそうだ。俺は強運部門に出るよ」

　昔から運うん試だめしの勝負では負け知らずだ。それが自分の持つ魔力のせいだと知ったのは最近だ。

「では、私は知力部門に出ましょう。記憶力には自信があります。クアイ皇子、馬は得意でしょう。タバラン国のクアイ皇子といえば、武では負け知らずだと有名です」

　シャルマのお世辞に、クアイはまんざらでもないようだ。

「ああ、俺に勝てる奴やつなど大陸中を探してもいない。馬は得意中の得意だ！」

　よく考えれば、一番危険なのは騎馬戦だ。落馬すれば、怪け我がする恐れもある。

（さすがだな、シャルマ。クアイ皇子を手の平の上で転がしてる……）

　思わず感心する。シャルマは常にないお世辞を使い、クアイの興味を競技会に向かせていた。

「じゃあ、二人ともそれで異論はないな。それと田舎いなかの祭りだと思って、油断しない方がいい。賞品のエミダケを狙ねらって、島外からも参加者が集まっているそうだ。前回の優勝者はカトゥーナ国の元軍人達で、彼らは今年も参加している」

　広場の中央に立つ一ひと際きわ身体からだの大きな男達を目で示すと、クアイがふん、と鼻を鳴らした。

「元軍人など俺が叩き潰つぶしてくれる！　そうそうコダート。俺がタバラン国の皇子だというのは内密にしろ。勝負が公平にならなくなる。皇子だから優勝したとジャリスに思われたくない」

（どうしてそんな所だけ律りち儀ぎなんだ？）

　コダートは内心で呟つぶやく。ジャリスが見ている訳ではないのだから、後でいくらでも言い繕つくろえるのに。だがそんな所が、クアイを憎にくみきれない所ではある。

「では油断禁物で行きましょう」

　片かた眼鏡めがねを押し上げたシャルマに頷く。脳裏には、痛みに苦しむジャリスの姿が浮うかんでいた。




　広場に作られた壇だん上じように立つシャルマを、コダートは固かた唾ずを吞のんで見守っていた。知力部門は、机に置かれた二十枚の札に書かれた数字を、時間内でなるべく多く覚えられた方が勝ちだ。

「右から五、十一、六、八、五十一……」

　シャルマの声には、一いつ瞬しゆんの惑まどいもない。裏返しにされていた札が、次々めくられていく。

　そこには、シャルマの言う通りの数字が並んでいた。

「よしっ、全問正解だ！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎりしめると、観衆からもどよめきが走った。シャルマは七回行われた予選で一度も数字を間ま違ちがえていない。今行われている準決勝でも圧あつ倒とう的てきな強さを見せつけていた。

　コダートは広場の隅すみにある天幕に戻ってきたシャルマと、手を叩たたき合わせた。

「さすがだな。みんな十枚覚えるのもやっとなのに」

「そうですか？　簡単ですよ。あと二十枚は余よ裕ゆうで覚えられます。ちなみに今の数字を全部足すと、四百三十一です」

　さらっと答えたシャルマに目を見張る。覚えるだけでは足りず、暗算までしていたようだ。

「さあ、次はクアイ皇子の勝負ですよ」

　シャルマが指した広場の中央に目を向けると、馬に乗ったクアイが対戦相手と睨にらみ合っている所だった。持っている長い棒で相手を落馬させれば勝ちだ。

「頑張ってー！　黒くろ髪かみの騎き士し様っ」

　周りから大きな黄色い声せい援えんが響いた。島の女の子達の集団だ。もちろん彼女達の視線は、クアイに釘くぎ付づけだった。

「どこに行っても目立つ人ですね」

　なかば呆あきれたシャルマの声に苦く笑しようする。黙だまってさえいれば、クアイは文句無しの男前だ。

「仕方ないさ、連戦連勝、しかも……」

「勝負ありっ」

　コダートの言葉を遮さえぎるように、勝負の判定が下る。馬に跨またがったクアイの前で、対戦相手が地面にひれ伏ふしていた。馬上のクアイが、ぐっと握った拳を振ふり上げる。

「きゃぁぁぁ！　素す敵てきーっ」

　鼓こ膜まくを破るかのような声援に耳を塞ふさいでいると、クアイが手た綱づなをさばいて戻ってきた。

「また一瞬で勝負がついたな。俺の出番が一いつ切さいないんだが」

　苦笑混じりに呟く。対戦は先に二勝した方の勝利。だがシャルマとクアイが負け知らずな為ため、コダートまで順番が回ってこない。次は決勝だ。このままだと何もせずに終わってしまう。

（まあ、いいか。勝ちさえすれば）

　肩かたを竦すくめて、今から始まるもう一つの準決勝へ目を向けた。この準決勝に勝った方と、決勝を戦う事になる。

「やはり勝ち上がって来ましたね、あのカトゥーナ国の元軍人達。前回優勝しただけあって、なかなか手強そうです。特に騎馬戦に出る顔に傷のある男、彼は要注意です。それと瘦やせた男は記憶力が抜ばつ群ぐんにいい。まあ、負ける気はしませんが」

　冷静な顔をしているが、シャルマは意外と負まけず嫌ぎらいだ。そして更さらに上をいく、超ちよう・負けず嫌いな男もいる。

「何が騎馬戦の男は要注意だ！　どんな猛も者さだろうと、俺にかなうはずがない」

　自信満々なクアイにいつもなら呆れる所だが、さすがに今回は素す直なおに頷うなずくしかない。騎馬戦での戦いは見事だった。

　広場で始まった準決勝は、均きん衡こうしたまま進んでいた。知力勝負では元軍人達が勝ったが、騎馬戦では惜おしくも負け、最後の運試しに勝負はもつれ込んだ。

「対戦相手が二つの箱のどちらかに宝石を入れ、相手が当てる、か。どちらに入ってるのか本当に判るのか、コダート」

　クアイに問われ、視線を鋭するどくして壇上を見つめた。両目がかっと熱くなる。右側の箱が淡あわい光を放っているのが判った。

「右だ。右の箱に、宝石が入ってる」

　そっと呟くと、一いつ緒しよに観戦していたルーレルが頷いた。

「ええ、当たりです。まあ当然ですわね。魔ま力りよくを使えば透とう視しするのは簡単ですもの」

　苦笑すると、勝利を告げる鐘かねが鳴る。運試しで勝ったのは、元軍人達の仲間である若い男だ。

　男はだらしない服装で、にやけた笑えみを浮かべていた。

（ん……？　あの男、どこかで見た事があるぞ）

　だがどこだったかが思い出せない。考えを巡めぐらせていると、クアイが感心したように呟く。

「あいつ、運試しをするのは三度目だが、一度も負けていない。余よ程ほど強運なのか？」

「これは運だけの勝負じゃないからな……」

　呟いた途端、ふっとある事が頭をかすめる。そしてもう一度、壇上でへらへらと笑う男の顔を凝ぎよう視しした。




「もうすぐ決勝戦でしょ。調子はどう？」

　天幕で考え事をしていたコダートは、ふいに声をかけられて振り向むいた。そこには、つばの広い帽ぼう子しを被かぶったリリオスが立っている。

「いい感じだ。俺の出番はまだないが」

　肩を竦めると、ふいにリリオスが辺りを見回した。近くに人がいない事を確かめたようだ。そっと声を潜ひそめて話しかけた。

「ねえ、ずっと気になってたんだけど、何で競技会に出たの？　派手な事は嫌きらいだったじゃない。それに随ずい分ぶんと急いでいるみたいだけど、何か理由でもあるの？」

　それには答えたくなかった。無言でいると、リリオスがため息をついて腕うで組ぐみした。

「つきあい長いんだよ。あんたの目的が商売だけじゃないって察しはついてる。だけど、それが何かが判わからないのよね。あんた自分の利益にならない事は絶対にしないでしょ。……昔、取引に失敗しそうになった私を助けたのだって、自分の商売に影えい響きようが出そうだったからじゃない」

　なかなか鋭いが、本心は知られたくない。ちょうど用事もあったので、話の矛ほこ先さきを変えた。

「そんな事より、領主様に話があるんだ」

　むっとしているリリオスの耳元に、ある事を囁ささやきかけた。彼女の表情が真しん剣けんなものに変わる。

「本当なの？　それ……」

　半信半疑に問いかけられて、コダートはゆっくりと頷いた。
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「コダートはどこに行った！　もう決勝戦が始まるぞっ」

　クアイの怒ど声せいは相変わらず癇かんに障さわる。シャルマは耳を塞ぎたくなったが、ぐっと堪こらえた。

「リリオスと一緒ですよ」

「あの女領主か……。おい、あいつら本当にただの知り合いか？」

　言葉の意味が判らない訳ではない。それでも知らぬ顔をした。下世話な話はごめんだ。

「コダートを恩人だと言っていましたが」

「なるほどなるほど、恩を受けて恋こいに落ちる。よくある話だ。あいつら絶対に普ふ通つうの関係じゃないぞ。特にリリオスの、コダートを見る目つきが気になる。あれは恋する女の目だ。俺の勘かんが、あの二人がただならぬ関係だと告げているぞ！」

　それは勘ではなくて思い込み。そう言いたかったが、再び堪えた。

　そこへ決勝戦が始まる鐘が鳴る。シャルマは、ふっふっふっと一人笑うクアイを置いて、さっさと壇上へと足を向けた。
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　コダートが広場に戻もどった時には、既すでに決勝戦が始まっていた。シャルマが予選より十枚増えた札を一つ残らず言い当て、会場を沸わかせていた。

「シャルマ。話があるんだが……」

　一勝を手に入れ会心の笑みを浮かべて戻ったシャルマに、コダートは駆かけ寄る。

「頑がん張ばって下さいませ～。ご主人様」

　妙みように機き嫌げんのいいルーレルの声に振り向くと、広場の中央ではクアイの騎き馬ば戦せんが始まっていた。

　会場中の女性達からの声援を受けたクアイは、武具を身につけ、華か麗れいに馬を操あやつっている。さすがに元軍人だけあって相手は強いが、クアイの敵ではないだろう。

　勝利を確信して再びシャルマに話しかけようとした時、天まで届くような悲鳴が広場に響ひびく。

「きゃぁぁぁぁ！　黒髪の騎士様がっ」

　驚おどろいて再び広場に目をやると、信じられない事に馬から落ちたクアイが地面に両りよう膝ひざをついていた。シャルマと一緒に、慌あわててクアイの許もとへと駆け寄る。

「大だい丈じよう夫ぶか！」

　暴れる馬を押さえつつ、クアイに向き直る。シャルマの手を振り払はらったクアイが、起きあがる所だった。どうやら怪け我がはないようだ。

「勝負ありっ」

　片手を上げて宣言した審しん判ぱんに、かっと目を剝むいたクアイが詰つめ寄った。

「ちょっと待て！　今のは……」

「落馬した時点で勝負は終わりです。抗こう議ぎするなら、失格にしますよっ」

　クアイがうぐぅぅと、うめき声を上げる。なおも不服を唱えようとするのを何とか宥なだめて、広場の隅に連れていった。やっと落ち着いたクアイに、シャルマが問いかけた。

「何が起こったんですか？」

「わ、わからん。攻こう撃げきは確かに避よけたはずなのに、急に馬から落ちたんだ……」

　呻うめいたクアイに、コダートは引いてきた馬を指した。

「これだよ。馬具に細工されてる。激しく動くと、馬具の紐ひもが切れるようにな」

「ええ、先程対戦相手が、馬具に細工すると話していましたわ。私、人間と違ちがって耳がいいので、聞こえてしまいました」

　すまして答えたのはルーレルだ。クアイが憤ふん怒ぬの形相を浮うかべた。

「お、お前、どうしてそれを言わない！」

「だって聞かれませんでしたもの。それに私はあなたに手出しできませんけど、あなたが事故で勝手に死んじゃったりすれば、私は晴れて自由になれますわ。よく考えたら、私一人の方がアブウを捜さがしやすいんですもの。おーほっほっほっ」

　アブウを愛していると公言しているルーレルは、バルク号を追う為にクアイと共同戦線を張ったはずだった。だがルーレルは、もう気が変わったらしい。コダートは、醜みにくく言い争う主従の声を聞きながら、こちらを見つめてほくそ笑む対戦相手を睨にらみつけて、闘とう志しをみなぎらせた。




　決勝戦の最後の勝負は、運を試ためされる強運部門だ。壇だん上じように立ったコダートは、対戦相手の男と相対した。

「え～、もう一度運試しの説明をします。まず対戦相手が二つの箱のどちらかに宝石を入れ、それを当てるという勝負です。どちらかが外すまで、勝負は行われます。質問は自由ですが、箱に触さわったりしないで下さい。よろしいですか～」

　間延びした審判の声に頷うなずいた。用意された椅い子すに座ると、机を挟はさんで対面に座った男が親しげに話しかけてくる。

「あんた、若き黒くろ獅じ子しとか呼ばれてた男だろ。マハル王国の商人でさ」

　無言でいると、男は更さらに身を乗り出す。

「無視するなよ。俺はララジャっていうんだ。よろしくな」

「知ってるよ。何で詐さ欺ぎ師しがここに？」

　口元をつり上げると、ララジャが軽く目を見開いた。

「へぇ、俺の事知ってるんだ」

「会うのは初めてだが、名前と顔は知ってるぜ。お前の口車に乗って、財産根こそぎ持っていかれた奴やつも、何人か知ってる」

　ララジャが、この状じよう況きようには決してそぐわない天てん真しん爛らん漫まんな笑みを浮かべた。

「あれ、俺って結構有名人？……あのさ、実は俺、あいつらに捕つかまっちゃってさ」

　ララジャはこっそりと、仲間であるはずのカトゥーナ国の元軍人達を指した。

「優勝したら見み逃のがして貰もらう約束なんだ。だから勝たせて貰うぜ。あんたも、これがただの運勝負なんて思ってないだろ」

「ああ、箱に宝石を入れるのは対戦相手。箱には触さわれないが、質問は自由。ようするに、相手の様子からどっちに入れたかを探さぐり出して当てる。お前みたいに口で世の中を渡わたり歩あるく人間には絶好の勝負だ。素人しろうとを騙だますのは簡単だっただろう？」

「ああ、物足りなくて退たい屈くつしてた所さ。あんたは楽しませてくれるだろ？　若き黒獅子さん」

　ララジャはまるで子供のようだ。お気に入りのおもちゃを見付けたように、目をきらきらとさせている。コダートは、ララジャに鋭するどい視線を向けた。

「お前に勝ち目はない。絶対にな」

　それと同時に勝負が始まる合図の鐘かねが、広場中に鳴り響いていた。
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「コダートの様子が変ですね」

　シャルマは壇上のコダートを見つめて呟つぶやいた。まずはコダートが宝石を隠かくし、相手がそれを当てる事になっていた。だが机に置かれた二つの箱を見み据すえたコダートが眉まゆ根ねを寄せている。

「そうでしょうね。あの箱を透とう視しするのは無理ですもの」

　あっさり答えたのはルーレルだ。驚いて顔を向けると、彼女の紫むらさきの瞳ひとみが鋭い光を放っていた。

「どういう事ですか？」

「あの箱、予選の時とは違う物ですわ。ほら、ちょっと豪ごう華かな作りになっているでしょう？　きっと決勝戦用の箱なんでしょうけど、外側の飾かざりに真しん鍮ちゆうが使われています。真鍮は私達魔物ジンにとっては天敵。魔ま力りよくが遮しや断だんされて、中身を透視する事ができないんです」

「何だと、それでは勝てないだろう！　もし負けたらエミダケが手に入らないぞっ」

　シャルマは、騒さわぐクアイを手で制した。

「静かにして下さい。まだ勝負は始まったばかりです。コダートを信じましょう」

　だが勝利を告げる鐘が鳴って、両手を上げて喜んだのは対戦相手だった。彼は見事に、コダートが宝石を入れた箱を言い当てたのだ。次にコダートが外せば、勝負は決まってしまう。

　シャルマは息を吞のんで、勝負の行方ゆくえを見守った。
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「あんた大した事ないね。さっきの勝負、態度と目の動きですぐに答えが判わかった」

　ララジャの口は滑なめらかだ。先さき程ほどララジャの周りに黒幕が張られ、コダートにも観衆にも判らないように、彼が宝石を箱に隠した。それがどちらの箱なのか、コダートには判らない。

「こんなはずじゃなかったんだがな。何で箱が予選の時と変わるんだ」

　思わずぼやくと、ララジャがすっと口元をつり上げた。

「さっきと様子が違うぜ。自信満々な態度はどこにいった？　それで本当に大陸中に名を轟とどろかせた商人なのか？　さあ、早く選んでくれよ。次にあんたが外したら俺の勝ちなんだから」

　楽しそうなララジャの声を聞きながら、腕うで組ぐみしてうーん、と考え込む。

「判らないな。さすがに詐欺師だけの事はある。態度からは何一つ読みとれない」

　大げさに肩かたを竦すくめるとララジャの笑えみが深くなる。それを見て、一つ息を吐はいて目を閉じた。

「おや、お手上げかい？」

　揶や揄ゆするララジャに向かって、目を瞑つぶったままふっと笑みを浮かべる。

「……なぁ、ララジャ。いい事を教えてやる。実は俺は、魔ま法ほうが使えるんだ」

「何を馬ば鹿かな事を。そんな訳……」

　せせら笑う声を聞きながら、静かに目を開けて視線を鋭くした。目の辺りがかっと熱を持つ。

「な、何だよ！　その赤い目っ」

　びくっと震ふるえたララジャが慌てて立ち上がる。驚きよう愕がくした表情で、じっとコダートを見つめた。

「言っただろ、魔法だよ。この赤い目を使えば何でも判る。ほらほら、見えてきた。……お前が宝石を入れたのは、この箱だ！」

　左の箱を指さすと、ララジャが目を見開いて言葉を無くした。その様子からある確信を持つ。

　再び目を瞑り黒い瞳に戻もどすと、壇上の隅すみにいる審判に向かって声を上げた。

「この箱に宝石が入っている！」

　審判が近づき、コダートが指した左の箱を開ける。出てきたのはきらきらと輝かがやく青い宝石だ。

「な、何だよ、ちきしょー！　手品なんか使いやがって。次は負けないからなっ」

　慌てて叫さけんだララジャに、すっと口元をつり上げた。そしてゆっくりと首を振ふる。

「次はないさ。……そうだ、ララジャ。もう一ついい物を見せてやるよ」

　懐ふところから取り出したのは、海かい賊ぞく同盟の賞金首の手配書だ。五百万ディナルという金額が躍おどる手配書には、ララジャの顔が描えがかれていた。ララジャが一いつ瞬しゆんで青ざめる。

「会った事はないが、顔は知ってるって言っただろ。この手配書で見たんだ。最近色々とあって賞金首どころじゃなかったが、お前の手配書だけは覚えていたんだ。俺の商人仲間を破産させた奴だからな。……田舎いなかの祭りだと思って油断したな。顔も隠さないで人前に出るなんて」

　ララジャが顔を歪ゆがめたまま後ずさる。だが背後には、いつの間にか三十人程の男達が剣けんを手にして集まっていた。中央に立つのは、リリオスだ。

「ララジャ・カドミズ。詐さ欺ぎと強ごう盗とうの容疑で捕とらえます！」

　リリオスの凜りんとした声を合図に、男達が一いつ斉せいにララジャを取り囲んでいた。




「一体どういう事ですか？　コダート」

　ララジャの捕り物騒そう動どうで、広場は騒そう然ぜんとしていた。壇上から降りたコダートは、シャルマに詰つめ寄られてほくそ笑む。

「相手が捕まったから、不戦勝で俺達の優勝だ」

　事情が吞のみ込めていないシャルマ達に、ララジャが賞金首である事を説明した。

「……ララジャが手配されていると気づいて、リリオスに報告したんだ。さっきシャルマにも言おうと思ったんだが、落馬騒そう動どうで話す暇ひまがなくて……。まあ、そのおかげで俺まで順番が回ってきたからさ。捕まえる前に、卑ひ怯きような手を使ったお返しをしてやろうと思ってな。一度目は油断させる為ために、わざと負けたんだ」

「だ、だが、二度目の勝負はどうやったんだ。魔力は使えないはずだろう」

　目を瞬またたかせているクアイに、苦く笑しようして肩を竦める。

「あれはただのはったり。人間は予想できない事が急に起きると、驚おどろいて頭が真っ白になるだろう。そうすると、噓うそをつく余よ裕ゆうがなくなるんだ。だから目を赤くして、魔法が使えるぞって脅おどしてみた。そしてこっちの箱に宝石が入っていると言ってみる。当たりなら何も言い返さないし、外れなら何か違ちがう反応をする。不戦勝になるのは判ってたんだが、何とかあいつを騙してやりたくてさ。あいつのせいで商人仲間が何人も破産したし」

「お前……なかなかやるな」

　クアイに誉ほめられたのは、初めてかもしれない。ふっと笑みを浮うかべて壇だん上じようを指し示した。

「今から賞品の授じゆ与よ式があるそうだ。クアイ皇子、俺達はララジャの取り調べに立ち会うから、代表で賞品を受け取って来てくれないか？」

　戸と惑まどったように目を瞬かせたクアイだったが、すぐに胸を叩たたいた。

「い、いいだろう。エミダケを持っていけば、ジャリスも喜ぶだろうしな」

　大おお股またで壇上へと向かうクアイを、コダートとシャルマは、笑顔で見送った。
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　壇上に立ったクアイは、人々の視線を一斉に浴びて、賞品であるエミダケの入った大きな袋ふくろを受け取った。くだらない勝負だったが、これもジャリスの航行資金を稼かせぐ為。金なら腐くさる程あるが、彼女は受け取ってくれない。だがこれならきっと、喜んでくれるはずだ。

　壇上から降りると、早さつ速そく袋の中を確かめる。

「な、何だーっ、これは！」

　だがその途と端たん、広場を揺ゆるがす程の叫び声を上げてしまう。袋に入っていたのはエミダケではなく、ただの紙くずだ。声が聞こえたのか、リリオスが慌あわてて駆かけ寄った。

「どうされました？　クアイ皇子」

「しょ、賞品のエミダケはどこだ！」

「コダート達が持っていきましたが……。急ぐから授与式は別の物で代用してくれと言って」

　妙みようににこやかだったシャルマとコダートの顔が頭に浮かぶ。いつの間にか、彼らの姿が見えなくなっていた。

「あ、あいつらっ、俺まで騙だましたな！」

　怒いかりのあまり、思わず持っていた袋をびりびりと引き裂さく。こんな幼よう稚ちな手に引っかかってしまった自分が許せなかった。

「おい、リリオス。お前はコダートの恋こい人びとなんじゃないのか？　さっさと帰してしまっていいのか！　バルク号にはあいつの婚こん約やく者がいるんだぞ」

　詰め寄ると、リリオスが目を丸くする。一いつ瞬しゆん俯うつむいたが、すぐ顔を上げて高らかに笑い出した。

「あははっ、そういう事ね。なるほどー」

「何を笑っている。あいつを連れ戻したらどうだ？　そうすれば……」

「やめて下さいよー。私は恋人なんかじゃありません。あいつは商売にしか興味ないし。私は仕事上の同士です」

　きっぱりと言い切られ、それ以上何も言えなくなる。うまくいけばジャリスからコダートを引き離はなせると思っていたが、当てが外れてしまった。

「お、おのれーっ、すぐに捜さがし出すぞ！　待っていろ。この礼は必ずしてやるっ」

　叫んで身を翻ひるがえしたクアイには聞こえなかった。背後にいたリリオスの一言が。

〝恋人だったら……どんなによかったかと思いますけどね〟

　その呟つぶやきは夕暮れ時の風に乗って、飛んでいったのだった。
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　リリオスから馬を借りたおかげで、コダート達は宵よいの内にバルク号に戻る事ができた。コダートは逸はやる気持ちを抑おさえ、ナッシルのいる部屋の扉とびらを叩く。

「エミダケを手に入れたぞ！　例の物もこれで作れるんだよな？」

　顔を出したナッシルが、差しだした袋の中身を確かめて大きく頷うなずいた。

「ああ、準備はしておいたから、後は調合するだけだ。ちょっと待ってろ」

　扉を閉めて、廊ろう下かの壁かべに寄りかかる。そのままずるずると座り込んだ。

（よかった……。早く手に入って。少しでもあいつが……）

　さすがに疲つかれていたが、それでも心の底からほっとしていた。しばらく廊下で待っていると、ナッシルが小こ瓶びんを片手に再び扉を開ける。

「かんせーい。ほら、持って行けよ」

「い、いいよ。ナッシルの方が……」

　狼狽うろたえていると、ナッシルが小瓶を強ごう引いんに押しつけた。

「何言ってる。お前が苦労して手に入れたんだろ。お前ね、少しは図太くなれよ。何事もここが押し時って事があるんだぞ。これを持っていって、優やさしい言葉をかけるんだ。判わかったか？」

　コダートの肩かたをぱんっと叩いて、ナッシルはさっさと部屋に戻ってしまう。

　小瓶を見つめたコダートは、仕方なく船長室へと足を向けていた。




「コダート……？　いたっ」

　船長室の扉を開くと、ジャリスの呻うめき声が聞こえた。コダートが慌てて部屋に入ると、寝ね椅い子すに横になったジャリスが、顔を顰しかめていた。

「まだ痛むのか？」

「う、うん。動くと関節が痛いの。でもしょうがないわ。無む茶ちやしたせいなんだし」

　さすがにジャリスも反省しているようだ。珍めずらしく弱気な表情を浮かべている。

「動くなよ。……薬を持ってきたから」

　差しだしたのは、ナッシルから渡わたされた小瓶だ。ジャリスが戸惑うように見つめた。

「でも……痛み止めは全然効かないわよ」

「これは特別だ。手術する時の麻ま酔すいに使う薬を改良した物で、普ふ通つうの痛み止めとは比べ物にならないくらい効くそうだ」

　小瓶を渡そうとしたが、ジャリスは腕うでを動かすのも辛つらそうだ。コダートは、小瓶の蓋ふたを取ってジャリスの口元に近づけた。

「ちょっと苦いらしいが、我が慢まんしろよ」

　青ざめた唇くちびるに液体を流し込む。こぼさないよう慎しん重ちように。うっと呻いたジャリスだったが、何とかごくりと飲み込んだ。

「しばらくしたら効くはずだ。それまでの辛しん抱ぼうだから大人しくしてろよ」

　ほっとして声をかけると、ジャリスがゆっくりと口元に笑えみを浮かべた。

「ありがとう、コダート」

「べ、別に。たまたま商売で使おうと思ってた薬の材料で、お前の痛み止めも作れるって聞いたからさ。ついでにナッシルに調合して貰もらっただけだ」

　正面からジャリスの顔を見るのが恥はずかしくて、つい背中を向ける。

「大体お前は無茶がすぎる。今度からは俺の言う事もちゃんと……」

　聞こえてきた寝ね息いきに言葉を止めて振ふり返る。薬が効いたのか、ジャリスがぐっすりと眠ねむっていた。穏おだやかな寝ね顔がおには、痛みに苦しむ表情は見られない。そのまま寝椅子の端はしに座り、そっとジャリスの頰ほおに手を当てた。

「……早く元気になってくれ。お前が辛そうにしているのは耐たえられない。いつもみたいに笑ってくれるならどんな事だってする……って、何でお前が起きている時に言えないんだろうな」

　ふいに訪おとずれた衝しよう動どうに駆られ、ジャリスの頰に唇を寄せた。だが口づける直前で動きを止める。

「……お前が寝ねてる時なんて卑怯だよな」

　呟いて苦笑する。ジャリスの頰をつんとつつくと、立ち上がって部屋を後にした。

「そういう事ですか」

　廊下に出てすぐに声をかけられ、思わずびくっとする。見ると壁に凭もたれたシャルマが、口元に手を当てていた。

「商売は二の次で、本当の目的はジャリスの為ために薬を用意する事。だからあんなに急いでいた。……そうでしょう？」

「べ、別にジャリスの為だけじゃないさ。一つの事でたくさんの利益を生むのが、いい商人なんだよ」

　視線をそらしてうそぶくと、シャルマがふっと微笑ほほえむ。

「不器用な人ですね」

　何もかも見み透すかしたような一言には、反論すらできない。

　コダートは、赤くなった顔を隠かくすようにくるりとシャルマに背を向け、足早に廊下を去ったのだった。

























「王族式典は、もちろん海かい賊ぞく同盟の本部があるカトゥーナ国で開くのよね？」

　バルク号船長ジャリスは、カトゥーナ国の王宮にある中庭で、跪ひざまずいたまま顔を引きつらせた。そっと見上げると、女王のラスミアが相変わらず自信に満ちた表情で、艶えん然ぜんと微笑んでいる。

　百数十年続いた戦争の終結宣言を誓ちかう調印式と、その祝いの席である王族式典。責任者のジャリスは、同盟の本部にいた所をラスミアに呼び出されていた。

「い、いえ、開かい催さい地はまだ未定で……」

「……何か言ったかしら、聞こえなかったわ。もう一度言うわよ、ジャリス。カトゥーナ国で王族式典を開きなさい。ただでさえ女の私は各国から軽かろんじられているのよ。王族式典には国の威い信しんがかかっているの。挨あい拶さつでも入場でも他ほかの国より後だなんて、我慢がならないわ！」

　睨にらみつけられて、思わずびくりと震ふるえてしまう。気持ちは判らないでもないが、軽はずみに返事できない理由があった。

「あ、あの、海賊同盟で相談して……」

　しどろもどろで答えると、再びラスミアがぎらりと睨む。

「……いいわ、しっかり相談なさい。そうそう、海賊同盟は各国の寄付で賄まかなわれているわよね。特にカトゥーナ国は海賊同盟の本部があるから、色々と便べん宜ぎを図はかっているつもりよ。もし他の国で王族式典を開くなんて真似まねをしたら、どうなるか……よく考える事ね」

　にんまりとした笑みが何を意味しているのか悟さとって、ジャリスは思わず何度も何度も頷いた。
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「ラスミア女王は本気よ。脅おどしじゃない」

　バルク号に戻もどったジャリスは、王宮での事を副船長のシャルマに話していた。

「ですが、開催地については各国からも色々と……」

　渋しぶい表情のシャルマが、船長室の机に山と積まれた各国からの嘆たん願がん書に目を移す。

　内容はラスミアが言っている事と、さほど変わらない。要するに、アラバーナ大陸で歴史上初となる王族式典の開催をぜひ我が国で、もし拒きよ否ひするならそれ相応の考えがあると暗に示している手紙ばかりだ。準備を始めたジャリスが、一番頭を悩なやませている問題だった。

「どの国で開いても、結局よその国から苦情が出るわよね」

　あちらを立てればこちらが立たず。ため息混じりで呟つぶやくと、シャルマが頷うなずいた。

「ええ、平和の祭典ですし、こんな事でもめるのは避さけたいのですが。しかし開催地は早く決めた方がいいでしょうね」

　開催地が決まらないと、日にちも警備の段取りも決められない。頭を抱かかえていると船長室の扉とびらが開いて、海賊同盟の本部に行っていたはずの、バルク号の乗組員コダートが姿を見せた。

「ジャリス、開催地の事なんだが……」

　ずんと暗い気持ちになる。また何か政治的な圧力をかけられたのだろうかと。だがコダートは笑みを浮うかべて、大おお股またでこちらに近寄った。

「海賊同盟の本部で、とっておきの情報を手に入れたんだ。ジャリス、蒸気船って知ってるか？」

　聞き覚えのない言葉に首を傾かしげると、コダートがジャリスの正面に座った。

「異国の技術を基もとに、ムシャラワ国で最近開発された、風の力じゃなく石炭を燃料として走る船だ。ダフム号という蒸気船は、千人以上の乗船が可能らしい」

　思わず目を見張ってしまう。そんなに大人数が乗れる船なんて、聞いた事がなかった。ジャリスが知っている一番大きな船でも、乗船可能なのは二百人だ。

「そこでだ、ダフム号を海賊同盟で借りて、船上で王族式典を開いたらどうだろう」

「な、何で船で王族式典をするの？　コダート」

「各国から自分達の国で王族式典を開催しろと脅しが……ああ、いや、嘆願書が来てただろう。恐おそらくどの国で開いてもよそから苦情が出る。ならいっそどの国でもない海の上はどうだ？」

　一いつ瞬しゆん目を瞬またたかせたが、すぐに椅い子すから立ち上がる。

「凄すごいっ。よく考えついたわね。それなら各国の面めん目ぼくも立つわ。海賊同盟が開催する式典だもの。海の上だったらぴったりよ。それに船の周りを同盟の護ご衛えい艦かんで囲めば警備もしやすいし！」

　頭を悩ませていた問題に、明るい光が射さした気がした。だがコダートがふいに顔を曇くもらせる。

「だが一つ問題がある。実はムシャラワ国の工業大臣が本部を訪れていて、彼からその話を聞いたんだ。ダフム号を借りるには……五億ディナル必要らしい」

　見た事も、考えた事すらない途と方ほうもない金額に、ジャリスは絶句した。

「五、五億って……。いくら同盟でもそんな大金は出せないわ」

「判わかってる。そこでだ、勝手にすまないが、その工業大臣とある交こう渉しようをしてきた」

　交渉事なら負け知らずの、コダートの黒い瞳ひとみがきらりと光った。

「工業大臣は、海賊同盟にある依い頼らいがあって来たらしい。それも少しばかりやっかいな依頼で、ぜひ高名なプス船長……つまりお前に頼たのみたいそうだ。それで俺が言いくるめて……いやいや、交渉して、依頼が達成できたなら、ダフム号を無料で貸して貰もらえるよう頼んできた」

　どんな交渉をしたのか気にはなったが、五億ディナルが無料とは、またとない機会だ。

「わたし達にできるなら何でもやりましょう。でも……一体どんな依頼なの？」

　ジャリスは身を乗り出して、コダートの話に耳を傾かたむけていた。
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　空と海は境界線がどこだか判らないぐらい、真っ青で心ここ地ちいい。バルク号の甲かん板ぱんに立ったジャリスは、海風を思いっきり吸いこんで背せ伸のびした。

「ああ～、気持ちいい。海はいいわね。このままどこかに行ってしまいたいわ」

　ムシャラワ国から受けた依頼の為、カトゥーナ国を出航して三日。どこまでも続く海を見つめていると、事務仕事ばかり続いていた毎日を忘れられそうだ。

「ジャリス、気を抜ぬかないで下さい。そろそろ〝魔まの海域〟ですよ」

　シャルマが片かた眼鏡めがねを押し上げると、隣となりにいたコダートがゆっくりと頷く。

「ああ、海の魔ま女じよが住むという〝魔の海域〟。ムシャラワ国の依頼は、その海域で行方ゆくえ不明になった船の捜そう索さくだ。見付けられたら五億ディナルが無料なんだからな」

「ええ、ぜひ見付けましょう！」

　シャルマが拳こぶしを握にぎりしめる。いつもは面めん倒どう事には関かかわりたくないと言うくせに、お金がかかると途と端たんに豹ひよう変へんする。ジャリスは苦く笑しようして肩かたを竦すくめた。

「でも魔の海域なんておとぎ話でしょ。確か、女性の歌声が聞こえてくると船が呪のろわれて、消えてしまうとか何とか……」

　甲板で酒を片手にあぐらをかいていた、船医のナッシルが頷いた。

「その話なら有名だな。アラバーナ大陸の北東に魔の海域があるって。だが大方嵐あらしにあって転てん覆ぷくしたか、海を荒あらす海うみ蜥蜴とかげ達にでも襲おそわれたんじゃないか？」

　だがコダートが、真しん剣けんな表情で首を振ふる。そしてナッシルに目を向けた。

「いや、行方不明になった船の乗組員が一人だけ、小こ舟ぶねに乗っている所を救助されたんだ。その男は少し耳が遠いらしい。この辺りの海域で急に乗組員達がばたばた倒たおれて、かすかに女の歌声が聞こえたそうだ。伝説を知っていたその乗組員は、慌あわてて小舟で逃にげ出した。その後船がどうなったかは、まったく判らないそうだ」

　何度聞いても大だい嫌きらいな幽ゆう霊れい話のようで、背筋が寒くなる。何とか気を取り直して顔を上げた。

「その船に、異国から取り寄せたダフム号の部品が載のっていたんでしょう？」

「ああ、ダフム号はほぼ完成してはいるんだが、その部品だけがなかなか手に入らなかったらしい。やっと見付けて運んでいる最中に、船が行方不明になったそうだ。船が完成しない事には、いくら金を積んでも借りられないからな。……とにかくこの辺りを調べよう。船の残ざん骸がいでも見付かれば、捜さがす手がかりにはなる」

　コダートも実際の所は、何らかの原因で船が沈しずんだと思っているようだ。ジャリスは行方不明になった船の乗組員達が、無事でいてくれればと願っていた。

「ねぇ、天気が怪あやしくなってきたよ！」

　帆ほ柱ばしらの天辺てつぺんにある見張り台から、リクが叫さけんだ。見上げると、さっきまで真っ青だった空に黒い雲が現れ始めている。

「リク、帆を畳たたむ準備をして。リンドとナッシル、手伝いを……」

　指示を出そうとすると、ふと荒あらくなってきた波の音に紛まぎれて何かが聞こえた気がした。

「あれ……？」

　呟いたのは見張り台から降りてきたリクだ。そのままがっくりと片かた膝ひざをついた。

「なんか、ちょっと気分悪いかも……」

「大だい丈じよう夫ぶか？　リク」

　駆かけ寄ろうとしたナッシルが、ふらりとよろめいて手すりに凭もたれた。

「何だ……何かが頭の中で……」

「私も頭が……」

　シャルマが眉まゆ根ねを寄せて、帆柱に寄りかかる。何事かと戸と惑まどっていると、コダートが両手で耳を押さえた。

「何か聞こえるぞ……。歌か？」

「歌？　歌なんて聞こえないわよ！」

　平気な顔をしているのは、ジャリスとリンドだけだ。蹲うずくまった彼らに慌てて駆け寄ろうとすると、ふいにキーンと硝子ガラスを引っ搔かくような音が聞こえた。思わず耳を押さえて蹲る。

「何なの！　この音？　ま、まさか……」

　耳鳴りのような音がはっきりと聞こえてくるのには、時間はかからなかった。どうやら竪たて琴ごとの音色のようだ。最初は耳みみ障ざわりだったが、段々と心地いい響ひびきになってきて、眠ねむ気けを覚える。

「お、おいっ、お前らしっかりしろよ！」

　すぐ近くにいるはずなのに、リンドの声が遠かった。どこからか聞こえてくる竪琴と歌声。ジャリスの頭にピカピカと危険を知らせる光が灯ともる。だがその光もやがて薄うすくなっていく。

　心地いい音の波に漂ただようように、ジャリスの意識もすうっと消えていってしまった。
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「おい、起きろよ！　ジャリスッ」

　身体からだを揺ゆさぶられて、ジャリスははっと目を覚ました。すぐ近くにリンドの顔がある。先さき程ほどの事を思い出して、慌てて身体を起こした。

「な、何？　何があったの？」

　頭がくらりとして、吐はき気けを覚えて蹲る。何とか気を取り直して辺りを見回した。

　海の上にいたはずなのに、なぜか帆を畳んだバルク号が、錨いかりを降ろして桟さん橋ばしに停てい泊はくしていた。どうやら島のようだ。

「い、いつの間に……。ここはどこ？」

「知らねぇよ。俺も今目が覚めたんだ。それより大変だ！　みんながいない」

「いないってどういう事？　それにここはどこ？　近くに島なんてないはずよ」

　さっきは午前中だったのに、空を見上げると、太陽の位置が正午を過ぎた事を示していた。そんな短時間で行ける距きよ離りに島はないはずだ。

「だから判らねぇって言ってるだろ。お前ら全員、急に倒れたんだ。どうしようかと思ってたら、変な音と声が聞こえてきて、俺も眠ねむっちまった。起きたらお前しかいなかったんだ」

　魔の海域の伝説が頭をかすめた。女性の歌声が聞こえると、船は呪われて姿を消すという。

「ま、まさか、本当に海の魔女の呪いにかけられた……とか？」

　顔を引きつらせると、リンドが渋しぶい顔で頷うなずいた。

「可能性は大だな。まったくどこの魔物ジンだよ。この俺様を眠らすなんて」

　リンドはシャイ悪ターン魔だが、現在魔ま力りよくの大半を封ふうじられていた。ジャリスははっとして、腰こしに手を当てる。そこには、精霊ジヤーンであるアブウが宿っている水差しがあるはずだった。

「あ！　アブウの水差しもないわ。と、とにかくみんなを捜しましょう。島に上陸してるかも」

　船を停泊させたのは、乗組員のはずだ。だったら海に投げ出された可能性はないだろう。

　リンドと一いつ緒しよに船を降りると、どうやら港のようだった。船が何隻せきか停泊していたが、人の姿はない。そのまま港の奥に進むと民家が見えてくる。ジャリスは戸惑いつつも扉とびらを叩たたいた。

「あの、どなたかいらっしゃいますか？」

　しばらく叩いたが、返事がなかった。諦あきらめてきびすを返した矢先、ギィィと音がして扉が開く。慌てて振り返ると、中年の男が顔を見せていた。

「よかった！　わたし達迷ってしまったんですけど、ここは何ていう島ですか？」

　表情一つ変えず、男がぽつりと呟つぶやいた。

「……ラムズ島だよ」

　声に抑よく揚ようがなかった。よくよく見ると、顔色が悪く、動きも緩かん慢まんだ。

「わたし、仲間を捜してるんですが……」

　問いかけても、やはり表情は変わらない。まるで幽霊のようで、思わず悪お寒かんを覚えた。

「仲間……知らない。領主様に……聞け」

　途と切ぎれ途切れに話した男が、そっと島の中央に立つ巨きよ大だいな宮きゆう殿でんを指した。

「あの宮殿に領主様が？」

　頷いた男がさっと扉を閉めようとしたが、足を入れてそれを遮さえぎる。一つ気になる事があった。

「あの、ぶしつけですけど、あなたの着ている服、ムシャラワ国の物ですよね？」

　男が着ている緑の服には、肩に小さくムシャラワ国の紋もん章しようである、朱鷺ときが縫ぬい込まれていた。

「ムシャラワ国……知らない。何にも知らない。領主様に聞け」

　うわごとのように繰くり返した男が、ジャリスの足を払はらって、バタンと扉を閉めてしまう。

「怪しさ全開だな。何だか凄すごい面倒に巻き込まれる予感がするぞ」

　ため息混じりのリンドに、ジャリスも思わず頷いていた。




　宮殿は島の中央にある小高い丘おかに建っていた。見上げる程高い二つの尖せん塔とうが、丸まる天てん井じようの両りよう端たんに立っている。ジャリスは宮殿に向かう途と中ちゆう、数人の島民を見かけて話しかけたが、全員が覇は気きのない表情で領主様の宮殿に行けと繰り返す。どう見ても彼らは普ふ通つうの状態ではなかった。

「こんなに大きな宮殿なのに、見張りもいないなんて……」

　やっと宮殿にたどり着いたが、大きな両開きの門は開かれたままで、誰だれもいなかった。恐おそる恐る門を潜くぐると、綺き麗れいに整えられた庭の奥で、話し声が聞こえた。

「……手が終わったら足の爪つめもお願いね」

　甘えるような女性の声が聞こえて、そっと木こ陰かげに身を潜ひそめた。この島はどう考えてもおかしい。まずは様子を見ようと木陰から声のした方を覗のぞいてみる。だが驚おどろきのあまり目を見開いた。

「な、何あれ……むぐっ」

「ばかっ、静かにしろよ！」

　背後にいたリンドに口を塞ふさがれ、こくこくと頷く。だが庭では目を疑うような事態が起こっていた。

「わあ、綺麗な色ね。あなたに塗ぬって貰もらうと、更さらに綺麗な気がするわぁ」

　寝ね椅い子すに座り、桃もも色いろに染めた手の爪を眺ながめているのは、長い黒くろ髪かみと黒目を持つ、ジャリスと同じ年とし頃ごろの少女だ。ジャリスが驚いたのは、少女の足をうやうやしく手に取って、跪ひざまずいたシャルマが爪の手入れをしていたからだ。

「何で？　何でシャルマが……あっ」

　またしても声を上げてしまったのは、少女の後ろから、コダートが飲み物を載のせた盆ぼんを片手にやってきたからだ。

「檸檬レモン水です。コルアナ様」

　うっとりしているコダートなんて、初めて見る。声は優やさしさに満ちていた。コルアナと呼ばれた少女が、にっこり笑う。

「ありがとう。あなた達は本当に美しいわぁ。私は美しい物が大好きよ。人でも物でもね。そうだわ、今夜は一緒に寝ねましょうよ。添そい寝してね」

　シャルマとコダートが微笑ほほえんで頷いたのを見て、一気に顔が引きつった。

「そ、添い寝なんて……そんなの駄だ目めに決まってるじゃないーっ」

　思わず叫んで、はっとした。口元を押さえたがもう遅おそい。コルアナの鋭するどい視線が、こちらを射い貫ぬくように見つめていた。

「あなた誰？　みんな来て、侵しん入にゆう者よっ」

　立ち上がったコルアナが叫ぶと、シャルマとコダートが、腰の剣けんを抜ぬいた。

「ちょっ、ちょっと待って！　わたしよ、ジャリスよ。何で剣を向けるのよっ」

　近付いてくるコダート達に、目を見開いて後ずさると、どんっと何かにぶつかった。慌あわてて振ふり向むくとリンドの背中だ。

「まずいぞ。見てみろ」

　リンドの前に男が立っていた。無ぶ精しようひげはそのままだが、珍めずらしく船服の釦ぼたんをきちんと留めたナッシルだ。だが彼もコダート達同様、射貫くようにこちらを睨にらんでいる。隣となりにはリクもいた。

「コルアナ様に何かしたら許さないぞ！」

　リクが、近くにあった身体と同じくらいの大きな石を、軽々と持ち上げた。狙ねらっているのはジャリス達だ。

「どういう事？　みんな、しっかりして！」

「駄目だ。こいつら操あやつられてる。あの女、魔物ジンだぞ！」

　リンドが指さすと、ほくそ笑えんだコルアナの黒い瞳ひとみが、さっと紫むらさきに変わった。

「あら、あなたもお仲間みたいね。だから私の術が効かなかったのかしら。残念だわ。あなたも結構好みなのに」

「みんなを返してよ！　わたしの船の乗組員なのよっ」

「あなたの乗組員なんて証しよう拠こがどこにあるの。みんな、彼女を知ってる？」

　コルアナが問いかけると、シャルマ達が一いつ斉せいに首を振った。

「いいえ、コルアナ様。こんな女など知りません。邪じや魔まですから排はい除じよしましょう」

　片かた眼鏡めがねを押し上げて、近寄ったのはシャルマだ。ジャリスは一いつ瞬しゆん泣きそうになる。シャルマと旅をするようになってから、こんな事を言われた事はなかった。

　乗組員達がじりじりと近づいてくる。どうしていいのか判わからず、首を何度も振った。

「ジャリス、一いつ旦たん引くぞ！」

　リンドの声がして、身体からだがふわりと持ち上げられた。シャイ悪ターン魔の姿になったリンドが、ジャリスの身体を抱かかえて空へと飛び立ったのだ。

「コダート、シャルマーッ、リクッ、ナッシル！」

　段々小さくなっていく彼らに向かって叫さけぶ。微笑んでいるコルアナを見て、ジャリスはぐっと唇くちびるを嚙かみしめていた。
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「早くみんなを助けなくっちゃ！」

　ジャリスはリンドに連れてこられた森の中にいた。人ひと気けはなく、木々の隙すき間まからは、小高い丘の上に建てられた宮殿の丸天井と尖塔が窺うかがえる。

「だが、あいつら完かん璧ぺきに操られてるぜ。多分、お前は翡ひ翠すいの指輪を持ってるから術が効かなかったんだ」

　はっとして胸むな元もとに手を当てる。首には鎖くさりを通して、魔王マリードオシリスの魔力が封じられた翡翠の指輪がぶら下がっていた。

「正面から行ったって、あいつらと戦うはめになる。何か作戦を考えた方がいい」

　シャルマ達に剣を向けられた時、辛つらくて悲しくて涙なみだが出そうだった。ずっと一いつ緒しよに旅してきた仲間達。彼らと敵対するなんて考えた事もなかった。

「あれ、でもアブウがいなかったわね」

　先さき程ほどの事を思い出してふいに呟くと、リンドが眉まゆ根ねを寄せた。

「一応精霊ジヤーンだからな。操れなかったんだろう。どっかに捕つかまってるんじゃねぇか」

「可能性は高いわね、やっぱり何とかしないと……あら？」

　考え込んでいると、ふと何かの音が聞こえてきた。

「耳を塞げっ。船の時と同じ音楽だ！」

　叫んだリンドと同じように、両手を耳に当てる。しばらくそうしていると、森の小道を歩く人ひと影かげに気づいた。

（あれは……！）

　リンドと一緒に身を屈かがめる。小道を歩いている数人の男達が、吸い寄せられるように宮殿の方へ歩いていた。両手をだらりとさせて力のない動きだが、顔には至福の表情を浮うかべている。

　ジャリスは一番後ろを歩いていた青年に駆かけ寄った。危険なのは判っていたが、もっと情報が欲しかった。

「ちょっと待って！」

　腕うでを摑つかむと、そばかすが浮いた顔を怒いかりで染めた青年が、凄い力で振り解ほどく。

「邪魔……するな。音色が聞こえなくなる。ああ、あの麗うるわしき竪たて琴ごとの音色……」

　そのまま青年が、再び力無く歩き出した。

（やっぱりあの音楽がみんなを操っている原因なんだわ！　だったら……）

　青年達が向かう宮きゆう殿でんへと目を向ける。絶対にみんなを取り戻もどす、その想おもいだけが、心を駆けめぐっていた。




　夜になるのを待って、ジャリスはリンドと宮殿にやってきていた。巨きよ大だいな両開きの門は閉じられていたが、シャイターンの姿になったリンドに空を飛んでもらい、庭に降り立つ。

　庭には見張りをしているのか、数人の男達の姿があった。

「……みんな恰かつ好こういい人ばかりね」

　身を潜めて思わず呟つぶやいた。宮殿にいるのは見み目め麗うるわしい美男ばかりだ。宝石を縫ぬい込んだ衣装を身にまとい、腰こしの剣に手を当て、直立不動している。

「要するに、気に入った男を宮殿に集めてるんだろ。シャルマ達も見かけだけはいいからな。性格はみんな微び妙みようなのに」

「そんな事ないわ。みんな優しいし強いし、頼たよりになる人たちばかりよ」

「いいや、強いのはともかく、優しいのはきっとお前にだけだ」

　人間の姿になったリンドにきっぱりと言われ、思わず首を傾かしげた。反論しようとしたが、今はそれどころではなかった。

「……とにかく、あの音色を奏かなでている竪琴を探しましょう。きっとその竪琴が、みんなを操っている原因なんだわ」

　リンドと庭に面した廊ろう下かへ向かうと、奥に宮殿に入る扉とびらを見付けた。

　身を屈めたまま、そっと扉に近寄り、音を立てないよう慎しん重ちように開ける。暗い廊下をランプがほのかに照らしていた。そのまま入り込むと、静かに扉を閉める。

「コルアナの部屋はどこかしら？」

　呟くと、ふいに目の端はしに見知った姿が映った。ふわふわと宙に浮いているのは、間ま違ちがいなく水差しの精霊ジヤーンアブウだ。

「ア、アブウ……！」

　思わずほっとする。シャイターンであるリンドが操られていないのなら、精霊のアブウも無事なのではと思っていた。だがこちらを向いたアブウが、眉をつり上げる。

「侵入者発見っ。コルアナ様の敵ですぅ」

「こ、このバカ！　精霊ジヤーンのくせに操られてんじゃねぇよっ」

　リンドが叫んだがもう遅い。背後の扉が開いて、男達がなだれ込んでくる。庭にいた兵士と、森の中で出会った青年達だ。ジャリスは一目散に宮殿の奥に向かって走り出した。

　廊下をどんどん進み、先を走っていたリンドが、ジャリスの手を摑んでさっと角で曲がる。そのまま近くにある扉を開けて、中に駆け込んだ。

「じっとしてろよ！」

　ジャリスは両手を口元に当てて頷うなずいた。どうやら物置らしく、乱雑に木箱が置かれている。

　部屋の隅すみに身を潜ひそめると、男達の足音がどんどん近づいてくる。扉の向こうで立ち止まったのか、声が聞こえてきた。

「どこに行った！」

　口々に叫ぶ男達に、心臓が口から飛び出そうだ。そのまま息を潜めていると、よく知っている声が扉とびら越ごしに聞こえてきた。

「……侵しん入にゆう者はあっちへ行ったぞ」

　声は間違いなくコダートだ。どきんと心臓が跳はね上がったが、男達の足音が遠ざかっていってほっとした。だがすぐ後に扉がギィィと開いて、再び緊きん張ちようが走はしる。

「コダートッ」

　リンドがジャリスを庇かばうように身構えた。こちらを見み据すえたコダートに、思わず後ずさる。

「……大だい丈じよう夫ぶだ。さっさと出てこい」

　だがコダートが敵意を向ける事はなかった。いつもの落ち着いた声で囁ささやくと、手招きする。

「昼間はすまなかったな。ちょっと事情があって……」

　恐おそる恐る扉を出ると、コダートが微笑ほほえんだ。普ふ段だん通りの彼だ。ジャリスは嬉うれしさのあまりぎゅっと抱だきついた。広い胸からは、温かな体温が伝わってくる。

「よかった……よかった。元に戻って」

「ね、熱ねつ烈れつだな。ちょっとびっくりだ」

　目を丸くしたコダートの呟きで、すぐに我に返った。

「ああっ、わたし、何て事を……！」

　顔をかっと赤くして、すぐさま離はなれた。恥はずかしさにいたたまれなくなる。あたふたしている二人を見ながら、リンドが肩かたを竦すくめた。

「みんなはどうしたんだ？」

　顔を赤らめていたコダートが、目を瞬またたかせながら口早に答える。

「あ、ああ、シャルマ達はまだ操あやつられている。俺も最初はそうだったんだが、昼間お前達の顔を見たら正気に戻ったんだ。リンドが無事な所をみると、俺も魔物の血を引いているから、完全には操れなかったんだろうな」

「だったら昼間そう言ってくれれば……」

　思わず口を尖とがらせると、コダートがすまなそうに、両手を顔の前で合わせた。

「いや、操られている間の記き憶おくがあってな。実はダフム号の部品らしき物を宮殿で見かけたんだ。それでそのままコルアナに操られている振ふりをしていたんだ」

「じゃあ、やっぱり行方ゆくえ不明の船は、この島に来ていたのね」

　港で会った、ムシャラワ国の紋もん章しようが入った服を着ていた男を思い出す。

「ああ、コルアナは歌と竪琴の音色で人間を操って船を島に誘さそい込み、気に入った男を選んで宮殿に集めているようだ。ダフム号の部品は巨大で鉄製なのが珍めずらしくて気に入っているとかで、寝しん室しつに飾かざってあるよ。多分竪琴もそこだ」

　コダートが、すぐ近くにある大理石でできた階段を見上げた。どうやらコルアナの寝室は上の階にあるらしい。

「判わかったわ、まずはみんなを取り戻しましょう。それからダフム号の部品よ。絶対にシャルマ達を連れて帰るんだから！」

　決意の声を上げると、コダート達が大きく頷いた。




　辺りを窺うかがいながら階段を上っていると、ふいにコダートが足を止めた。ジャリスは思わず身構える。階段の先に廊下が見えていた。薄うす暗ぐらい廊下は正面にのびていて、奥の突つき当たりに両開きの扉がある。その前に男が一人立っていた。

「シャルマ……！」

「しっ、静かに。シャルマはまだ操られているんだぞ」

　階段に身を隠かくしたコダートが、口元に人差し指を当てる。シャルマは無表情のまま、まっすぐこちらを見つめていた。

「俺がシャルマに話しかけて気を逸そらすから、その間にお前達は寝室に行け。コルアナは眠ねむっているはずだから、まずは竪琴を奪うばうんだ」

　頷くと、コダートがそのまま何食わぬ顔で階段を上がり、廊下を歩き出す。

「交代だ。休んでくれ」

　コダートが抑よく揚ようのない声で話しかけると、シャルマがそっと眉根を寄せた。

「今夜は一晩中ここにいろとの、コルアナ様の命令です」

「いや、先さき程ほどコルアナ様に命じられたんだ。交代しろと」

　シャルマの片かた眼鏡めがねの奥の瞳ひとみが、きらりと光る。視線がコダートを射い貫ぬいた。

「……おかしいですね。コルアナ様が眠るまで、ずっと私が側そばにいました。最後に話をしたのは私のはず。あなたの話には矛む盾じゆんがあります。あなたは……敵だ！」

　シャルマが腰の剣けんに手を当てた。コダートがはっと身構える。

　ジャリスは慌あわてて廊下に飛び出した。シャルマを止めようとしたが、もう遅おそかった。

「はぁっ！」

　シャルマが振り下ろした剣を、コダートがさっと抜いた剣で受けとめる。火花が散ったようにキィンと音がして、コダートが顔を歪ゆがめた。

「シャルマ、いい加減目を覚ませ！」

　必死に説得しているが、シャルマは冷たい笑えみを浮うかべるだけだ。

「敵は排はい除じよするに限ります。あなたを見ると、なぜか腹が立ってしょうがない」

「何で腹が立つんだよ、仲間だろ。……もしかして、あの事まだ怒おこってるのか？」

　コダートが剣を合わせたままそっと問いかけると、シャルマが首を傾げた。

「あの事？　さあ、何の事でしょう。ただあなたは許せません！」

　身軽にコダートから一歩引いたシャルマが、再び剣を構えた。

「な、何を話してるの？　あの事って？」

　思わず呟くと、隣となりにいたリンドが眉まゆ根ねを寄せた。

「きっとお前とコダートが、口付けした事じゃねぇの。シャルマの奴やつ、お前の意志を無視したって、怒ってただろ」

　その時の事を思いだして、一いつ瞬しゆんで赤くなる。あれには色々と込み入った事情があったのだ。

「ちょっ、ちょっと、正気に戻もどって！　同士討うちする気？」

　叫さけんだがシャルマの攻こう撃げきはとどまる事を知らない。焦あせっていると、ふいに誰だれかが階段を上ってきた。振り返ると、ナッシルとリクだ。リンドが慌てて身構える。

「やべぇ、こいつらやっつけちゃ駄だ目めだよな？　魔ま法ほうを使えばできるけど」

「当たり前でしょ！　仲間なのよっ」

「コルアナ様ーっ。アブウがお助け致いたしますぅぅぅ」

　ふわふわと階段の下から飛んできたのはアブウだ。じりじりと近寄ったナッシルが剣を抜ぬく。鈍にぶく光っているのは真しん鍮ちゆうだ。

「ちょーやべぇぞ。あれで刺さされたら俺だって死ぬぞ！　どうするよ」

　リンドが叫ぶと、はっとしたコダートがシャルマの攻撃をかわしつつ、こちらに駆かけ寄った。

「リンド、シャルマの剣は普ふ通つうの鋼はがねだ。相手を頼たのむ。ナッシル、しっかりしろよ！……くっ、駄目か。しょうがない、少し手加減して気絶させるか」

　コダートがジャリスを背中に庇って、無表情のままのナッシルに剣を向ける。だがジャリスは慌ててそれを遮さえぎった。

「ム、ムリムリムリ！　ナッシルは駄目っ」

「何で駄目なんだ！　シャルマは強すぎる。手加減してたら俺が死ぬ。だがナッシルなら……」

「無理よ、だってナッシルは……」

　言うより早く、ナッシルが斬きりかかる。コダートはすんでで避よけたが、上着の胸の辺りがざっくり切れた。

「そんな……避けたはずなのに」

「だから駄目なんだってば！　ナッシルはこうみえて、海かい賊ぞく同盟一の剣の使い手なのよっ。昔同盟で対たい抗こう戦をやった時に優勝してるんだから！」

　目を見開いたコダートに、ナッシルが再び剣を振り下ろす。コダートが構えた剣ですぐさま受けとめたが、そのまま力負けして膝ひざをついた。

「噓うそだろ、魔物相手だって力では負けないんだぞ。それにそんなに素す早ばやく動けるなら、いつももっとちゃんと働けよ！」

　叫んだコダートに、シャルマが近づいた。階段ではリクが百発百中の弓矢で狙ねらっている。

　リンドが一瞬でシャイ悪ターン魔の姿となり、手の平に炎ほのおを集めた。

「ジャリス、俺とコダートでみんなを足止めする。寝室に行って竪たて琴ごとを探せ！」

　すぐさま頷いて、扉とびらに駆け寄って中に入り込む。みんなを正気に戻さなければ、どうにもならないだろう。

　ランプが灯ともる薄暗い部屋を見回したジャリスは、思わずぎょっとする。部屋の中央に見上げる程巨きよ大だいな鉄のかたまりが鎮ちん座ざしていた。どうやらダフム号の部品のようだ。

　目を丸くしたままもう一度辺りを見回すと、窓まど際ぎわに天幕が張られた寝しん台だいがあった。厚い扉が幸いしてか外の騒そう動どうは聞こえてこない。

　そっと足を忍しのばせて寝台に向かう。だが薄暗いせいで足元が見えず、何かに躓つまずいてしまった。

「あっ……！」

「誰なのっ？」

　ばっと寝台の天幕が開いた。顔を見せたのは紫むらさきの瞳を光らせたコルアナだ。コルアナはすぐさま寝台から降りて、片手に持った竪琴を構えた。

「コルアナ、術を解いてみんなを返して！」

「いやよ、みんな美形なんだもの。私は美しくて珍しい物が大好きなのよ」

　笑っていたコルアナだが、ふいに目を眇すがめた。

「それにしても、なぜあなたには術が効かないのかしら？　魔物ジンじゃないわよね」

（そうだわっ！　これなら……）

　ジャリスは胸むな元もとに手を当て、首からぶら下げていた翡ひ翠すいの指輪を取り出す。

「……コルアナ。これ綺き麗れいでしょう？」

　首から外して翡翠の指輪を掲かかげると、コルアナが眉根を寄せた。

「そんな指輪なら、いくらでもあるわ」

「ただの指輪じゃないわ。あなたも魔物ジンなら魔王マリードオシリスは知ってるわよね。これはオシリスの魔ま力りよくを宿した指輪なの」

　コルアナの目の色が明らかに変わった。よしっと内心で拳こぶしを握にぎる。

「オシリス様の……？　本当なの！」

「ええ、これを持っていたから、わたしには術が効かなかったの。……ねえ、これとわたしの乗組員達を交こう換かんしない？」

　よく見えるように高く掲げた指輪を、コルアナが食い入るように見つめた。

「これは世界に四つしかないとても珍めずらしい指輪よ。それにオシリスの魔力が宿ってる。あなたの魔力を無限に増ぞう幅ふくする事ができるわ。悪い取引じゃないでしょう？」

　コルアナが戸と惑まどうようにジャリスと指輪を交こう互ごに見ている。もう一押しだった。

「嫌いやならいいのよ。こんなに珍しい指輪を、乗組員達と引き替かえじゃもったいないし……」

　もちろん本気ではない。押して駄目なら引いてみろ、交こう渉しようの天才コダートの教えだ。案の定コルアナが身を乗り出した。

「ま、待って。……いいわ。あなたの乗組員達を正気に戻してあげる。その指輪があれば、もっともっとたくさんの美形達を集められるもの」

　よだれでも垂らしそうな勢いで近づくコルアナを、さっと手で制した。

「渡わたす前に乗組員達を元に戻して」

「駄目、あなたが指輪を渡してからよ」

　さすがに隙すきがないようだ。ジャリスは渋しぶ々しぶと頷うなずく。

「じゃあ、取りに来て」

　指輪に釘くぎ付づけになりながらこちらに来るコルアナの動きを、じっくり観察する。すぐ側まで来たコルアナが、指輪に手を伸のばした時だった。

　ガタンッと扉が開いて、コダートが倒たおれるように転がり込んでくる。続いて入ってきたのはナッシルとシャルマだ。二人に剣を突つきつけられて、コダートがすぐさま立ち上がった。

「ジャリス、この二人かなり強いぞ！」

「コルアナ様の為ためにーっ。アブウ必殺、水大たい砲ほう！」

　扉の外からアブウの声が聞こえて、大量の水が部屋に飛び込んでくる。慌てて水から逃のがれようとしたコルアナの一瞬の隙を見み逃のがさない。

（今だわっ）

　そのままコルアナに体当たりする。さすがによろめいたコルアナが、床ゆかに倒れ込んだ。持っていた竪琴がごろごろと転がる。ジャリスは素早く竪琴を拾った。

「この竪琴でみんなを操あやつっているんでしょう！　だったら……！」

　竪琴の弦げんを思いっきりかき鳴らす。音色は滅め茶ちや苦く茶ちやだ。耳に突き刺さるようなひどい音が、部屋中に響ひびいた。

「うっ……！」

　シャルマ達が耳を押さえて蹲うずくまる。コルアナがジャリスに飛びかかろうとした。

「返してよ！」

「させるかっ」

　立ちはだかったのは、扉から駆け込んだシャイターンの姿をしたリンドだ。コルアナが怯おびえたように躊ちゆう躇ちよした。

「や、やめてよっ。竪琴を返して！　そんな変な音出さないでーっ」

　叫んだコルアナが耳を押さえてしゃがみ込む。突とつ然ぜんぽわんと煙けむりが舞まい上がり、コルアナの姿が消え失うせた。慌あわてて辺りを見回すと、寝台の上に紫の真綿のような物が落ちている。よくよく見ると怯えたような目がついていた。

「あ、あなた、精霊ね！　ということは、もしかして竪琴の精霊なの？」

　煙状態のコルアナがぶるぶると身体からだを震ふるわせた。それもそのはず、精霊ならば宿っている物が心臓と同じなのだ。その大事な心臓は、ジャリスの手にあった。

「何だよ、ただの精霊ジヤーンか？　それなら俺だって勝てるぞ！」

　リンドに一いつ喝かつされて、コルアナがびくびくっと震えた。

「た、竪琴を返して。術は解くから……」

「もう結構です」

　冷たい声を上げたのは、片かた眼鏡めがねを押し上げたシャルマだ。隣となりにいたナッシルも目を瞬またたかせた。

「……やべぇ、剣けんが使えるのがばれちまった。せっかく弱い振ふりして、戦せん闘とうから逃にげてたのに」

「そんな理由か!?　今度から絶対戦って貰もらうからな。全然俺より強いだろ！」

　コダートが顔を引きつらせる。首を振っていたリクが、こちらに駆かけ寄った。

「ジャリス、大だい丈じよう夫ぶ？　俺……何であんな事したんだろ。ごめんな」

　いつも通りの乗組員達にほっとした。身体の力が抜ぬけて、思わず座り込みそうになる。

「よかったぁ……。もうどうなる事かと」

　涙なみだが溢あふれそうになる。だがぐっと堪こらえて、煙状態のコルアナに目を向けた。

「この竪琴、とっても大切なのよね？」

　コルアナが身体全体で何度も頷いた。

「私の竪琴よ。返して！」

「あなたのだって証しよう拠こがどこにあるの？」

　昼間言われた一言をそのまま返すと、コルアナが言葉に詰つまっている。

「証拠はなくても大事な物、わたしにとっての乗組員と同じよ。返して欲しいってわたしの気持ち、判わかってくれた？」

　ぶんぶんと頷いたコルアナに、ふうっと息をつく。

「返してもいいけど、約束して。島の人達を全員元に戻もどす事。それから二度と竪琴を使って人間を操ったりしない事」

「おい、ジャリス。そんな約束、こいつが守る訳ねぇだろ。殺しちまおうぜ」

　リンドが手の平にぼうっと炎ほのおを集めた。コルアナが怯えたように後ずさる。

「待って、リンド。……コルアナ、一つ聞かせて。どうしてこんな事したの？」

　宙に浮うかんでいたコルアナから、ぽわんと煙が舞い上がる。少女の姿になったコルアナが、ぐっと唇くちびるを嚙かみしめた。

「……寂さびしかったのよ。前のご主人様は人ひと嫌ぎらいで、この島に私と二人で住んでいたの。でもご主人様が亡なくなって……。思い出があったからここに残りたかったけど、一人は嫌だったのよ」

　少しだけ身体を震わせたコルアナに、そっと優やさしく声をかけた。

「じゃあ、一人じゃないなら悪い事はしないわよね……。そうだわ、わたし達と一いつ緒しよに来る？」

　提案すると、コルアナが目を見開いた。リンドがふんっと鼻を鳴らす。

「放ほうっておけばいいだろ。これ以上悪さできないように、竪たて琴ごとを壊こわせばいいんだ」

「いいえ、そんな事しないわ。わたしだったら、たった一人でこの島にいるなんて耐たえられないもの。ねえ、コルアナ。わたし達と来れば寂しくなくなるわよ」

　ジャリスが微笑ほほえんだ時だった。

「あ、あの……」

　ふいに声が聞こえて扉とびらを見つめると、青年が一人立っていた。戸惑うような表情を浮かべたそばかす顔には覚えがある。先さき程ほど森でジャリスが声をかけた青年だ。

「すいません、お話を聞いてしまいました。僕は旅芸人のイザルガと申します。突然ですけど、僕にその竪琴を譲ゆずって貰えませんか？」

　先程と違ちがい、イザルガも正気に戻っているようだ。黒い瞳ひとみに力強さが窺うかがえる。

「譲って欲しいって、どうして？」

「僕は、竪たて琴ごと弾ひきなんです。彼女の竪琴の素す晴ばらしさにいつも聞き惚ほれていました。彼女の魔力なんて必要ないくらい魅み入いられていたんです。ああ、今思い出してもぞくぞくします……。どうかお願いです。僕に竪琴を譲って下さい。必ず大事にします。それに僕と一緒なら色んな国を旅して色んな人達に会えます。もう彼女に寂しい思いなんてさせません！」

　頰ほおを染めて興奮した様子のイザルガを見て、コルアナがぶんぶんと首を振る。

「嫌よ、美形じゃないご主人様なんて！」

　確かにイザルガは、どこをとっても普ふ通つうとしか言えないような顔立ちだ。だが彼の真しん摯しな言葉には、噓うそがないと思った。

「前のご主人様は、よっぽど美形だったのね。だから美形にこだわるの？　でもよく考えてみて。あなたの竪琴を弾ひいて、みんなを楽しませてくれる人がいるのよ。あなたも精霊なら、人間を楽しませたいって気持ちはあるんでしょう？」

　精霊は、長年人間が大事に使っていた物に宿るという。アブウもそうだが、彼らは人間の為に役立とうとする気持ちがとても強い。

「それはそうだけど……」

　戸と惑まどうようにコルアナが呟つぶやいた。ちらちらとイザルガに視線を向けている。

「無む理り強じいはしないけど、わたし達よりは彼の方が、あなたをもっともっと輝かがやかせてあげられると思うわ。想像してみて。あなたの竪琴を聞いて、みんながうっとりするの。その中にはきっと美形な人もいるわよ」

　ジャリスの言葉に、コルアナがはっとしたように顔を上げた。そしてイザルガを見み据すえて、口を尖とがらせる。

「……私のご主人様になるにはちょっと力不足だけど、まあいいわ。ちゃんと世話をしてよ！」

「はいっ、誰だれよりも何よりも大切にします！　任せて下さい」

　イザルガの返事を聞いたジャリスは、ほっと胸をなで下ろした。

　　　　[image: ]

　ラムズ島を出発する船は、バルク号を含ふくめて二十隻せき以上だ。大小さまざまな船が一いつ斉せいに帆ほを揚あげる姿は爽そう快かいだった。

　海に出たジャリスは、それぞれの国に帰る船の乗組員達に手を振った。みんなコルアナに操られていた島民達だ。その中にイザルガが乗る旅芸人達の船もある。

　甲かん板ぱんで手を振るイザルガとコルアナに、ジャリスは声を上げた。

「仲良くしてね、ケンカしないでよーっ」

　イザルガ達が苦く笑しようしている。彼らの後に出航した船には、ムシャラワ国の紋もん章しようである朱鷺ときの旗が翻ひるがえっていた。もちろん船にはダフム号の部品が載のっている。

「カトゥーナ国に戻って、改めてムシャラワ国に挨あい拶さつに行こう。これでダフム号を無料で借りられるぞ」

　隣に立ったコダートが、満足そうに呟く。ジャリスは腰こしの水差しに目を向けた。

「アブウ、海かい賊ぞく同盟に任務達成の連れん絡らくをしたいんだけど……」

　ぽわんと煙が舞い上がって現れたアブウが、項うな垂だれて宙に浮かんだ。

「ごめんなさーい、アブウは屈くつ辱じよくですぅぅぅ。同じ精霊ジヤーンに操あやつられて、その上ご主人様に……」

「ジャリス、私も謝らなくては。操られていたとはいえ、あなたに……」

　俯うつむき加か減げんで立っていたシャルマに、ジャリスは微笑んだ。

「いいのよ、みんな無事だったんだから。依い頼らいも達成できたし。それに操られていた島民達もみんな故郷に帰れるわ」

　それでも唇を嚙んだシャルマに、ゆっくりと近づいた。そして手を取って見上げる。

「……わたし、あなた達に剣を向けられて凄すごく悲しかった。でもそれってあなた達がとても大事だからよ。また一緒に旅ができる。それだけで幸せよ。王族式典の準備は大変だけど、みんなが一緒にいてくれれば絶対乗のり越こえられる。一番辛つらいのはみんなと離はなれ離ばなれになる事だもの」

　そして甲板にいた乗組員達を見回す。彼らの無事な姿は、何物にも代え難がたい。

「……ずっとずっと一緒にいてね。わたし、もう弱音は吐はかないから」

　微笑むと、乗組員達が大きく頷うなずく。明るい表情になったアブウが、拳こぶしを握にぎった。

「アブウも頑がん張ばりますよぅぅ。もし今度何かあったら、死ぬ気でご主人様をお守りします！」

　いつも聞いている気がするが、それは口にしない。アブウのその気持ちが嬉うれしかった。

「さあ、帰ったらまた大変な毎日が始まるわ。気合いを入れて頑張りましょう。絶対に王族式典を成功させなくちゃ！」

　ジャリスの決意が、どこまでも続く大空へと吸い込まれていった。

























　喉のどがからからに渇かわいていた。痛くて身じろぐ事もできない身体からだと、朦もう朧ろうとした意識の中で、ターラはうめくような声を上げる。

「み、水……」

　目を開ける事すらできない。確かシャイ悪ターン魔のラシッド達から追われて逃にげていたはずだ。一体ここはどこだろう？　宙をかくように、どうにか手を伸のばす。腕うでにつうっと何かが流れた気がした。恐おそらく血だろう。かなり出血しているはずだ。ラシッド達の攻こう撃げきは容よう赦しやがなかった。それもそのはず、一年前に彼らの一番の願いである、魔王マリードオシリスの復活を邪じや魔ましたのだから。

　伸ばした手を誰かが握ってくれた。小さな小さな手だった。

「お水ね、すぐに持ってくるわ」

　近くで少女の声が聞こえた。聞き覚えはなかったが、どうにか頷く。敵でさえなければ誰でもよかった。この渇いた喉を潤うるおしてくれるのなら。

　しばらくして口元に冷たい感かん触しよくを覚えた。どうやら水を飲ませてくれるらしい。ごくごくと飲み込んだ水が、身体全体に染しみいった。どんな高価な酒よりも、ずっとずっとうまかった。

「大だい丈じよう夫ぶ？　しっかりして！」

　ほっとしたと同時に意識が遠くなった。少女は恐らく人間だろう。だが鋭するどい牙きばと黒い翼つばさを持つシャイターンの姿を見て、怖こわがらないのが不思議だった。でももうどうでもいい。とにかく眠ねむりたい。二度と目が覚めなくてもいい。

　ターラはそのまま深い眠りへと落ちていった。




「ねえ、起きて、起きてよ。死んだりしたら嫌いや。どうしたらいいか言って。お水でも食べ物でもいくらでも持ってくるから」

　どれだけ眠っていただろう。少女の泣き声で目が覚めた。重い瞼まぶたをどうにか開ける。辺りは夜の闇やみに包まれていた。すぐ近くでは、少女が顔に両手を当てて泣きじゃくっている。

　自分の身体を見ると血だらけだった。一番ひどいのは腹の傷だ。魔ま力りよくを生み出して溜ためる魂こん魔まを集中的に攻撃されていた。

「誰だ？　お前……」

　何とか身を起こすと、少女がはっとして顔を上げた。やはり人間だ。恐らく十歳くらいだろう。黒くてまっすぐな肩かたまでの髪かみ。ふっくら丸い頰は泣いたせいか赤く染まり、大きな黒い瞳が瞬まばたきすると、長いまつげが音を立てそうだった。この異様な姿を見てすぐに恐きよう怖ふにおののくだろう。そう思ったが少女の心配そうな表情は変わらなかった。

「生きてるの？　よかった！」

　ぱあっと少女の顔が明るくなる。予想外の反応に目を丸くした。跪ひざまずいていた少女が、こちらへにじりよる。そしてターラの顔のすぐ横に手を伸ばした。その手が探さぐるように動いて、ようやくターラの肩に触ふれる。その不自然な動きと焦しよう点てんの合わない両目を見てある事に気づく。

「……目が見えないのか？」

　少女の顔の前で、手を振ふってみる。黒い大きな瞳が動く事はなかった。

「うん、でもあなたが怪け我がしているのは判わかるわ。これって血でしょう？」

　怯おびえたように少女が両手を見せた。その手が真っ赤に染まっている。傍かたわらには水差しがあった。さっき水を飲ませてくれたのは、やはりこの少女のようだ。

「ひどい怪我なんでしょう？　お医者様を呼んだ方がいい？」

「い、いや……大した事はないんだ。人は呼ぶな」

　弱った身体では人間にすら勝てないだろう。甘い香かおりが漂ただよっているのに気づいて見回すと、辺りには花畑が広がっていた。すぐ近くには建物も見える。どうやらどこかの屋や敷しきの庭にいるらしい。建物と花畑が広がる庭を、高い塀へいが囲んでいた。

「ここはどこだ？」

「サウルナ国にあるフラエイの町よ。ここはわたしが住んでる離り宮きゆうなの。……ねえ、本当に大丈夫？　誰か呼んで離宮に連れていってもらいましょう」

　ありがたい申し出だが、今は人間の姿にすらなれない。騒さわがれたくはなかった。

「いいって言ってるだろ。すぐに出ていくから」

「でも追われてるんじゃない？……さっき逃げなきゃってうわごとで言ってたわ。あの、間ま違ちがってたらごめんなさい。あなたもしかして、海賊？」

　戸惑うように聞かれて、首を傾かしげた。追われているのは事実だが、どうして海賊なんて思ったのだろう。少女が小さな顔を近づけて、くんくんと鼻を鳴らした。すぐ側そばにある少女の身体からは、周りに咲さいている花と同じ甘い香りがした。

「あなたの身体から海の香りがするわ。わたし、一度も海に行った事ないけど、海を旅している商人に会った事があるの。あなたからも同じ香りがするわ。でもあなたは商人って感じがしないの。こんな所で怪我をして倒たおれているなんて普ふ通つうじゃないわ。だからもしかしてって……」

　そういえばと思い出す。ラシッド達と戦っている最中、海に落ちたのだ。濡ぬれたまま逃げたせいで、身体についた潮が乾かわいて気持ちが悪かった。

「海賊って海を旅して宝物を探したり冒ぼう険けんしたりするんでしょう？　わたし、目が見えないからあんまり外に出た事がなくて……。語かたり部べ達にその話を聞いてから、ずっと憧あこがれていたの。世の中には悪い海賊もたくさんいるけど、お話に出てくるようないい海賊だっているわよね」

　少女の目がきらきらと輝いた。どうやら子供らしく空想が好きなようだ。海賊と呼ばれる人間達が、海を荒あらして暴れ回っているのは知っている。だがその勘かん違ちがいは、今はありがたい。

「ああ、実は俺は海賊なんだ。だが弱い奴やつを襲おそったりしない、いい海賊さ。船を襲う悪い海賊を退治しようとしてやられちまった。それで逃げてきたんだ。見つかるとまずい事になる。ああ、どうするかなぁ。しばらくは怪我で動けないし」

　大げさにぼやいてみたが、計算ずくだ。このいたいけで親切な少女が何と言うか判っていた。

「大変っ。そうだわ、離宮の裏手に物置があるの。使用人達は滅めつ多たに近づかないわ。そこに怪我が治るまで隠かくれていればいいわ」

　少女の提案は、思っていたよりずっとよかった。思わずほくそ笑えむ。

「だがお前に迷めい惑わくがかかる。親だって一いつ緒しよに住んでるんだろう？　ばれたらお前が叱しかられる」

「大丈夫よ、お父様もお母様も一緒には住んでいないわ。わたしは身体が弱くてここで静養しているの。使用人も少ないし、静かにしていればばれないわ」

　いたずらっぽく少女が笑う。心の中でよしっと拳を握った。どうやら運が味方してくれるようだ。まずは身体を治したかった。そしてラシッド達に復ふく讐しゆうしなければならない。このまま逃げ隠れする生活はまっぴらだ。それには時間が必要だった。

「すまないな、じゃあ、世話になる。ああ、そうだ。お前、名前は？」

　痛みを堪こらえてゆっくりと立ち上がる。問いかけると、少女がにっこりと笑った。

「アムティアよ。あなたは何て名前なの？　海賊さん」

「俺は……ターラだ。仲良くしようぜ、アムティア」

　なるべく優やさしい声を心がけた。だが笑顔は作らなかった。目が見えないなら、そんな必要はないだろう。どうせここを出ていく時には、証しよう拠ことともに消えて貰もらうのだから。

　目が見えないとは思えないほどしっかりした足取りで、アムティアが建物の裏手へと案内してくれる。その後ろ姿を見み据すえ、ターラはゆっくりと冷たい笑みを浮うかべていた。
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　物置にいる三日の間、アムティアがせっせと食べ物を運んできたおかげで、ターラはどうにか人間の姿をとれるようになった。だが狭せまくて乱雑に木箱が置かれた物置に嫌いや気けが差していた。

　アムティアに使用人は四人しかいないと聞いて、早さつ速そく考えていた事を実行に移す。

　堂々と庭に出ると、見知らぬ男がうろついていると慌あわてて使用人達が駆かけつけた。

「俺はターラ。アムティアの友達だ、歓かん迎げいしてくれ」

「……はい、ターラ様」

　目に魔力を込めると、周りを囲んだ使用人達が無表情になって声を揃そろえた。まだ魔力は十分ではないが、人間に暗示をかけるぐらいはできる。これでほこり臭くさい物置ともおさらばだ。

　使用人は侍じ女じよが二人、それに門番と下働きの男だ。年老いた方の侍女に目を向ける。

「使用人はこれだけなんだな？」

「はい……。姫ひめ様さまをお守りするのが私達の仕事です」

「姫様？　アムティアの事か？」

「姫様はサウルナ国の皇女様です。持病のぜん息の為ため、空気のいい離宮で静養しておいでです」

　思わず目を見開いた。金持ちの娘むすめだと思っていたが、皇女だったのかと。

（俺は本当に運がいい。これなら……）

　笑いが堪えられなかった。魔力を完全に取り戻もどすにはかなり時間がかかるだろう。その間どうするか、ターラは今後の計画をじっくりと練った。




「美味おいしい？」

　離宮の一番いい客室はさすがに居い心ごこ地ちがいい。ターラは寝ね椅い子すにもたれてアムティアが持ってきた焼やき菓が子しをつまむ。甘いだけの焼き菓子は、お世辞にも美味しいとは言えない。

「ああ、うまいよ。アムティアは料理上手だな」

　それでも優しい声を出すと、嬉うれしそうにアムティアが笑う。頰ほおがぽっと赤くなっていた。

「凄すごい！　どうしてわたしが作ったって判ったの？」

　焼き菓子は形がいびつだ。買ってきた物や使用人が作ったのならもっとましな形をしているだろう。アムティアの指に白い包帯が巻いてある。作った時に火傷やけどでもしたのかもしれない。

　だが心は痛まない。勝手に作って勝手に怪我をしたのだから。

「判るさ、アムティアの愛情がこもってるから」

　軽い調子で答えると、頰が更さらに赤く染まった。機き嫌げんをとるのはそれなりの打算があるからだ。

「でも、客室に移れてよかったわね。みんなあなたの事をわたしの友達だって言ったら、すぐ信じてくれたのよ。よかったわ」

　特に疑っていないようだ。子供の相手は疲つかれるが、子供だからこそごまかしもきく。

　対面に座ったアムティアが、手慣れた様子でお茶を淹いれてくれる。とても目が見えないとは思えない。離宮の中なら、介かい助じよなしで自由に動き回れるようだ。だが物の置き場所を変えると、途と端たんにアムティアは戸と惑まどって動けなくなってしまう。飲み終えた茶器を机の定位置に戻すと、カチャンと音がしたのが聞こえたのか、アムティアが茶器を持ち上げる。

「飲み終えたのね？　もう一いつ杯ぱい飲む？」

「ああ、頼たのむよ。お前のお茶はうまい」

　これはお世辞じゃない。アムティアが淹れたお茶は、今まで飲んだ中で一番美味しい。アムティアが嬉しそうに茶器にお茶を注いだ。鼻歌まで歌っている。相当機嫌がいいらしい。

「もっとちゃんと歌ってくれよ。お前の歌を聞くと、何だかいい気持ちになれる」

　これもお世辞じゃなかった。アムティアが少しだけ恥はずかしそうな笑みを浮かべて歌い出す。

　うまいお茶と優しい歌声。酒を飲んで美女を侍はべらせていた時よりもずっといい気持ちだ。

　目を閉じて歌声に聞き入っていると、時間を忘れた。魔ま力りよくが十分な時なら、きっと退たい屈くつにしか思えないだろう。だが弱っている今は、この安らぎが心ここ地ちよかった。

　最後の一小節が終わってしまい、アムティアが茶器を片づけ始める。途端に夢から覚めた気がした。何を気持ちよくなっているのだろう。たかが人間の歌ごときに。

　すぐに気を取り直して、本題を切り出した。確かめたい事があった。

「……なあ、使用人のばあさんに聞いたんだが、お前はサウルナ国の皇女なんだろう？　それにしちゃ慎つつましい暮らしだな」

　離り宮きゆうはそれなりの広さがあるが、はっきり言って金目の物はない。使用人もたった四人だ。皇女なら護衛ぐらいはいるはずだ。アムティアの表情が暗くなる。

「……一年前大おお地じ震しんが起こってすごい被ひ害がいが出たでしょう？　護衛達が何人かいたけど、みんな王宮に呼び戻されたの。その人達が言ってたけど、何だかよくない事が起こってるみたい」

　すっと目を眇すがめた。その大地震は復活しかけた魔王オシリスと戦った時に起こったものだ。あの忌いま々いましいオシリスの魔力は封ふう印いんされていてもとてつもない威い力りよくだった。その余波はアラバーナ大陸に大地震を起こした。大地に大きな亀き裂れつが入り、大陸は四つに分断されてしまった。そのせいで人間達は領土争いを始めたらしい。だが詳くわしい事は知らなかった。特に興味はない。

「ここは首都から離はなれているから何にも判わからないけど、お父様やお母様やお兄様達が心配だわ。わたし毎晩庭に出てみんなが元気でありますようにって、空に向かってお祈いのりしているの」

　そっとアムティアが両手を組んだ。祈りの言葉を唱えているらしい。その姿になぜだかむっとした。アムティアはきっと目が見えず、身体からだが弱いせいで王宮から追い出されたのだろう。政略結けつ婚こんに使えない皇女の行く末なんてそんなものだ。

　それなのにみんなの無事を祈っているという。どこまでお人ひと好よしなのだろう。

　沈しずんだアムティアの顔を見て、ちっと舌打ちしそうになる。湿しめっぽいのは嫌きらいだ。

「あっ、そうだ。また海の話をしてやろうか？」

　明るい声を上げると、アムティアの頰が染まり、焦しよう点てんの合わない瞳ひとみが輝かがやく。

「本当！　あなたのお話大好き。この間は海で出会った大きなブブ鳥を退治した話だったわね」

　離宮に来たのは、五歳の時だという。それから外に出た事はないらしい。たまにくる語り部達の話が唯ゆい一いつの楽しみだそうだ。大げさな作り話をしてやると、すぐに笑顔になってくれる。

「ああ、今度は海に出る大きな大きな魚の話だ。捕つかまえれば百人分の食料になる。俺様が飢うえに苦しむ奴やつらの為に、その魚を捕まえてやった話だ」

「わあっ、面おも白しろそう！　わたし海の話が大好きよ。一度でいいから本物の海に行ってみたいの」

　くるくると変わる表情は見ていて面白い。絨じゆう毯たんに座り、わくわくと声を上げたアムティアに、なぜだか笑みがこぼれてしまった。
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　離宮に来て一ひと月つきが経たっていた。こんなに長居するつもりはなかったターラだが、静かであまり人がいない離宮は、隠れるのにはもってこいだった。それでもそろそろこの先の事を考えた方がいいだろう。いつまでもここにいる訳にはいかない。

「ねえ、ターラ。またお話聞かせて」

　部屋にやってきたアムティアが、手て探さぐりで机の上に焼き菓子を置いた。美味しいなんて言ってしまったせいで毎日毎日持ってくる。指には包帯が増えているというのに。

「……その前にちょっと提案がある。世話になった礼にお前の願いを叶かなえてやろうと思うんだ」

　アムティアが首を傾かしげたのを見て、そっとほくそ笑む。頭にはある考えが浮かんでいた。

「お前、海に行ってみたいって言ってただろう？　明日連れていってやるよ」

　喜んですぐに頷うなずくと思ったが、アムティアが不安げな表情を浮かべた。

「お父様にここから出ちゃ駄だ目めって言われてるの。それにみんなにばれたら怒おこられるわ」

「大だい丈じよう夫ぶだって。一いつ緒しよに住んでないんだから父親にだってばれないよ。それに俺がちゃんとみんなを説得してやる。海はいいぞ～。話だけ聞くより本物の海に行く方が何十倍もいい。舐なめると塩っ辛からいし、泳いだりもできるんだ。俺が泳ぎを教えてやるよ」

　甘い誘さそい文句を畳たたみかけた。絶対にうんと言わせなければ、自分の策略が水みずの泡あわになる。

　アムティアが戸惑うような表情を浮かべた。

「でも、海には化け物がいるんでしょう？　あなたのお話に出てくるような」

「はっ、大丈夫さ。俺が守ってやる。約束だ」

　アムティアの小さな手を取り、包帯が巻かれていない指を選んで指切りをした。甘いだけの焼き菓子はこりごりだ。この小さな柔やわらかい手に包帯が増えるのも、あまり気持ちがいいものではない。やっと笑えみを浮かべて頷いたアムティアを見て、ほくそ笑む。

　しばらく人間として暮らしてみるのも悪くない。だがそれには必要な物がある。

　この小さな離宮で暮らす皇女に、サウルナ国はいくら払はらうだろう。見捨てられているとはいえ、皇女だ。当分の間、贅ぜい沢たくに暮らせるぐらいの金額は手に入るだろう。

　ターラはこれからの計画を、頭の中で再確かく認にんしていた。




「姫ひめ様さま。ターラ様の言う事をちゃんと聞いてくださいね」

　ターラはアムティアと一緒に使用人のばあさん（名前は結局覚えられなかった）に手を振ふった。何を着ていこうと大おお騒さわぎしていたアムティアだったがやっと決まったらしい。桃もも色いろの身軽な服はよく似合っていた。大きくなったらさぞや美人になるだろう。殺してしまうのが惜おしい。

「うん！　ああ、楽しみよ。ばあや、わたし海に行くのよ！　ずっとずっと夢見ていた海に」

　興奮したように頰を染め、ぴょんぴょんと跳はねているアムティアの手をぎゅっと摑つかんだ。

「落ち着けよ。いいか、海についても俺の手を放すなよ。慣れた離宮の中とは違ちがうんだ」

　本当は海になんか行くつもりはない。このままアムティアを連れ去り、サウルナ国の王宮に行くつもりだ。シャイ悪ターン魔の姿をした自分がアムティアを殺そうとすれば、きっと国王スルタンも言われるままに金を払うだろう。もし渋しぶったら、サウルナ国に呪のろいをかけるとでも言えばいい。

　ターラの手を、アムティアがしっかりと握にぎりしめた。そして無む邪じや気きな笑みを向ける。

「ターラこそ、わたしの手を放さないでね。本当はちょっと怖こわいわ。だって護衛に囲まれて、王宮と離宮を行き来した時しか、外に出た事がないんだもの。でも……ターラと一緒だと思うと安心できるの。ターラがわたしを守ってくれるって約束してくれたから！」

　満面の笑みは眩まぶしい程ほどだ。なぜだか直視できなかった。どうしてこんなに信用できるのか。きっと裏切られて殺される時には、泣きじゃくるだろう。そしてあらん限りの恨うらみ言ごとを言うだろう。そう思うと、少しだけ心がちくりと痛んだ。

（何を考えているんだ、俺は。そんなのいつもの事だろ）

　長い間人間を騙だまして遊んできた。それを楽しいと思ってきたはずだ。だが今回は少し違うと気づいていた。アムティアに暗示をかければもっと楽に連れ出せたはずだ。どうしてそれをせずに回りくどい事をしてしまったのか。

（騙した方が楽しいからさ。こいつが泣くときっと楽しい……はずだ）

　さすがに子供を騙すのは、抵てい抗こうがあるのかもしれない。だがすぐに気を取り直す。いつも通り冷静に残ざん酷こくに、容よう赦しやなく。それを心で念じた。

「あ、そうだわ。ターラ、これを使って。外はきっと暑いから」

　アムティアが手探りで簞たん笥すから取り出したのは、茶色くてつばの広い帽ぼう子しだ。

「異国の帽子なんですって。昨日離宮に来た商人から買ったの。海って日差しがきついんでしょう？　ほら、見て。わたしもお揃そろいよ。子供用のはなかったから、ちょっと大きいけど」

　服と同じ桃色の帽子は、アムティアが被かぶるとぶかぶかだった。

「お、お揃いって……」

　妙みよう齢れいの美女ならともかく、さすがにこんな少女と揃いの帽子は恥ずかしい。

「……嫌いやだった？　ごめんなさい。わたし、あなたと海に行けるのが嬉うれしくてつい」

「い、いや、そうじゃない。……ありがとう。アムティア」

　帽子を受け取るとアムティアが嬉しそうな顔をした。仕方なく帽子を被り、手を引いて大おお股またで部屋を出る。小走りについてきたアムティアがすぐに息を切らしたのを見て、歩みを緩ゆるめた。

「ありがとう、ターラ」

　アムティアが、跳ねるように歩きながら鼻歌を歌い出した。いつもなら心ここ地ちよくなれるはずの歌声だが、今はあまり聞きたくないと思った。




　庭に出たターラは眉まゆ根ねを寄せた。開け放たれた門の向こうから馬の蹄ひづめが聞こえてくる。それも数頭ではない。すぐに門の前に数十人の馬に乗った兵士達が現れる。黒い鎧よろいをまとい、殺気立っているようだ。握ったアムティアの手が震ふるえた。

「ど、どうしたの？　何でこんなにたくさん馬の蹄が聞こえるの？　誰だれか来たの？」

　怯おびえているアムティアを連れて、柱の陰かげに隠かくれる。兵士の一人が馬を下り門番に近づいた。

「アムティア様に国王陛下から至急の用だ」

「ア、アムティア様は今から海にお出かけになりますが……」

「何を言っている。外出禁止のはずだろう。お前達が連れていくつもりなのか？」

「い、いいえ、ターラ様が……」

　兵士達がざわついている。まずい状じよう況きようだと瞬しゆん時じに悟さとった。このまま逃にげるべきか。そう考えてすぐにきびすを返そうとしたが、アムティアがぎゅっと手を握っていた。

「ターラとは何者だ！」

「この声、レンリオだわ。前にここの護衛をしていたの。でも、何だか怖い感じがするわ」

　アムティアの声が震えている。兵士達の先頭に立つ青年がレンリオらしい。門番がそっと離宮に顔を向けると、レンリオが鋭するどい声を上げる。

「そこに誰か隠れているな！　誰だっ」

　レンリオが腰こしの剣けんに手をかけたのを見て、仕方なく一歩踏ふみ出した。一月程休んだおかげで魔ま力りよくは少しだけ回復している。兵士達数十人を相手にするのは厳しいが、何とかなるだろう。

「アムティア様……！　貴様、何者だっ」

　アムティアと手を繫つないでいるターラに向かって、レンリオが凄すごんだ。

「俺がターラだよ、アムティアの友達」

　さすがに全員を暗示にかけるのは無理だろう。久々に戦うかと覚かく悟ごを決めた。最悪、シャイターンの姿になって空を飛んで逃げればいい。だがその前に、この兵士達を血祭りに上げなければ気がすまない。せっかくの計画が台無しだ。

　心にどす黒い闇やみが広がった。ここ一月の間忘れていた感覚だ。どうして忘れていたのだろう。生まれた時から、ずっとずっとこの闇とともに生きてきたのに。

「友達だとっ、貴様、アムティア様から手を放せ！」

　レンリオが剣を抜ぬくと、兵士達もそれに倣ならう。それを見てにんまりと笑みを浮うかべた。戦うのは大好きだ。特に人間が死ぬ間ま際ぎわ、助けてと哀あい願がんする姿を見るのは、何よりも楽しい。

　レンリオ達に向かって一歩踏み出そうとすると、手が後ろに引っぱられた。はっとして振り返る。アムティアがターラの手を両手で握っていた。表情が怯えている。手だけでなく全身が震えていた。

「行かないで。行かないで、ターラ。一緒にいて……」

　かぼそい声だった。瞳ひとみにうっすら涙なみだがたまっている。すぐに手を振りほどこうとした。だが身体からだが言う事をきかなかった。まるで魔ま法ほうにでもかけられたように。

（何をやってるんだ、俺は！）

　そんな自分を叱しつ咤たして、さっと手を振りほどく。驚おどろいたような表情をしたアムティアだったが、すぐにターラの身体の前に飛び出した。そして、庇かばうように両手を広げる。

「レンリオ！　レンリオなんでしょう？　この人はわたしの友達よ。けんかしないで」

「し、しかし、アムティア様、その男はアムティア様を連れ出そうとしているのでは？」

　アムティアがぶんぶんと首を振った。そしてレンリオの声がした方へと顔を向ける。

「違うわ、わたしが連れていってって頼たのんだの。お父様に叱しかられるとは思ったけど、どうしても海に行ってみたくて。ターラは最近離り宮きゆうによく来る商人なの。自分の船を持っているんですって。彼は渋ったけど、どうしてもお願いってわたしが頼んだのよ。ターラは悪くない！」

　なぜこんな噓うそをつくのか判わからなかった。どうして庇ってくれるのだろう。涙を流して訴うつたえるアムティアに、レンリオが戸と惑まどうような表情を浮かべた。そしてこちらを睨にらみつける。

「……商人、には見えませんが。どう見てもならず者ですよ」

「お前だって、鎧を脱ぬげばならず者みたいだぜ」

　ふんっと鼻を鳴らした。筋きん骨こつ逞たくましいレンリオは、うっすらひげも生えている。むっとした表情になったレンリオが声を上げる前に、アムティアがもう一度ターラの手を握る。

「ターラ、レンリオはすごくいい人なの。お願いだから仲良くして。人が争うのは嫌。空気がぴんと張りつめて息をするのも苦しくなるの。どうなってるか見えない分、よけい怖いわ。それにあなたがこれ以上怪け我がするのが一番嫌！」

　肩かたを揺ゆらして泣きじゃくるアムティアが、突とつ然ぜんひゅうっと息を吸いこんだ。そしてそのままターラの手を放して頽くずおれる。何度も浅い呼吸を繰くり返し、喉のどがひゅうひゅうと鳴っていた。

「ぜん息の発ほつ作さだ。薬を早く！」

　レンリオがすぐさま駆かけ寄った。使用人達が慌あわてて離宮の中に入っていく。アムティアが真っ青になった唇くちびるを震わせた。

「お、お願いっ……ターラは悪くない……のっ」

「判りました、判りましたから、喋しやべらないで。彼を捕つかまえたりしません。安心してください。心労が重なると発作が起きるんですよ。何も心配いりませんから、落ち着いて」

　アムティアがほっとした表情になる。だが呼吸は荒あらいままだ。

　ふと不安がよぎった。このまま死んでしまうかもしれない。そうなったら、どうなるか……。

　想像したターラは、呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。




「おい、アムティアの様子はどうだ？」

　アムティアの寝しん室しつから出てきたレンリオに、廊ろう下かで待っていたターラは近づいた。先程医者が呼ばれて診しん察さつをしたようだ。寝室に入りたかったが、扉とびらに立つ見張りに阻はばまれていた。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ。薬が効いたからな。……それよりお前、まだいたのか？」

「ふんっ、俺はアムティアの友達だ。あいつが良くなるまでここにいるさ」

　冷たい視線なんて気にならない。アムティアの元気な顔が見たかった。

「じゃあ、好きなだけここにいろ。明日には、アムティア様は離宮を出て王宮に戻もどられる」

　突然の言葉に目を見開いた。レンリオが懐ふところから布ぬの袋ぶくろを取り出す。

「どうせ金目当てでアムティア様に近づいたんだろう。これをやるからさっさと消えろ。お前がいたらアムティア様の決心が鈍にぶる」

　布袋はずっしりと重そうだ。入っているのはきっと金だろう。だがその目の前の金よりも、レンリオの言った一言が気になった。

「何だよ？　決心が鈍るって。大体お前達何しに来たんだ？」

　レンリオがすっと目を伏ふせた。しばらく沈ちん黙もくしていたが、やがて口を開く。

「もうすぐ公表される事だ。特別にお前にも教えてやる。アムティア様には三人の兄上がおられる。だが……領土争いの為ために起こった戦争で、次々に命をなくされてしまった」

　思わず眉根を寄せた。それがどういう事かすぐに察しがついた。

「……じゃあお前達、今までアムティアの事を放ほうっておいたくせに、世よ継つぎがいなくなったからって迎むかえに来たのか？」

　勝手な言い分に怒いかりがこみ上げた。どうして人間はこんなに自分勝手なのだろう。

「放っておいたわけじゃない。お身体が弱いから、空気のいい離宮で静養して……」

「首都の空気が身体に悪いから、この離宮に閉じこめてたんだろう！　今いま更さらお前達の都合でまた首都に連れて帰るってのはおかしいじゃねぇか！」

　矛む盾じゆんだらけだ。どうしても納なつ得とくできない。声を荒らげると、レンリオが視線を鋭くした。

「だがアムティア様は納得なされた。王宮に戻ると仰おつしやっている。大体、どうしてお前がそんなに気にするんだ。お前は金目当てなんだろう？　この金を持って出て行け。二度とアムティア様の前に顔を見せるな」

　レンリオが布袋を押しつけると、兵士達がさっと腰の剣に手を当てた。いつの間にか背後にも十人ほど兵士が立っている。戦うのは簡単だ。だがここで騒さわげば、アムティアにも聞こえてしまう。また倒たおれたら……そう思うと、戦う気にはなれなかった。そんな自分にはっとする。

（そうだよな、どうして俺は、こんなに気にしてるんだ？　元々金を奪うばったら殺すつもりだったんだ。面めん倒どうな手順を踏まなくても、金は手に入った……）

　手に持った布袋は重かった。これだけあれば、当分遊んで暮らせる。

　ターラはすっときびすを返した。これ以上ここにいると、自分の中の何かが変わってしまう気がした。その変化が、どんな強い敵よりも恐おそろしかった。

　　　　[image: ]

　シャイ悪ターン魔の姿になったターラは、まん丸い月の光を浴びながら空を飛んでいた。離宮を出て二ふた月つきが経たっていた。運がいいのはまだ続いているらしい。ラシッド達に見つかる事はなかった。だがずっとターラを悩なやませている事がある。

　サウルナ国の王宮が見えてきて、ふっと笑えみが浮かんだ。なぜ来てしまったのか、自分でも判らない。だが兵士達から庇ってくれたアムティアの姿が、頭に焼き付いて離はなれなかった。

（ちょっと様子を見に来ただけさ。あいつ、知らない所に行って一人で泣いてるだろうな）

　慣れた離宮から出て生活する事自体、アムティアにとっては苦痛だろう。きっと王宮にはたくさん人がいる。知らない人に囲まれて、怯おびえているだろう。

　夜の闇に紛まぎれて王宮に辿たどり着くと、ぐるりと丸まる天てん井じようの建物を旋せん回かいした。真夜中だというのに、開いている窓がある。そこから顔を見せている少女の姿を見つけて、心が弾はずんだ。

「よう、アムティア」

　そっと大きな窓に降り立った。すぐに人間へと姿を変える。アムティアが目を丸くした。

「その声……ターラ！」

　ぱあっと顔が明るくなる。嬉うれしそうな表情に、思わず笑みがこぼれた。

「ああ、久しぶりだな。もう身体はいいのか？」

　うんうんとアムティアが頷うなずいた。だがすぐにはっとして声を潜ひそめる。

「どうやって来たの？　見つかったら大変よ」

　促うながされて窓から部屋に入る。離宮のアムティアの部屋より数倍広かった。だが目が見えないアムティアにとっては広すぎるだろう。狭せまい方が物の置き場所が判りやすいと言っていた。

「俺を誰だれだと思ってる。海かい賊ぞくなんだぜ。どこかに入りこむなんてお手の物だ」

　中央にある椅い子すに座った。アムティアが手て探さぐりで近づいてくる。離宮では、まるで目が見えているように軽かろやかに動いていたのに、今はぎこちない。

「大丈夫か？　ほら、ここだ」

　立ち上がって、手を引いた。そして対面に座らせる。アムティアがほっと息をついた。

「ありがとう。なかなか部屋に慣れないの。新しい侍じ女じよがお部屋の掃そう除じをしてくれるんだけど、ちょっとだけ家具の位置が変わったりするから」

　その少しの変化でさえ、見えないアムティアにとっては恐きよう怖ふだろう。少しだけ微笑ほほえんだアムティアが、机の上でターラの手を握にぎりしめた。

「ああ、ターラの手だわ。知ってる？　ターラの手は大きくてごつごつしてて、でも温かいの。あんまり重労働はしてない手だわ。指先や手の平が柔やわらかいもの」

　思わず苦く笑しようした。確かに重い荷物なんて持った事はない。

「心配していたの。あなたが離宮から出ていったって聞いて。もしかして、レンリオに何かひどい事をされたんじゃないかって」

　焦しよう点てんのあわない瞳が揺らめいた。アムティアの手をぎゅっと握り返す。

「あいつは嫌いやな奴やつだよ。でもケンカした訳じゃない。怪我が治ったから出ていっただけさ。それより、お前はどうなんだ？　うまくやってるのか？」

　言ってから、ふと気づいた。顔色も唇の色も悪い。ふっくら丸かった頰ほおもこけている。

「……ちょっと身体の調子は悪いけど、みんなよくしてくれるわ。お医者様もいるし」

「また空気がいい所に移った方がいいんじゃないか？」

「駄だ目めよ。お父様とお母様にまた赤ちゃんが産まれればいいけど、そうじゃなかったらサウルナ国王家の血筋はわたししかいないもの。特に今は戦争中よ。世継ぎは狙ねらわれる可能性が高いんですって。だからお兄様達も……」

　瞳ひとみに涙なみだが浮うかんでいた。唇を嚙かみしめて堪こらえているようだ。心に何かが突つき刺ささる。思わず口が勝手に開いた。

「王宮だって危ないさ……。なあ、一いつ緒しよに逃にげようぜ。もっと空気がよくて穏おだやかに暮らせる所に連れていってやる」

　どうしてそんな事を口走ったのかと、自分でも驚おどろいた。もう金は受け取った。今更アムティアを連れ出してどうするつもりだろう。それでも喜んでくれる気がした。もう一度元気になって笑って欲しかった。人間の一生なんて短い。その短い間、アムティアが淹いれてくれたお茶を飲みながら、彼女の歌を聴きいて過ごすのも悪くない気がした。

　だが、アムティアは笑ってくれなかった。目を伏せると首を振ふる。

「駄目よ、わたしを連れ出したら、あなたが罰ばつを受けるわ」

「平気だって。王宮の奴らなら、俺が何とでもしてやる。そうだ、海に連れて行く約束がまだだろう？　海だけじゃない。俺と一緒に世界を回ろう。楽しい事だけして暮らすんだ」

　身を乗り出して説得した。何を必死になっているのだろう。自分の気持ちがよく判わからない。

「無理よ。王宮には何百人もいる。……離り宮きゆうの使用人達に魔ま法ほうをかけるようにはいかないわ」

　一いつ瞬しゆん何を言われたか判らなかった。目を見開いて息を吞のむ。驚いた様子が伝わったのか、アムティアがそっと寂さびしげに微笑んだ。

「わたしが目が見えない子供だって思ってたんでしょう？　でもわたしは目が見えない分、うまく言えないけど、声や雰ふん囲い気きで相手の表情を読みとる事ができるの。あなたが優やさしい声を出しながら、ずっと冷たい笑みを浮かべていたのは気づいていたわ。それにね、あなたと初めて会った時、あなたの身体からだに触さわったの。口元には牙きばがあった。背中には翼つばさがあったわ。耳は尖とがっていて、語かたり部べ達が話す魔物ジンの姿そのものだった」

　あの時の事を思い出す。アムティアの両手は血で染まっていた。それは自分に触ふれていたからだ。どうして気づかなかったのだろう。彼女は自分が魔物ジンだと知っていたのだ。

「……なんで黙だまってた？　いや、それよりどうして俺を助けた。魔物だって知っていながら」

　声が震ふるえていた。なぜだか心は恐怖で一いつ杯ぱいだ。知っていたなら、嫌きらわれているはずだ。

「あなた、倒れていた時、助けてって言ったの。水が欲しい。助けてくれって。わたしね、ずっと離宮で独りぼっちだった。使用人達はいるけど、お父様の命令で世話をしてくれるだけ。このまま一生離宮で独りぼっちなのかなって。お父様達の無事を庭で祈いのってたなんて言ったけど、本当は寂しくて毎晩一人で泣いてたの。部屋で泣くとばあやに見つかるから。誰か助けてっていつも思ってたわ。助けて助けてって何度も祈った。でも……誰も助けてくれなかった」

　アムティアがすっと顔を上げた。黒い瞳が見た事もない程ほど大人びて見えた。

「そんな時、あなたを見付けたの。あなたは助けてって言った。その時気づいたの。わたしを助けてくれる人はいなかったけど、わたしは誰かを助ける事ができるんだって。こんなわたしでも何かの役に立つんだって。……本当は怖こわかったわ。殺されるかもしれないって思った。でも一生離宮で寂しく暮らすぐらいなら、それでもいいと思ったの」

　この少女は誰だろう。ターラが知っている明るくて無む邪じや気きなアムティアではなかった。寂しげに微笑んではいるが、凜りんとした様子が伝わってくる。

　見えない何かが心を鷲わし摑づかみにした。息苦しくなって、思わず立ち上がる。

「俺は……俺は確かに魔物だ。今は弱ってるが、魔ま力りよくが回復すればお前の目だって身体だって治してやれる。一緒に来いよ。お前の親おや父じは、ずっとずっとお前の事を放ほうっておいたんだぞ！　俺だったらお前に寂しい思いはさせない」

　アムティアが微笑した。涙を浮かべて、ターラの手をそっと頰に当てる。

「ありがとう、ターラ。すごく嬉しい。でも、わたしはここにいるわ。戦争のせいでお兄様達が死んだ。民衆達も苦しんでいるの。大おお地じ震しんの被ひ害がいはサウルナ国が一番大きいわ。国を立て直すのに、これから長い年月がかかる。でも戦争は待ってくれない。わたしにできる事があるなら何でもしたいの。あなたを助けたみたいに、みんなを助けたいの」

　声に強い意志がこもっていた。心を何かが引き裂さく。その大地震の原因は誰あろう自分だ。

　魔王マリードとして崇あがめられたかった。たくさんの魔物を率いて楽しい事だけをして暮らしたかった。

（その結果がこれか？　俺のせいで、アムティアは一生苦しむのか？）

　そんなのは許せなかった。どうすれば、アムティアは笑ってくれるだろう。

「……止めてやる。俺が戦争を止めてやるよ。だから泣くな」

　口をついて出た言葉に、アムティアが目を丸くした。途と方ほうもない話だった。魔力が十分ではない自分にとっては特に。それでも冗じよう談だんでは決してない。

「俺は今、ちょっとばかし弱ってる。だから時間はかかるだろう。でも絶対にやってみせる。そうしたらお前、喜んでくれるか？」

　魔力を完全に取り戻もどすのに数年、悪ければ数十年かかるかもしれない。それでも出来る事はあるはずだ。アムティアがやっと少しだけ微笑んだ。

「ええ、そうなったら嬉しいわ。でもいくらあなたでもそんな事……」

「できるさ。ああ、そうだ、契けい約やくしよう。もし破ったら俺は死ぬ」

　契約は魔物にとって絶対だ。指先を切り、己おのれの血で正式な契約書を書く。もし破れば、契約書が持つ死の呪のろいが、心臓を止めるだろう。だから一度も契約なんてした事はないが、アムティアに本気だと知って欲しかった。

「そんなの怖いわ。契約なんてしなくてもあなたを信じてる。……約束してくれれば十分よ」

　手を差しだされた。どうやら指切りのようだ。思わず苦笑して、そっと指を絡からめる。

「じゃあ、約束だ。お前の願いは何でも叶かなえてやる。俺の命の恩人だからな。そうだ、約束の証あかしとして、お前にこれをやるよ」

　取り出したのは金色に光る指輪だ。それは魔王オシリスの力を宿した指輪の一つだった。魔力を増ぞう幅ふくさせる事もできるが、他ほかにも使い道はある。指輪を口元に寄せ、呪じゆ文もんを唱えた。

「アムティアの身体が丈じよう夫ぶになりますように」

　呟つぶやいて指輪に口づけると、金色の輝かがやきが増した。アムティアの小さな指にはめてやる。

「あれ？　身体が温かくなってきた気がするわ」

　指輪が持つ魔力のせいだろう。ほっと胸をなで下ろして、アムティアに目線を合わせた。見えなくても、きっとこうする事が大事なのだ。

「それは魔法の指輪だ。それに呼びかければ俺に通じる。外すなよ。きっと元気になれるから」

　アムティアが大きく頷うなずいた。ずっと彼女の笑え顔がおを見ていたかった。見返りが欲しい訳じゃない。喜んでくれればそれだけでいい。

　生まれて初めて知った気持ちは甘く、彼女の歌を聴いている時のように穏やかになれた。
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「ちきしょー、魔法が使えればなぁ。いつになったら、俺の魔力は完全に戻るんだ？」

　口くち癖ぐせになりつつあるターラの言葉に、苦笑したのはアムティアだ。会うたびに身長が伸のびている。窓から部屋に忍しのび込み、久しぶりにアムティアを見た時には、腰こしを抜ぬかしかけた。

　初めて会ってから五年。もう十五歳だ。瘦やせてはいるが丸みを帯びた身体と、触れたらさぞ気持ちいいだろう柔らかそうな肌はだ。まっすぐな黒くろ髪かみは腰まで伸びている。丸かった頰はほっそりとなって、ばら色に染まっていた。子供の時と変わらないのは、長いまつげと大きな瞳だけだ。いつの間にかアムティアは、誰だれもがはっとして振り返るような美少女に成長していた。

「でも、わたし思うんだけど、人間達の争いに魔物ジンが関かかわるのはまずい気がするわ。もっとひどい事になる恐おそれがあるもの。魔力が戻っても、あんまり使わない方がいいと思う」

　言う事も大人びた。人間達の中で生活して五年。その言葉は理解できる。それにもし十分な魔力を取り戻したとしても、大きな魔法を使うのは危険だった。ラシッド達に居所を知られる恐れがある。人間達だけでもやっかいなのに、ラシッド達の相手まではできない。

「そうだな。だが、海かい賊ぞくと名乗ってあちこち旅して、各国の情報を集めるだけじゃなかなか戦争は止められない。魔力を使わないにしろ、何かもっと方法を考えないと」

　人間達を思い通りにするなんて簡単だと思っていた。だが、人の欲よく望ぼうは思っていたよりもずっと深い。戦争はひどくなるばかりだった。今日だって、サウルナ国の首都を敵対国の兵士が襲おそったと聞いて、慌あわててやってきたのだ。アムティアが無事だと知ってほっとした。金の指輪の魔力のおかげか、最近は発ほつ作さもないらしく顔色もよかった。

　目の前にお茶が置かれた。甘い香かおりを胸むね一いつ杯ぱいに吸いこむ。ここに来ると、旅ばかりの厳しい毎日を忘れられる。辛つらくなると、アムティアの顔を見に来るのが常になっていた。

「ねえ、ターラ。ちょっと話があるんだけど……」

　浮かない顔で、アムティアが対面に座った。本当に大きくなった。昔は片手で抱かかえ上げられたのに、今は両手で横よこ抱だきにしなければならないだろう。

「何だよ、改まって。何か困った事でもあったのか？」

　お茶を一口含ふくむ。飲み干すと疲つかれた身体に甘さが染しみいった。

「……お父様が体調を崩くずされたの。それでね、大臣達と今後の事を話し合ったらしいわ」

　アムティアの瞳が揺ゆれていた。その表情に、嫌いやな予感がした。

「わたし、わたし……結けつ婚こんする事になったの」

　持っていた茶器が床ゆかに落ちた。ガチャン！　と音がして、アムティアが首を竦すくめる。

「な、何だよ。それ……」

　頭にぐるぐると色んな事が駆かけめぐっていた。だが、口をついたのはそんな一言だ。

「王家の血筋を絶やす訳にはいかないわ。わたしは女だから、王位は継つげない。だから遠とお縁えんの男の人と結婚するの。彼が国王スルタンになるのよ」

　そっとアムティアが微笑ほほえむ。我が慢まんしているとすぐに気づく。彼女は辛い時こそ笑うのだ。

「相手は一体どんな奴やつなんだよ。ちゃんとお前を大事にしてくれるのか？」

「……知らないわ。会った事ないもの。多分会うのは結けつ婚こん式しきの時よ」

　心に黒いもやが広がった。結婚なんて信じられない。いつまでも子供だと思っていたのに。

「や、止やめとけよ。そんな知らない奴なんかと、結婚しなくても……」

　慌てふためいて立ち上がると、アムティアが静かに首を振ふった。

「お父様の具合が本当に悪いの。だから急ぐのよ。戦時下で国王が亡なくなって、跡あと継つぎがいないなんて事になったら、すぐに攻せめ込まれるわ」

　アムティアの言う事は理解できた。だが納なつ得とくできるかはまた別だ。

「俺は反対だ。結婚なんて、お前には早すぎるだろ」

「遅おそかれ早はやかれ、わたしは国の為ために結婚するわ。国王になるにふさわしい夫を貰もらうの。それが皇女として生まれたわたしのやるべき事なのよ」

　アムティアが焦しよう点てんの合わない目を、こちらに向けた。迷いの色はない。

「もう決めたの。だからお願い、ターラ。もうここには……来ないで」

　かぼそい声だった。ぎゅっと心臓を摑つかまれた気がした。気分が悪くなって立っていられない。

「何で……ここに来ちゃ駄だ目めなんだよ」

　呟くと、アムティアが静かに立ち上がる。そしてターラに近寄りそっと顔を撫なでた。

「あなたと初めて会ってから、五年。わたしは大きくなったけど、あなたは少しも変わらない。きっと何十年経たっても、あなたはそのままなんでしょう？　でもわたしはこれから結婚して、子供を産む。そして年を取るわ。あなたと一いつ緒しよの時を過ごせないの。わたしは人間として生きていく。あなたを約束なんて言葉で縛しばり付けてごめんなさい。自由に生きて……」

　すぐ近くに、アムティアの顔があった。衝しよう動どうが身体からだを貫つらぬく。そのまま口付けようとすると、気配を感じたのかアムティアが首を振った。そのままターラの胸に顔を埋うずめる。

「……あなたと一緒にいたいけど、駄目なの。わたしには助けたい人達がいるの。みんなを放り出して、あなたとはいけない。子供の頃ころにそう決めたの」

　アムティアが、ぎゅっとターラの身体を抱だきしめて、そっと離はなれた。そして背を向ける。

「さよなら、ターラ」

　呟くような声は静かだった。彼女の決心が伝わってくる。このまま連れて逃にげられたら、どんなにいいだろう。だがそれはアムティアの意志に反する。

　震ふるえる背中を抱きしめたかった。そうして初めて気づいた。これが〝恋こい〟なのだと。

　だが今いま更さら気づいてももう遅い。彼女の気持ちは既すでに決まっている。

　生まれて初めて知った恋は、苦しさと悲しみとともに消え去ろうとしていた。
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「戦争が始まってもう五十年。お前は本当にこの戦争を止められるというのだな、ターラ」

　目の前にいるのは、タバラン国の国王スルタンだ。やっと目通りが叶って、ターラは微笑した。

　現在はサウルナ国とカトゥーナ国が中立の立場をとっているが、それ以外の国々はまっぷたつに割れて戦争が続いている。海賊と名乗れば、誰も話に耳を貸してくれない。そこで長い年月をかけてカトゥーナ国の王宮に入りこみ、やっと国王の信しん頼らいを得た。そしてバルク号と名付けた船に乗り込み、カトゥーナ側の交こう渉しよう役人として、タバラン国を訪おとずれたのだ。

「ええ、実はここに来る前、タバラン国の敵対国であるマハル王国の国王に謁えつ見けんしました。マハル王国も長く続いた戦争に困り果てています。民たみに犠ぎ牲せいも増えるばかり。話し合う機会があれば席についてもよいと。それにこれ以上被ひ害がいが出るのは、陛下も望んでおられないはず」

　暗示をかければすぐにうんと言わせられる。だが、魔ま力りよくは極力使わないでいた。ラシッド達に見つからない為と、アムティアに言われた言葉がずっと頭に残っていたからだ。

　国王が考えこむように目を伏ふせた。いける、と思った。悩なやんでいるのなら、説得しだいでどうにでもなる。時間がかかっても、アムティアとの約束を果たす。それだけが心の支えだった。




　タバラン国の国王スルタンからは色いろ好よい返事が貰えた。説得に時間はかかったが仕方ない。貿易の都マハル王国と、アラバーナ大陸で最も経済力のあるタバラン国を説得できたのは、大きな前進だ。カトゥーナ国に船で戻もどろうとしていたターラは、甲かん板ぱんに立ってふと北の方角に目を向けた。

「アムティア、どうしてるかな……。あいつが淹いれたお茶が飲みてぇ」

　さよならと告げられてから、もう何十年も会っていない。あの後結婚して子供が産まれたと聞いていた。そして数年前夫が亡くなり、子供が国王になったらしい。

　何度も何度も会いに行こうとしたが、どうしても行けなかった。最初は一方的に別れを告げたアムティアに怒いかりすら覚えていた。約束なんて、もうどうでもいいと。

　だが、結局アムティアの願いを叶かなえたいと勝手に身体が動いていた。本当なら、カトゥーナ国の国王に仕えるなんて死んでも嫌だ。魔王マリードオシリスにすら、跪ひざまずいた事はない。しかしアムティアの為なら、簡単だとすら思えた。誇ほこりなんてどうでもいい。

　大事なのは、アムティアが喜んでくれる事だ。

「今更会いに行ったって、迷めい惑わくだよな」

　苦く笑しようして帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり直す。海に行く時、アムティアから貰った帽子だ。何十年も経つが、大事に使っているおかげで、ほころび一つない。

　アムティアの幸せを誰よりも願っている。会いに行って迷惑になるなら、行かない方がいい。

（違ちがう。俺は怖こわいんだ。会いに行って、嫌がられたら……。それが怖いんだ）

　どんな強い敵と戦っても、こんな気持ちになった事はない。このまま誰にも知られず、彼女の願いを叶える。その想おもいだけが、ターラを前へと進ませていた。

　ふっと波の音に紛まぎれて何かが聞こえた気がした。周りを見回したが誰だれもいない。

　だが直接頭に響ひびくような声には、聞き覚えがある。

〝ターラ、ターラ。お願い。もし聞こえていたら、会いに来て〟

　その声は、張りがなくて少し嗄しわがれていた。それでも聞き間ま違ちがうはずはない。

「アムティア！」

　叫さけんですぐさまシャイターンの姿となる。心の底から喜びが満ちてきて、目め頭がしらが熱くなる。そのまま飛び立ったが、ふと不安がよぎった。

（何十年も連れん絡らくしてこなかったのに……。まさか、何かあったのか？）

　不安がどんどん広がっていく。ターラは力の限り大きく翼つばさをはためかせ、北へと急いだ。




　サウルナ国の王宮は、四十年以上経っても変わっていなかった。昔はいつでもターラが入ってこられるよう、アムティアの部屋の窓は開いていた。空からその窓辺を見下ろすと、誰だれかが顔を出していた。俯うつむいて何か祈いのっているようだ。それが誰だかは判わかっている。

　心臓が高鳴った。息苦しくて叫びそうだ。嬉うれしくてたまらないが、怖くて仕方ない。

　そっと窓まど枠わくに舞まい降りる。すぐ側そばで俯いていた女性がふっと顔を上げた。

　瘦やせているのは相変わらずだが、顔にはしわが目立っている。黒かった髪かみも、白い物が目立っていた。焦点のあわない大きな瞳ひとみがゆっくりと細められる。

「ターラね、ターラでしょう？」

　笑え顔がおは変わっていなかった。年をとってもアムティアはアムティアだ。何だかほっとした。

「……あ、ああ、お前、俺を呼んだ……よな？」

　颯さつ爽そうと舞い降りて恰好良く挨あい拶さつしようとか、別れを告げたのにどういうつもりだとか、色々と考えていたはずなのに、結局そんな言葉しか出てこない。

「ええ、来てくれるかどうか心配だったから、祈っていた所よ」

　アムティアの手が伸のびてきた。指に金色の指輪が輝かがやいている。何かあったら呼びかけろ、そう言ったのは自分だ。窓枠に座りすぐに人間の姿になると、アムティアがターラの顔を撫でた。

「……変わっていないわ。本当に変わっていない。あなたは相変わらずなのね。わたしはこんなおばあちゃんになったのに」

　ターラの顔からそっと手を離はなしたアムティアが、恥はずかしそうに自分の顔を両手で覆おおう。

「ばあさんなんかじゃないさ。よく顔を見せろよ、久しぶりなんだから」

　アムティアが自分の顔から手を離し、頰ほおを染めて微笑む。会いたくて会いたくて、夢にまで見た笑顔だ。そのまま彼女の顔に触ふれようとして、はっとした。触さわられるのは嫌いやかもしれない。離れていた長い年月が、心に臆おく病びよう風かぜを吹ふかせた。すぐに手を引っ込めて、さっと部屋に入る。

「一体どうしたんだ？　何かあったのか？」

　何か理由があるはずだ。自分を呼んだ理由が。それがまず知りたかった。

「……会いたかったからよ。それだけじゃいけない？」

　アムティアが机に置かれた茶器でお茶を淹れてくれる。懐なつかしい香かおりが辺りに漂ただよった。

「い、いけなくはないが……」

　目の前に湯気が立つお茶が置かれた。添そえられた焼やき菓が子しは相変わらず形がいびつだ。また指に包帯を巻いている。懐かしい甘い記き憶おくが蘇よみがえった。何百年と生きてきた中で唯ゆい一いつ、あの離り宮きゆうで過ごしたわずかな時間だけが、穏おだやかで安らぎに満ちていた。

　一口お茶を含ふくむと、昔と変わらない味だった。身体に染しみいって、幸福な気持ちにさせてくれる。焼き菓子は相変わらず甘いだけだが、それでも美味おいしいと感じた。

　何より、対面の椅い子すでアムティアが微笑ほほえんでいる。それだけで胸が一いつ杯ぱいだ。

　なぜオシリスを倒たおして魔王マリードになろうなんて考えたのだろう。幸せになるなんて、こんな些さ細さいな事でいいのに。だがこんな些細な事すら、現実にできなくなってしまった原因は自分にある。

「おばあさま、人の声がしましたが……」

　すっと扉とびらが開いた。現れたのはまだ十四、五歳くらいの少年だ。生意気そうな黒い瞳がターラの姿を見付けて、はっと見開かれた。

「な、何者だっ！」

「待って、シャリフ。この人はターラよ。前に話した事があるでしょう。わたしの友達よ」

　声を上げようとした少年を、慌あわててアムティアが制した。少年が目を丸くする。

「こ、この人が？　でもおばあさまの子供の頃の友達なんでしょう？　随ずい分ぶん若いですよ」

「ターラはね、実は悪い魔物ジンに呪のろいをかけられてしまったの。だから不老不死なのよ。でもこれは人に知られてはいけないの。シャリフは秘密を守れるわよね？」

　かなり強ごう引いんな噓うそだった。案の定少年がうさんくさげにこちらを睨にらみつけている。

「……おばあさまがそう仰おつしやるのなら」

　それでも渋しぶ々しぶと頷うなずいた。アムティアが手招くと、少年が扉を閉めて近寄る。

「ちょうどよかったわ。ターラ、わたしの孫のシャリフよ。この国の皇子なの。仲良くしてね」

　よく見ると小さな頃ころのアムティアに顔立ちが似ていた。それでも好きにはなれなかった。アムティアが結けつ婚こんして子供を産んだ。それだけでもはらわたが煮にえくりかえるのに、今度は孫だ。

　アムティアには自分よりも大切な家族がいる。そう思うと怒りを通とおり越こして悲しくなった。

「ああ、仲良くしようぜ。坊ぼう主ず」

　それでも気を取り直して挨拶した。だがむっとしているのを感じ取ったのか、シャリフが子供とは思えない挑ちよう戦せん的な目つきになる。

「こちらこそよろしく。うさんくさい海かい賊ぞくさん」

　ふんっと鼻を鳴らしたシャリフに、抑おさえ込もうとしていた怒りが爆ばく発はつした。

「何だと、この馬ば鹿かガキ！」

「馬鹿っていうほうが馬鹿なんだよっ。バーカ、バーカ！」

　べっと舌を出したシャリフを殴なぐりつけようとすると、アムティアが両手を広げた。

「もうやめてちょうだい！　シャリフ、休む時間でしょう。寝しん室しつに戻りなさい」

　はっとしたシャリフが、すぐに心配そうな表情になる。

「判っています。おばあさまに眠ねむる前のご挨拶をしに来たんです。おばあさまこそもうお休みにならないと、身体からだに障さわりますよ。お医者様にだって……」

　言い募つのろうとするシャリフの背中を、アムティアがそっと押した。

「大だい丈じよう夫ぶよ、さあ戻もどりなさい」

　渋々とシャリフが部屋を後にする。アムティアがほっと息をついた。

「シャリフは賢かしこくていい子よ。孫は他ほかにもいるけど、わたしはあの子が次の国王スルタンになるような気がするわ。あの子が困ったら助けてあげて欲しいの。それを頼たのみたくて、あなたを呼んだの」

　どうやら相当孫が可愛かわいいらしい。細められた目が物語っていた。

（何十年ぶりかに連絡してきた理由が孫かよ。……まあいいさ。どんな理由でも会えれば……）

「しょうがねぇな。賢いなんて思えないが、お前が望むなら。……それより、身体の具合が悪いのか？　今医者がどうのって言ってただろう？」

　久しぶりに会えて舞い上がっていたようだ。よく見るとアムティアの顔色が優すぐれなかった。元々瘦せていたが、今は服から覗のぞく腕うでも足も骨が浮うき出ている。

「もう年だもの。病気の一つや二つは出てくるわ。でも大丈夫よ」

　お茶のお代わりを淹いれたアムティアが、机に皺しわが寄った手を出した。それは握にぎって欲しいという合図だ。すぐに握ってやると、嬉しそうに微笑んだ。

「……ターラ、子供の頃の約束を覚えている？　海に連れて行ってくれるって約束」

　もう随分昔の話だ。それでも昨日の事のように思い出せる。

「ああ、結局行けなかったな。兵士達がたくさん来たから」

　あの時兵士が来なかったらどうなっただろう。計画通りアムティアを殺しただろうか。そうしたらきっと、こんな穏やかで幸せな時間を知らないまま、今も戦いに明け暮れていただろう。

「お願いがあるの、わたしを海に連れて行って。あの時叶かなえられなかった夢を叶えて欲しいの」

　他人の為ためじゃなく、自分の夢を叶えて欲しいと言われたのは初めてだ。驚おどろいたがすぐに頷く。

「ああ、連れて行ってやる。明日にでも……」

「駄だ目め、今から連れていって。今ちょうど息子むすこ達がいないの。侍じ女じよ達やシャリフは、わたしのお願いを聞いてくれるわ。今ならわたしが一日いなくなっても誰も騒さわがない」

　突とつ然ぜんの話だったが異論はなかった。本当ならそのままどこかに連れ去りたいぐらいだ。

「判った、すぐに支し度たくしろよ。待っててやるから」

　ぱあっとアムティアの表情が明るくなる。まるで子供の頃、作り話を聞いていた時のように、嬉しそうな笑顔だった。




　夜は都合がいい。シャイ悪ターン魔の姿を人間達から隠かくしてくれる。アムティアを横よこ抱だきにしたターラは、夜空を東へと飛んでいた。どうせなら、アムティアに朝日を浴びて欲しかった。

　腕の中には、寒くないようにと毛布でくるんだアムティアがいる。

　二人を月の光が照らしていた。この時間がずっと続いてほしい。それが心からの願いだ。

「重くない？　ターラ」

　心配そうにアムティアが呟つぶやく。両手はしっかりとターラの身体を抱だきしめていた。頭にはターラの物と形が同じ桃もも色いろの帽ぼう子しを被かぶっている。あの時の帽子を大事にとっていてくれたらしい。子供の頃は大きかったが、今はぴったりだ。

「ああ、全然。お前は軽すぎだ。もっと太れよ」

　食は相変わらず細いのだろう。抱えた身体は子供の時と変わらないように感じた。

「さあ、ついたぞ」

　砂すな浜はまにゆっくりと降り立った。まだ夜が明けていないせいか誰だれもいない。アムティアがたどたどしい足取りで砂浜に立つ。そして確かめるように何度も足を踏ふみならした。

「地面が柔やわらかいわ。これが砂なのね。それにざあざあ音がしている。これが波の音なんでしょう？　凄すごく潮の香りがするわ。こんなの初めて！」

　子供のように目が輝いていた。人間の姿になって、手を引いて波打ち際ぎわに連れて行く。

「靴くつを脱ぬげよ。波がくるからな」

　跪ひざまずいて脱がせると、痛々しい程足が瘦やせていた。その足で、恐おそる恐る砂浜を踏みしめている。

「きゃっ、冷たい！」

　波が押し寄せてきてアムティアの足を濡ぬらした。驚いて転びそうになった身体を支えてやる。

「これが波だ。海の向こうから押し寄せてくるんだ。俺がいるから大丈夫だよ、さあ、手を」

　右手を握って海水に浸ひたしてやる。それをアムティアが口に持っていった。

「しょっぱい！　本当にしょっぱいのね。海って凄く大きいんでしょう？　どのぐらい？」

「ど、どのぐらいって、そりゃとてつもなくさ。サウルナ国よりもアラバーナ大陸よりも、ずっと大きいぜ。この海の向こうには異国がある。そこにはアラバーナ大陸に住む人達よりも、もっともっとたくさんの人が住んでるらしい」

　アムティアが興奮したように頰ほおを染めていた。彼女が喜ぶと自分も嬉うれしくなる。

「世界は広いのね……。それに比べたらわたしが知っている世界なんてずっと小さいんだわ」

「小さくても、お前の心の世界は広いさ。俺なんかよりずっとな」

　苦く笑しようすると、アムティアが首を振ふった。そしてターラの方へ顔を向ける。

「いいえ、あなたの心だって広いわ。わたし知ってるのよ。カトゥーナ国で最近噂うわさになっている凄すご腕うでの交こう渉しよう役人が、バルク号って船の船長で、ターラって名前だって」

　思わず目を見開く。王宮に閉じこもっているアムティアが、知るはずないと思っていた。

「わたしだってサウルナ国の王族よ。目は見えなくても耳はいいの。カトゥーナ国の交渉役人が各国に停戦を呼びかけてるって聞いたわ。……ありがとう、ターラ。あんなにひどい別れ方をしたのに、約束を守ってくれて……」

　アムティアが足元を海に浸したまま、ターラの両手を握った。

「お前の願いは何でも叶えてやると言っただろう。お前は気にしなくていいんだ。俺が勝手に願いを叶えてやりたいだけなんだから。俺は必ず約束を守る。海にだって連れてきただろう？　他に望みがあるなら、いくらでも叶えてやるぞ」

　優やさしい笑えみを浮かべた。見えなくても伝わるはずだ。この心からの笑みが。

「……じゃあ、アラバーナ大陸が平和になりますようにって願うわ。そしてその平和がずっと続きますようにって」

　子供の頃から少しも変わっていない。アムティアらしい願いに苦笑した。

「約束するよ。俺の約束は絶対だ。……なあ、アムティア。俺の願いも一つ叶えてくれないか？」

　問いかけると、アムティアが首を傾かしげた。

「何？　願いって。わたしにできる事なら……」

　言葉は続かなかった。そっと唇くちびるを塞ふさいだからだ。初めて交かわした口付けは、彼女が淹いれてくれるお茶のように優しくて甘い。

　顔を離はなすと、アムティアが真っ赤になっていた。それでもそっとターラの胸に寄りかかる。

「もうおばあちゃんだわ。あなたにはもっと、若くて綺き麗れいな人がいくらだって……」

「年は関係ないさ、お前は俺の可愛いアムティアだ。……なあ、もう会わないなんて言わないでくれ。ずっと一いつ緒しよにいてくれ。何でも……何でもするから」

　涙なみだが堪こらえられない。別れた時、心が引き裂さかれた。散らばった心を拾い集めるには、アムティアとの約束が必要だった。その為に頑がん張ばっている間はずっと一緒にいるような気がしていた。

　だがこうして会ってしまったら、もう離れるなんてできない。また一人になるなんて耐たえられなかった。この温ぬくもりを二度と放したくない。

　ゆっくりと海から顔を出した朝日が、アムティアの姿を照らし始める。

「……心はずっと一緒にあったわ。離れている間、わたしの心もずっとあなたと一緒にいた。これからもそれは変わらない。永遠に」

　切なげに微笑ほほえんだアムティアをぎゅっと抱きしめた。心がやすらいだ。幸せだった。二人でいられたら、何もかもがうまくいくと信じていた。

　だがそれが、ターラが見たアムティアの最後の笑みだった。

　　　　[image: ]

「もうすぐ王族式典が始まるぞ、アムティア。お前が願った各国の和解の為の式典だ。これが成功すれば、アラバーナ大陸に本当の平和が訪おとずれる。やっと……お前の願いを叶えてやれる。百年以上かかっちまったがな」

　目の前にある四角い石には、アムティアの名が彫ほられている。ターラはしゃがみこんで、その石に向かって話しかけていた。離り宮きゆうの裏手にあるこの石の下にアムティアが眠ねむったのは、海に行った数日後だ。あの時の事はよく覚えていない。海から帰ってきて突とつ然ぜん倒たおれたアムティアの真っ青な顔だけが、今でも頭に焼き付いている。

　思い出すと涙がこみ上げた。幸せにしたかった。もっと楽な道を歩ませてやりたかった。そうできたはずなのに、自ら苦しい道を選んだ。

「泣いとるのか？」

　ふいに背後から声をかけられてはっとした。すぐに袖そでで顔を拭ぬぐって立ち上がる。

「はっ、何馬ば鹿かな事言ってるんだよ、さすが馬鹿じじいだな」

　振り返ると、サウルナ国の国王スルタンシャリフが、腰こしに手を当てて立っていた。皺しわがよって白いひげを蓄たくわえているが、生意気な目は子供の時とちっとも変わっていない。

「何をっ、馬鹿という方が馬鹿だと何百回言ったら判わかるんじゃ！」

　言っている事も、初めて会った時とまったく同じだ。顔をあわせるたびに、儀ぎ式しきのようにケンカを繰くり返す。そうしてともに生きてきた。

「じじい、何でここにいるんだよ」

「お前が入国したと知らせが入ってな。絶対にここに来るじゃろうと思ったんじゃ」

　隣となりに来たシャリフが墓の前で跪いた。そして両手を組む。

「……なあ、じじい。今、アムティアの事を思い出してたんだ。あの時、アムティアは病気でそんなに長く生きられないって知ってた。俺が海に連れて行ったせいで、死期が早まった。安静にしていたらもう少し生きられたのに。やっぱり俺のせいだよな……」

　寝しん台だいに伏ふしたアムティアに、助けてやると何度も言った。魔ま力りよくを使えば救う事は出来た。だが彼女は首を振った。人間には寿じゆ命みようがあると。そして金の指輪を外してターラの手に握にぎらせた。

　それでも何とか助ける方法を探そうとした。だが思っていたより人間の身体からだは弱く、残された時間はあまりにも少なかった。

　子供だったシャリフは、ターラが病気の祖母を連れだしたせいだと叫さけんだ。その叫びが心を深く切り裂いた。顔色が悪いと気づいていた。突とつ然ぜん呼びだすなんて、何かあったと判っていた。それでも会えた嬉しさに、他ほかの事はどうでもよくなってしまった。後こう悔かいしてもしきれない。

　アムティアが息を引き取る時、家族だけだと言われて寝しん室しつに入れて貰もらえなかった。この世を去ったと知らされ、絶望が心を支配した。お茶の香かおりが漂ただよう穏おだやかな時間は、二度と味わえない。優しい歌声ももう聞けない。大好きな笑顔を見る事も出来ない。

　どうしていいか判らなかった。戦争を止めるなんて、もうどうでもよかった。アムティアの喜ぶ顔が見られないなら、意味がない。

　アムティアの許もとへ行こうと思った。また一人で何の目的もなく戦うだけの毎日なんて、考えるだけでもぞっとする。黙だまって王宮を去ろうとしたが、そこに立ちはだかった人物がいた。

「お前のせいじゃない。あの時もちゃんと後で謝っただろう。わしもおばあさまが急に倒たおれられて、混乱しておった。だからついお前のせいだと言ってしまったのじゃ」

　シャリフが墓を見つめて呟く。その姿に子供だったシャリフが重なった。あの時、王宮から去ろうとしたターラを止めて、シャリフはこう言った。

〝さっきはすまなかった。おばあさまからお前の事は聞いている。おばあさまはお前を信しん頼らいしておられた。ならば僕も信じよう。戦争を止めるなら、ともに歩もう〟と。

　差しだされた手に躊ちゆう躇ちよした。それでもその手を握りしめた。願いを叶かなえずアムティアの所に行ったら、きっとまた泣かれるだろう。それは嫌いやだった。

　それから数十年、海かい賊ぞく同盟を創つくり、やっと王族式典が開かい催さいされるまでにこぎつけた。

「ターラ、わしは今ならおばあさまの気持ちが判る。おばあさまは安静にして何日か生き延びるより、幸せな一日を過ごす方を選ばれたのだ。わし達家族ではなく、お前と一緒にいる事をな。お前はおばあさまの願いを叶えてくれた。礼を言うのはこちらじゃ。それに……」

　シャリフが言葉を濁にごした。不思議に思って首を傾げると、ふうっと息をつく。

「あれから何十年も経たっておる。言ってもいいじゃろう。……おばあさまはな、毎日毎日決まった時間になると、窓に向かって何かを呟つぶやいておられた。幼かったわしが不思議に思って聞いてみると、誰だれにも言っちゃ駄だ目めよと言って耳打ちしてくれた。〝ターラに挨あい拶さつしているの〟と。ターラとは誰かと聞いたら、頰を染めて〝初はつ恋こいの人よ〟と仰おつしやった」

〝いつでも心は一緒にあった〟アムティアが海で口にした言葉を思い出す。離れていた間も、アムティアを忘れた事はなかった。彼女も同じだったと知って、心の底から喜びが溢あふれる。

「おばあさまは、サウルナ国の為ためにすべてを捧ささげた方だ。その為にお前への恋こい心ごころを封ふうじ込めた。お前と一緒だった時が、人生の中で最も幸せな時間だったそうじゃ。独りぼっちで離宮に暮らし、寂さびしさに押しつぶされそうになった時、お前が現れた。そして楽しい話をして夢をみせてくれた。一緒にお茶を飲んで、焼やき菓が子しを食べて美味おいしいと言ってくれるお前が大好きじゃったと。亡なくなる時もお前の名を呼んでいた。ありがとうと何度も言ってな」

　墓がぼやけて見えた。それが溢れてきた涙のせいだと知ったのは、しばらく経ってからだ。

　跪ひざまずいて墓にそっと手を触ふれる。冷たい感かん触しよくだ。アムティアの温かい手とは大おお違ちがいだ。それでもあの桃もも色いろの帽ぼう子しと一緒に彼女がここで眠っている。この隣で自分も眠る日が来ればいいのに。

　だがまだだ、と心を奮い立たせた。まだやるべき事が残っている。

「……もう少しで願いを叶えてやれる。お前との約束は絶対だ。待っててくれ、アムティア」

　立ち上がって呟いた。その約束だけを胸に、孤こ独どくに耐たえて走り続けた。

　長い間生きてきて、初めて知った恋こいだった。そして今でもその恋は続いている。

〝愛している〟という呟きは、心の中だけにしまっておいた。

　口に出すのは、約束を叶えた時だけだと誓ちかっていたから。







　あとがき







　こんにちは、伊藤たつきです。今回はこつこつと書いてきた短編を一冊にして頂きました！　ジャリス達が本編の合間に繰くり広ひろげた冒ぼう険けんの記録です。短編集だけでも楽しんで頂けると思いますが、航海日誌などを参考に本編のどの辺りの話なのかな、と考えながら読んで頂けると、より一層楽しめるかと思います。

　書き下ろしは二編書かせて頂きました。最初のエピソード０は、一巻より前の話になります。このお話の後に、ジャリスはマハル王国で記き憶おくをなくしてしまいますが、そうなった原因はすべて、あの皇子様のような気がするのは私だけでしょうか……？

　最後の書き下ろしはターラの過去編です。本編より一一〇年程ほど前のお話です。これは二巻でターラが初登場した時からずっと書きたかった話なんですが、ジャリス達がなかなかターラの正体に気づいてくれず……。やっとチャンスが巡めぐってきたので思い切り書かせて頂きました。

　ジャリス達がわいわい楽しく航海している様子が、皆みな様さまに伝わる短編集になっていればいいなぁと思います。そしてそして、次巻はいよいよ最終巻です！　皆様にジャリス達の最後の冒険を楽しんで頂けるように頑がん張ばってます！　どうかもうしばらくお待ち下さいませ。
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